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Ｎ
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〃 
 
 
 
 
 
 

一
一 

(

一
三･

三) 

熊
伯
龍
《
无
何
集
》
的
王
充
論 

(

原
文
は
簡
体
字) 

鄧 
 
 
 
 

紅 

329 
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汲
古
書
院 
汲
古 

六
三 

(

一
三･

六) 

醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
の
雑
函
に
納
め
ら
れ
た
経
巻
を
め 

森 

岡 

信 

幸 

二
〇
九 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぐ
っ
て 

 
  
 
 

〃 

折
本
の
起
源
考 

安 

江 

明 

夫 

二
一
三 

  
 
 

〃 
 
 
 

六
四 

(
一
三･

一
二) 

王
紹
蘭
の
『
潛
夫
論
箋
』
補
注
に
つ
い
て 

中 

村 

哲 

夫 

二
一
八 

  
 
 

〃 

冊
子
の
誕
生 

―
東
洋
編 

安 

江 

明 

夫 

二
二
一 

 

九
州
大
学
心
理
学
研
究 

一
四 

(

一
三･
三) 

中
国
と
日
本
の
中
学
生
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
反
応
と
ソ
ー 

鉄 
 
 
 
 

拳 

336 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
関
連 

 
 

九
州
大
学
大
学
院 

国
際
教
育
文
化
研
究 

 

新
中
国
初
期
の
学
校
に
お
け
る
思
想
政
治
教
育
の
考
察 

白 

詠 
 
 

悟 

340 

一
三 

(

一
三･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

九
州
大
学
大
学
院 

哲
学
年
報 

七
一 

  

裴
楫
の
「
一
屋
之
論
」
と
南
朝
北
朝
の
明
堂 

南 

澤 

良 

彦 

二
二
五 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

九
州
大
学
大
学
院 

文
学
研
究 

一
一
〇 

  

《
詩
經
》〝
商
頌
〟
、
〝
周
頌
〟
韻
律
形
態
及
其
與
樂
舞
之 

杜 
 
 

曉 

勤 

364 
(

一
三･

三) 

關
係 

 
 

九
州
産
業
大
学 

国
際
文
化
学
部
紀
要 

五
四 

徐
復
観
著
作
選
訳
注(
二) 

―
自
伝
編
Ⅱ
― 

石 

川 

泰 

成 

378 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹 

内 

和 

喜 
 

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学 

紀
要 

V
ISIO

 
  

現
代
中
国
の
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
一
考
察 

黄 
 
 

大 

衛 

386 
43

 
(

一
三･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

教
育
史
学
会
紀
要 

日
本
の
教
育
史
学 

五
六 

台
南
神
学
校
『
校
友
会
雑
誌
』(

一
九
二
八
年
―)

に
み
る 

三 

野 

和 

惠 

393 
(

一
三･

一
〇) 

｢

台
湾
人｣

意
識 

 
  
 
 
 

〃 

公
教
育
と
多
文
化
教
育 

―
近
現
代
中
国
に
お
け
る
エ
ス 

新 

保 

敦 

子 

400 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
焦
点
を
当
て
て
― 

 
 

京
都
大
学
大
学
院 

教
育
学
研
究
科
紀
要 

  

文
革
後
中
国
の
教
育
政
策
に
お
け
る
育
成
す
べ
き
人
間
像 

李 
 
 
 
 

霞 

403 

五
八 

(

一
二･

四) 

と
育
成
方
法
の
変
遷 

 
 

京
都
教
育
大
学
紀
要 

一
二
三 

(

一
三･

九) 

名
取
洋
之
助
の
『LIFE

』
お
よ
び
日
中
戦
争
と
の
関
わ
り 
奈 
倉 

洋 

子 

410 
 

京
都
産
業
大
学
論
集 

人
文
科
学
系
列 

四
五 

辜
鴻
銘
の
『
中
国
人
の
精
神
』(The Spirit of 
 

畠 
山 
香 

織 

418 
(

一
二･

三) 
the C

hinese People)

に
つ
い
て 

 
 

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告 

人
文 

六
五 

  

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注(

五) 

宇
佐
美 

文 
理 

* 
(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
四
名 

 

共
立
女
子
大
学
・
共
立
女
子
短
期
大
学 

総
合 

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
声
の
伝
承
」
と
漢
字
の
出
会
い
に 

遠 

藤 

耕
太
郎 

* 

文
化
研
究
所
紀
要 

一
九(

三-

二) 
(

一
三･

二) 

つ
い
て
の
研
究 

―
中
国
雲
南
省
ペ
ー
族
文
化
と
日
本
古 

岡 

部 

隆 

志 
 

代
文
学
― 

 
 
 
 

他
五
名 

 

共
立
女
子
短
期
大
学
文
科 

紀
要 

五
五 

  

問
答
論 

―
彝
族
の
神
話
「
梅
葛
」
と
折
口
信
夫
の
問
答 

岡 

部 

隆 

志 

二
三
八 

(

一
二･

一) 

論
― 

 
 

杏
林
大
学 

外
国
語
学
部
紀
要 

二
五 

  

大
出
正
篤
の
初
級
教
科
書
か
ら
み
る
戦
前
戦
中
の
中
国
東 

荒 

川 

み
ど
り 

429 
(

一
三･

三) 

北
部
に
お
け
る
成
人
向
け
日
本
語
授
業 

 
 

近
畿
大
学
総
合
社
会
学
部
紀
要 

二-

二 
 

中
国
映
画
探
訪 

─
高
考
・
成
功
・
精
神
創
傷 

好 

並 
 
 

晶 

435 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

金
城
学
院
大
学
論
集 

人
文
科
学
編 

一
〇-

一 
｢

蝦
蟇
仙
人｣

考 

張 
 
 

小 

鋼 

439 
(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

金
城
学
院
大
学
大
学
院
人
間
生
活
学
研
究
科
論 

陳
鶴
琴
と
倉
橋
惣
三
の
幼
稚
園
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論
の
比
較 

張 
 
 
 
 

薇 

445 

集 

八 
(

〇
八･

三) 

研
究 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

一
一 

(

一
一･

三) 

古
代
中
国
に
お
け
る
障
害
者
観 

張 
 
 
 
 

薇 

449 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

一
三 

(

一
三･

三) 

陳
鶴
琴
と
倉
橋
惣
三
の
家
庭
教
育
思
想
の
比
較
研
究 

張 
 
 
 
 

薇 

452 
 

熊
本
県
立
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
科
論
集 

 

中
国
広
西
大
学
、
広
西
師
範
大
学
で
の
日
本
語
教
育
研
修 

跡 

上 

裕 

子 

459 

四 
(

一
一･

九) 

報
告 
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黒
川
古
文
化
研
究
所
紀
要 

古
文
化
研
究 

 

紀
鎮
「
春
苑
遊
狗
図
」
続
論 

竹 

浪 
 
 

遠 

二
四
六 

一
二 

(

一
三･
三) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 

江
戸
後
期
の｢

展
観
録｣

と｢

款
録｣

に
み
る
中
国
書
画 

杉 

本 

欣 

久 
* 

 

群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要 
芸
術
・
技
術
・
体 

日
本
・
韓
国
・
中
国
の
中
学
校
情
報
教
育
の
比
較
研
究 

本 

村 

猛 

能 

468 

育
・
生
活
科
学
編 

四
八 

(
一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要 

中
国
研
究 

六 
 

作
者
の
意
圖
か
ら
國
史
と
孔
子
の
解
説
へ 

─
嚴
粲
詩
經 

種 

村 

和 

史 
** 

(

一
三･

三) 

解
釋
に
お
け
る
小
序
尊
重
の
意
義
─ 

 
 

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告 

六
二 

 

中
国
の
学
校
教
育
に
お
け
る
食
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発 

劉 
 
 

智 

萍 

475 
(

一
三･

一
二) 

(

一) 

―
中
国
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
食
生
活
の
現
状
と
課 

柴 
 
 

英 

里 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

題
― 

菊 

地 

る
み
子 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

中
国
の
学
校
教
育
に
お
け
る
食
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発 

劉 
 
 

智 

萍 

479 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

二) 
―
中
国
の
幼
稚
園
用
『
健
康
習
慣
』
に
お
け
る
食 

柴 
 
 

英 

里 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

育
内
容
の
分
析
― 

菊 

地 

る
み
子 

 

高
知
大
学 

語
文
と
教
育
の
研
究 

一
二 

  

中
国
に
お
け
る
文
学
教
材
の
学
習
指
導
研
究 

―
高
学
年 

王 
 
 

洪 

彬 

483 
(

一
三･

三) 

の
場
合
を
中
心
に
― 

 
 

神
戸
大
学
大
学
院 

日
本
文
化
論
年
報 

一
五 

中
国
宋
代
の
〝
抹
茶
法
〟
を
め
ぐ
っ
て 

―
茶
を
粉
末
化 

廣 

田 

吉 

崇 

490 
(

一
二･

三) 

す
る
方
法
と
そ
の
意
味
― 

沢 

村 

信 

一 
 

神
戸
医
療
福
祉
大
学
紀
要 

一
四-

一 
 

日
本
人
大
学
生
と
中
国
人
留
学
生
の
結
婚
観
の
比
較 

柴 

原 

直 

樹 

500 
(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
三
名 

 

神
戸
学
院
大
学 

人
文
学
部
紀
要 

三
三 

  

二
一
世
紀
の
女
性
演
劇
を
求
め
て(

三) 
─
棚
瀬
美
幸 

中 

山 
 
 

文 

508 
(

一
三･

三) 

『
そ
れ
で
も
ワ
タ
シ
は
空
を
み
る
』
上
海
公
演
記
録
─ 

棚 

瀬 

美 

幸 
  
 
 
 

〃 

二
一
世
紀
の
女
性
演
劇
を
求
め
て(

四) 

─
『
そ
れ
で
も 

中 

山 
 
 

文 

515 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワ
タ
シ
は
空
を
み
る
』
座
談
会
と
劇
評
─ 

銭 
 
 
 
 

槨 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

李 
 
 
 
 

子 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
四-

九 
 

劉
縺
「
世
経
」
に
お
け
る
王
朝
交
替
に
つ
い
て 
佐 

川 

繭 

子 

二
六
五 

(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

國
學
院
大
学
日
本
語
教
育
研
究 

三 
 

テ
レ
ビ
番
組
を
取
り
入
れ
た
日
本
語
聴
解
授
業
の
実
践 

 

神 
作 
晋 

一 

523 
(

一
二･

三) 

―
台
湾
の
大
学
に
お
け
る
中
級
日
本
語
ク
ラ
ス
を
例
に
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
― 

 
 

國
學
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要 

二
八 

中
国
古
楽
譜
研
究
の
回
顧
と
展
望 

陳 
 

応
時
／
著 

532 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
寺 

三
知
／
訳 

 

国
際
基
督
教
大
学 

教
育
研
究 

五
四 

  

経
済
発
展
に
伴
う
国
際
的
適
用
性
の
あ
る
大
学
教
育
へ
の 

史 
 
 
 
 

傑 
536 

(

一
二･

三) 

試
み 

―
中
国
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
― 

粕 

谷 
 
 

司 
 

国
際
日
本
文
研
究
セ
ン
タ
ー 

日
本
研
究 

 

『
國
華
』
に
み
る
古
渡
の
中
国
絵
画 

―
近
代
日
本
に
お 

久 

世 

夏
奈
子 

* 

四
七 

(

一
三･

三) 

け
る
「
宋
元
画
」
と
文
人
画
評
価
の
成
立
― 

 
 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要 

一
六 

 
The N

ew
ly Found Text of the Puxian pusa xing  

Shoshun  
 

548 
(

一
二･

三) 
yuan zan

 

普
賢
菩
薩
行
願
讚 (Bhadracaryāpra- 

  
H

ayashidera 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ṇidhāna
) in the K

ongō-ji M
anuscript C

ollection
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

一
七 

(

一
三･

三) 

智
沮
撰
『
維
摩
経
文
疏
』
訳
注(

一) 

藤 

井 

教 

公 

二
七
二 

 

国
士
舘
大
学
文
学
部
人
文
学
会 

国
士
舘
人
文 

元
朝
の
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
め
ぐ
っ
て 

―
『
程
氏
家 

松 

野 

敏 

之 

560 

学 

二 
(

一
二･

三) 

塾
読
書
分
年
日
程
』
執
筆
考 

 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
一
分
冊
（
哲
学
・
宗
教
・
文
化
）
下 

 

国
立
公
文
書
館 

北
の
丸 

四
五 

(

一
三･

一) 

当
館
所
蔵
漢
籍
の｢

宋
版｣

及
び｢

元
版｣

の
改
題
③ 

土 

屋 

裕 

史 

一 
 

駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報 
二
四 

 

無
学
祖
元
の
伝
記
史
料 

―
無
象
静
照
撰
『
仏
光
禅
師
行 

佐 

藤 

秀 

孝 

一
五 

(

一
二･

一
二) 

状
』
の
訓
註
― 

 
  
 
 
 

〃 

敦
煌
禪
宗
文
獻
分
類
目
録 

―
Ⅲ
注
抄
・
僞
經
論
類(

一) 

田 

中 

良 

昭 

1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 

程 
 
 
 
 

正 
 

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要 

七
〇 

  

『
大
乗
玄
論
』
に
関
す
る
諸
問
題 

―｢

一
乗
義｣

を
中
心 

奥 

野 

光 

賢 

18 
(

一
二･

三) 
と
し
て
― 

 
 

駒
澤
大
学 

仏
教
学
部
論
集 

四
三 

 

『
宋
会
要
』
道
釈
部
訓
注(

七) 

永 

井 

政 

之 

三
六 

(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
四
名 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

四
四 

(

一
三･

一
〇) 

『
宋
会
要
』
道
釈
部
訓
注(

八) 

永 

井 

政 

之 

五
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
六
名 

  
 
 
 

〃 

敦
煌
禪
宗
文
獻
分
類
目
録 

―
Ⅲ
注
抄
・
僞
經
論
類(

二) 

田 

中 

良 

昭 

28 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 

程 
 
 
 
 

正 
 

駒
沢
女
子
大
学 

研
究
紀
要 

一
九 

 

鍾
蠕
「
宣
示
表
」
の
真
相
へ
の
試
論 

遠 

藤 

昌 

弘 

七
八 

(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

埼
玉
大
学
紀
要 

教
養
学
部 

四
九-

一 
 

艾
未
未
ア
イ
ウ
ェ
イ
ウ
ェ
イ
二
〇
一
三
―
勇
気
を
蓄
積
す 

牧 
 
 

陽 

一 

41 
(

一
三･

九) 

る 
 

 

三
康
文
化
研
究
所
年
報 

四
三 

(

一
二･

三) 

韓
非
子
の
統
治
論 

小 

林 

伸 

二 

八
五 

 

三
康
文
化
研
究
所
所
報 

四
六 

(

一
一･

三) 

「
自
信
偈
」
に
関
す
る
一
考
察 

柴 

田 

泰 

山 

九
六 

 

滋
賀
県
立
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要 

如
何
針
対
日
本
大
学
生
的
課
堂
注
意
力 

提
高
漢
語
教
学 

呉 
 
 

凌 

非 

48 
 

一
六 

(

一
一･

一
二) 

効
果 

(

原
文
は
簡
体
字) 
 

 

四
国
大
学
書
道
文
化
学
会 

書
道
文
化 

九 
 

劉
煕
載
尺
牘
研
究 

―
龍
門
書
院
肄
業
生
の
科
挙
及
第
等 

相 
川 

政 

行 

一
〇
六 

(

一
三･

三) 

応
敏
斎
へ
の
報
告
を
中
心
に
し
て
― 

太 
田 

 
 

剛 
 

静
岡
大
学 

ア
ジ
ア
研
究 

八 
(

一
三･

三) 

台
湾
語
歌
謡
曲
に
見
る
近
代
化
と
文
化
の
変
質 

日
本
の 

上 

利 
博 
規 

51 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歌
謡
曲
の
成
立
と
比
較
し
つ
つ 

 
 

静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

人
文
・
社
会 

韓
非
の
勢 

～
難
勢
編
を
手
掛
か
り
と
し
て
～ 

吉 

田 

浤 

一 
58 

・
自
然
科
学
篇 

六
二 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

静
岡
県
立
大
学 

国
際
関
係
・
比
較
文
化
研
究 

頭
山
満
と
ア
ジ
ア
主
義 

嵯 

峨 
 
 

隆 

71 
 

一
一-

一 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

実
践
国
文
学
会 

実
践
国
文
学 

八
〇 

  
｢

思
融
―
良
含｣

周
辺
の
こ
と
・
杭
州
出
自
の
宋
人
の
こ
と 

牧 

野 

和 

夫 

一
一
八 

(

一
一･

一
〇) 

―｢

軍
記
物
語
と
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
世
界｣

補
遺
― 

 
 

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所 

年
報 

 

翻
刻
『
論
語
義
疏
』(

大
槻
本) 

―
泰
伯
篇
・
子
罕
篇
・ 

影 

山 

輝 

國 
* 

三
二 

(

一
三･

三) 

郷
党
篇
・
先
進
篇
― 

下 

村 

泰 

三 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 

田 

妙 

葉 
 

秀
明
大
学
紀
要 

一
〇 

(

一
三･

三) 
EFL in Junior H

igh Schools: The C
ase of Taiw

an 
Y

ing-ying  
 

81 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 C

heng
 

 
 

S
eiji S

hibata 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
三
名 

 

淑
徳
大
学
書
学
文
化
セ
ン
タ
ー 

書
学
文
化 

 

欧
陽
詢
楷
書
四
碑
の
書
写
意
識
に
関
す
る
一
考
察 

 

濱 

田 

尚 

文 

一
二
五 

一
二 

(

一
一･

三) 

―
重
出
す
る
同
字
の
字
体
に
つ
い
て
― 

 
 

首
都
大
学
東
京
・
東
京
都
立
大
学 

人
文
学
報 

｢

俗
文
学
研
究｣

か
ら
読
み
解
く
ボ
リ
ス
・
リ
フ
チ
ン
の
年 

三 

山 
 
 

陵 

105 
 

四
七
八 

(

一
三･

三) 

画
研
究 

 
 

書
論
研
究
会 

書
論 

三
九 

(

一
三･

八) 

狩
野
君
山
が
交
わ
っ
た
中
国
の
学
者
・
文
人
た
ち 

狩 

野 

直 

禎 

一
三
一 

  
 
 
 

〃 

内
藤
湖
南
の
漢
詩
文 

礪 

波 
 
 

護 

一
三
四 
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仁
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要 

四
三 

  

日
本
と
中
国
に
お
け
る
幼
児
教
育
思
想
交
渉
史 

 

増 

田 
 
 

翼 

112 
(

一
一･

三) 

―
先
秦
代
か
ら
明
代
に
お
け
る
中
国
幼
児
教
育
思
想
の
根 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
原
理
― 

 
 

椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集 

四
四 

人
文
科 

書
と
メ
デ
ィ
ア 

鄭 
 
 

麗 

芸 

117 

学
篇 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

2 
 
 

摂
南
大
学
外
国
語
学
部 

摂
大
人
文
科
学 

 
｢

会｣

の
語
義
特
徴
と
用
法
特
徴 

─
日
本
語
話
者
の
た
め 

兪 
 
 

鳴 

蒙 

121 

一
九 

(

一
二･

二) 

の
中
国
語
教
育
の
研
究
─ 

 
 

専
修
大
学
学
会 

専
修
人
文
論
集 

九
一 

  

心
易
に
つ
い
て 

三 

澤 

三
知
夫 

一
三
七 

(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

禅
文
化
研
究
所
紀
要 

三
二 

(

一
三･

一
一) 
空
か
ら
真
空
へ 

古 

賀 

英 

彦 

一
四
九 

  
 
 
 

〃 

『
祖
堂
集
』
卷
七
雪
峯
和
尚
章
譯
注(

下) 

禪
文
化
研
究
所
唐 

* 
 

 

代
語
札
研
究
班 

 

曹
洞
宗
宗
務
庁 

曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要 

 

慧
思
の
有
相
行
に
つ
い
て 

加 

藤 

高 

敏 

一
五
五 

四
二 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

四
三 

(

一
三･

三) 

『
法
華
経
』
の
供
養
形
態
の
変
化
と
慧
思
の
『
法
華
経
』 

加 

藤 

高 

敏 

一
六
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受
容 

 
 

大
正
大
学 

智
山
学
報 

六
一 

(

一
二･

三) 

チ
ベ
ッ
ト
に
伝
承
さ
れ
る
『
金
剛
頂
タ
ン
ト
ラ
』
所
説
の 

川 

﨑 

一 

洸 

132 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

曼
荼
羅
の
図
像
に
つ
い
て 

─
シ
ャ
ル
寺
の
作
例
を
中
心 

 
 
 
 (

一 

洋) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
─ 

 
 

大
東
文
化
大
学
紀
要 

五
一 

人
文
科
学 

  

校
訂 

金
剛
般
若
経
集
験
記(

一) 

山 

口 

敦 

史 

一
六
九 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今 

井 

秀 

和 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

迫
田(

呉) 

幸
栄 

 

大
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

人
文
科
学 

二
十
八
宿
起
原 

成 

家 

徹 

郎 

142 
 

一
七 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

形
な
き
か
た
ち 

―
中
国
美
学
に
お
け
る
「
意
象
」
に
つ 
青 

木 

優 

子 

156 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
て
― 

 
  
 
 
 

〃 

邵
晋
涵
『
爾
雅
正
義
』
研
究
序
説 

関 
 
 

清 

孝 

一
七
七 

 

高
田
短
期
大
学
育
児
文
化
研
究 

八 
 

中
国
深
セ
ン
に
お
け
る
日
本
人
の
子
ど
も
の
教
育
事
情
と
、 

川 

瀬 
浩 
子 

162 
(

一
三･

三) 

小
学
校
四
年
生
に
向
け
て
の
「
私
の
誕
生
」
の
授
業
実
践 

 
 

拓
殖
大
学 

異
文
化
交
流 

言
語
・
文
化
・
歴 

〝
５
１
５
５
〟
以
降
に
見
る
中
国
動
漫
の
拡
が
り 

南 

雲 

大 

悟 
168 

史
・
ビ
ジ
ネ
ス 

三 
(

一
三･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

拓
殖
大
学
言
語
文
化
研
究
所 

語
学
研
究 

 

中
国
民
族
音
楽
家
劉
天
華
研
究
序
論 

―
そ
の
研
究
の
意 

長
谷
川(

久
米
井) 

173 

一
二
六 

(

一
二･

三) 

味
と
課
題
― 

 
 
 
 

敦 

子 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

一
二
八 

(

一
三･

三) 

中
国
の
若
者
文
化
を
め
ぐ
っ
て(

二)
 

─｢

動
漫｣

の
周
辺 

立 

松 

昇 

一 

184 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
─ 

 
 

多
摩
留
学
生
教
育
研
究
論
集 

七 
(

一
〇･

三) 

中
国
の
中
等
職
業
学
校
で
の
留
学
生
教
育 

―
広
東
省
華 

志 

賀 

幹 

郎 

190 
 

僑
職
業
技
術
学
校
の
取
り
組
み
― 

 
 

千
葉
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー 

国
際
教
育 

 

現
代
中
国
に
お
け
る
大
学
生
向
け
「
日
本
事
情
」
テ
キ
ス 

見 

城 

悌 

治 

193 

六 
(

一
三･

三) 

ト
に
見
る
日
本
像 

三 

村 

達 

也 
 

中
央
大
学 

体
育
研
究 

四
七 

(

一
三･

三) 

中
国
伝
統
養
生
法
に
関
す
る
研
究 

―｢

太
極
五
防
功｣

に 

宮 

本 

知 

次 

205 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
い
て
― 

 
 

中
央
大
学
論
集 

三
〇 

(

〇
九･

三) 

呂
楠
論(

一) 

─
中
国
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
フ
ォ
ト 

山 

本 
 
 

明 

216 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

「
紀
実
撮
影
」)

に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
モ
チ
ー
フ
の
位 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
─ 

 
  
 
 

〃  
 
 

三
四 

(

一
三･

二) 

呂
楠
論(

三) 

―
中
国
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
フ
ォ
ト 

山 

本 
 
 

明 

225 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

「
紀
実
撮
影
」)

に
お
け
る
精
神
障
害
者
モ
チ
ー
フ
の
位 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
― 

 
 

中
央
学
院
大
学
人
間
・
自
然
論
叢 

三
六 

  

中
日
食
文
化
の
比
較
と
相
違 

劉 
 
 
 
 

明 

236 
(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鷲 

尾 

紀 

吉 
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中
国
古
典
学
会 

中
国
古
典
研
究 

五
三 

  

三
浦
梅
園
の
養
生
思
想 

名 

倉 

正 

博 
** 

(

〇
八･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

江
戸
期
に
お
け
る
『
韓
非
子
』
受
容
の
一
側
面 

 

小 

﨑 

智 

則 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
淺
井
圖
南
寫
『
韓
子
迂
評
』
を
手
が
か
り
に
― 

 
  
 
 
 

〃 

『
白
虎
艷
』
譯
注
・
卷
二 

號
篇(

一) 

池 

田 

敦 

志 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永 

井 

弥 

人 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

五
四 

(

一
二･
一
二) 

有
若
の
思
想
と
そ
の
意
味 

浜 

村 

良 

久 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水 

野 
 
 

實 
  
 
 
 

〃 

中
村
蘭
林
『
讀
詩
要
領
』
考
略 

江 

口 

尚 

純 
** 

  
 
 
 

〃 
貢
禹
の
七
廟
説 

永 

井 

弥 

人 
** 

  
 
 
 

〃 

『
白
虎
艷
』
譯
注
・
卷
二 

號
篇(

二) 

楯 

身 

智 

志 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡 

邉 

將 

智 
 

中
部
大
学
国
際
関
係
学
部
論
集 

貿
易
風 

七 

西
南
シ
ル
ク
ロ
ー
ド 

―｢

茶
馬
古
道｣

に
関
す
る
民
族
文 

宗
テ
ィ
ン
テ
ィ
ン 

244 
(

一
二･

四) 

化
研
究 

そ
の
二
・
茶
馬
重
鎮｢

大
研
鎮｣

と
納
西
族
の
変 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遷 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

 
 

八 
(

一
三･

四) 
｢

国
家
風
景
名
勝
区｣

に
お
け
る
仏
教
寺
院
の
復
興 

 

黄 
 
 
 
 

強 

249 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─
観
音
菩
薩
聖
地
の
普
陀
山
を
中
心
と
し
て
─ 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院 

教
育
学
論
集 

九 
  

嘉
納
治
五
郎
の
留
学
生
教
育
を
再
考
す
る 

―
近
代
日
中 

平 

田 

諭 

治 

266 
(

一
三･

二) 

関
係
史
の
な
か
の
教
育
・
他
者
・
逆
説
― 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院 

芸
術
学
研
究 

一
六 

  

現
代
中
国
の
抽
象
絵
画
の
発
生
及
び
そ
の
展
開
に
つ
い
て 

漆 
 
 
 
 

麟 

284 
(

一
一･

一
一) 

 
 

 

帝
京
大
学
心
理
学
紀
要 

一
七 

(

一
三･

三) 

在
日
中
国
人
留
学
生
の
同
一
性
と
異
文
化
適
応
肯
定
的
自 

土 

井 

瑠
美
子 

289 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

民
族
意
識
が
異
文
化
適
応
を
促
す
可
能
性 

大 

江 

朋 

子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池 

田 

政 

俊 
 

天
理
参
考
館
報 

二
五 

(

一
二･

一
〇) 

台
湾
伝
統
版
画
研
究
の
歩
み
と
現
状 
楊 

 
 

永 

智 

296 
  
 
 

〃  
 
 

二
六 

(

一
三･

一
〇) 

中
国
山
東
省
の
凧 

中 
尾 
徳 

仁 

302 
 

東
海
印
度
学
仏
教
学
会 

東
海
佛
教 

五
八 

 

慧
思
に
お
け
る
四
事
供
養
に
つ
い
て 

加 

藤 
高 
敏 

一
八
五 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 

天
台
智
沮
に
お
け
る
三
諦
三
観
思
想
の
所
依
経
論
に
つ
い 

ト
ラ
ン
・
ク
ォ
ッ 
一
九
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て 

―
『
中
論
』
の
二
諦
説
か
ら
『
仁
王
般
若
経
』
『
菩
薩 

ク
・
フ
オ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

瓔
珞
本
業
経
』
の
三
諦
説
へ
― 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
の
天
台
教
学
に
お
け
る
五
時
教
判
の
変
遷 

D
ao Trinh 

 
 

309 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
智
旭
『
教
観
綱
宗
』
に
お
け
る
転
・
接
・
同
・
会
・
借 

 
 C

hinh N
han 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
五
説
に
つ
い
て
― 

 
 

東
海
大
学
紀
要 

文
学
部 

九
七 

(

一
二･

九) 

鈴
木
朖
『
論
語
参
解
』
私
注(

二
十
三) 

田 

尻 

祐
一
郎 

一
九
九 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

九
八 

(

一
三･

三) 

鈴
木
朖
『
論
語
参
解
』
私
注(

二
十
四) 

田 

尻 

祐
一
郎 

二
〇
五 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

九
九 

(

一
三･

九) 

鈴
木
朖
『
論
語
参
解
』
私
注(

二
十
五) 

田 

尻 

祐
一
郎 

二
一
二 

 

東
京
大
学 

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要 

一
六
四 

一
八
世
紀
に
お
け
る
北
京
の
都
市
景
観
と
住
民
の
生
活
世 

熊 
 
 

遠 

報 
* 

(

一
三･

一
二) 

界 

―
康
煕
六
旬
『
万
寿
盛
典
図
』
を
中
心
に
― 

 
  
 
 
 

〃 

呉
郡
寶
翰
樓
書
目 

笠 

井 

直 

美 
* 

 

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所 

東
洋
文
化 

 

台
湾
先
住
民
族
タ
イ
ヤ
ル
と
私
の
嶮
行
の
旅 

―
植
民
暴 

中 

村 
 
 

平 

319 

九
二 

(

一
二･

三) 

力
の
記
憶
の
呪
縛
― 

 
 

東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

五
一 

中
国
に
お
け
る
独
立
学
院
の
誕
生
と
シ
ス
テ
ム
の
構
築 

楊 
 
 

天 

立 

332 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
人
大
学
生
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
精
神
的
健
康
と
の 

曲 
 
 

暁 

艶 

339 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
連
に
つ
い
て 

─
対
人
関
係
と
学
業
で
の
コ
ー
ピ
ン
グ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
媒
介
作
用
に
注
目
し
て
─ 
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東
京
大
学
大
学
院 

超
域
文
化
科
学
紀
要 

 

馮
老
師
の
描
画
レ
ッ
ス
ン 

─
あ
る
中
国
人
画
家
の｢

表  

丹 

羽 

朋 

子 

346 

一
八 

(

一
三･
一
一) 

現｣

的
人
類
学 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
論
集 

八
五 

(

一
二･

一
二) 

上
海
・
江
蘇
古
典
舞
台
事
情 

―
観
光
地
と
古
戯
台
― 

川 

島 

郁 

夫 

356 
 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

総
合
教
育
科
学
系 

Ⅰ 

Ｈ
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
の
Ｍ
Ｉ
理
論
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
受
容 

李 
 
 

紅 

実 

374 
 

六
三 

(

一
二･

二) 

と
展
開 

―
中
国
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
比
較
分
析
― 

 
 
 
 

他
五
名 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ 

い
ざ
こ
ざ
を
通
し
て
み
た
中
国
の
都
市
部
と
地
方
部
の
保 

劉 
 
 

海 

紅 

382 
 

六
四 

(

一
三･

二) 

育
者
の
保
育
観 

倉 

持 

清 

美 
 

東
京
国
際
大
学
論
叢 

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ 

莊
子
郭
象
注 

外
篇
第
九 

馬
蹄(

前
半) 

水 

野 

厚 

志 

二
一
九 

ョ
ン
学
部
編 

九 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
成
徳
大
学
研
究
紀
要 

人
文
学
部
・
応
用 
あ
る
中
国
帰
国
者
三
世
の
ひ
と
り
だ
ち 

―
リ
フ
レ
ク
シ 

神 

谷 

純 

子 

387 

心
理
学
部 

二
〇 

(

一
三･

三) 

ヴ
・
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
発
達
文
化
研
究
の
試
み
― 

 
 

東
京
成
徳
短
期
大
学 

紀
要 

四
六 

 

古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
交
流
の
研
究 

 

川 

島 

絹 

江 

394 
(

一
三･

三) 

─
琴(

き
ん)
、
玄
琴(

コ
ム
ン
ゴ)

、
伽
耶
琴(

カ
ヤ
グ
ム) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
ら
の
考
察
─ 

 
 

東
京
理
科
大
学
紀
要 

教
養
篇 

四
四 

  
｢

礼｣

に
お
け
る
玉
の
役
割 

─
古
代
遼
河
流
域
の
玉
の
利 

汪 
 
 

義 

翔 

400 
(

一
二･

三) 

用
を
巡
っ
て
─ 

 
 

東
大
寺
図
書
館 

南
都
仏
教 

九
六 

 

新
羅
元
暁
入
唐
放
棄
疑
論 

愛 

宕 

邦 

康 

二
二
九 

(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
北
大
学
大
学
院 

教
育
情
報
学
研
究 

一
二 

中
国
人
日
本
語
学
習
者
を
対
象
と
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
ア 

尹 
 
 

得 

霞 

411 
(

一
三･

八) 

プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
授
業
体
験
の
質
的
分
析 

北 

村 

勝 

朗 
 

東
北
大
学
大
学
院 

美
術
史
学 

三
四 

  

敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
南
壁
故
事
画
の
意
味
と
そ
の
宗 

李 
 
 

銀 

廣 

二
三
九 

(

一
三･

三) 

教
的
機
能 

 
 

東
北
学
院
大
学
論
集 

歴
史
と
文
化 

四
九 

 

近
代
中
国
に
お
け
る
留
日
学
生
の
主
要
な
学
習
対
象 

 

常 
 
 

雲 

平 

416 
(

一
三･

三) 

─
鄒
容
と
そ
の
著
書
『
革
命
軍
』
を
例
と
し
て
─ 
張 

 
 
 
 

周 
 

 
 
 
 
 
 

／
著 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
趙 

 
 

力 

傑 
 

 
 
 
 
 
 

／
訳 

 

東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所 

研
究
年
報 

 

福
建
省
ア
モ
イ
と
台
湾
の
城
隍
廟
を
通
じ
た
宗
教
文
化
の 

後 

藤 
武 

秀 

423 

四
七 

(

一
三･

二) 

交
流 

 
 

東
洋
大
学 

経
済
論
集 

三
七-

二 
(

一
二･

三) 

経
済
学
部
の
中
国
語
教
育
に
関
す
る
一
考
察 

竹 

中 

佐
英
子 

425 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

三
八-

二 
(

一
三･

三) 

経
済
学
部
の
中
国
語
教
育
に
関
す
る
一
考
察(

二) 

竹 

中 

佐
英
子 
433 

 

東
洋
大
学 

東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集 

一 
 

中
国
初
期
天
台
に
お
け
る
仏
性
論
の
展
開 

―
智
沮
の
仏 

張 
 
 

風 

雷 

440 
(

一
三･

三) 

性
論
に
つ
い
て
― 

 
  
 
 
 

〃 

浄
影
寺
慧
遠
に
お
け
る
「
仏
種
姓
」
と
「
仏
性
」 

耿 
 
 
 
 

晴 

449 
 

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要 

六
五 

日
本
文
学
文 

能
『
三
笑
』
の
禅
画
的
趣
向 

―
三
教
一
致
思
想
か
ら
大 

原 

田 

香 

織 

二
四
九 

化
篇 

文
学
論
藻 

八
六 

(

一
二･

二) 

悟
へ 

 
 

東
洋
大
学
大
学
院
紀
要 

四
八 

文
学
研
究
科 

朱
熹
哲
学
に
お
け
る
心
の
様
態
観 

廝 

井 

義 

輝 

458 
 

哲
学
・
仏
教
学
・
中
国
哲
学
・
英
文
学
・
史 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学
・
教
育
学
・
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

攻 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

徳
島
文
理
大
学
研
究
紀
要 

八
五 

(

一
三･

三) 

儒
教
と
論
語 

高 

畑 

常 

信 

二
六
〇 

 

鳥
取
大
学
教
育
研
究
論
集 

三 
(

一
三･

二) 

中
国
の
大
学
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
変
化 

―
日
本
文 

段 
 
 

克 

勤 

469 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

化
の
導
入
― 

崎 

原 

麗 

霞 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
二
名 

 

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要 

人
文
科
学 

七
八 

H
om

ogeneity A
m

ong N
eighbours? A

 Study of  
T

ony B
row

n
 
 

472 
(

一
二･

三) 
C

ulture in Four A
sian C

ountries 
 

 

長
崎
県
立
大
学
経
済
学
部
論
集 

四
五-

四 
 

中
国
語
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
の
構
築 

秦 
 
 

耕 

司 

477 
(

一
二･

三) 
(

一) 
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長
崎
県
立
大
学
経
済
学
部
論
集 

四
六-

四 

中
国
語
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
の
構
築 

秦 
 
 

耕 

司 

490 
(

一
三･

三) 
(

二) 
 

 

長
崎
総
合
科
学
大
学
紀
要 

五
三 

(

一
三･

八) 

相
地 

―
『
園
冶
』
の
翻
訳
そ
の
三 

敷
地
選
び
― 

李 
 
 
 
 

桓 

501 
 

名
古
屋
大
学 

技
術
・
職
業
教
育
学
研
究
室
研 

中
国
に
お
け
る
中
等
職
業
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
モ 

朴 
 
 

雪 

梅 

505 

究
報
告 

一
〇 

(

一
三･

一
〇) 

デ
ル 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達
科
学
研
究
科
紀 

中
国
に
お
け
る
障
が
い
者
の
自
立
支
援
と
成
人
教
育
に
関 

肖 
 
 
 
 

蘭 

511 

要 

教
育
科
学 

六
〇-

一 
(

一
三･

九) 

す
る
一
考
察 

―
社
区
に
お
け
る
知
的
障
が
い
者
の
就
労 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
援
を
通
し
て
― 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発
研
究
科 

ク
ク 

あ
る
民
間
芸
人
の
生
き
方 

―｢

皮
影
戯｣

(

影
絵
芝
居) 

陳 
 
 

愛 

国 

516 

ロ
ス 

八 
(

一
一･

三) 
の
伝
承
者
Ｊ
Ａ
の
解
放
後
か
ら
文
革
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ヒ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス
ト
リ
ー
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

 
 

九 
(

一
二･

三) 

無
形
文
化
遺
産
の
保
護
と
文
化
の
生
成 

―
北
京
に
お
け 

陳 
 
 

愛 

国 

524 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
新
た
な
「
皮
影
戯
」
の
創
出
の
事
例
か
ら
― 

 
 

名
古
屋
学
院
大
学
論
集 

人
文
・
自
然
科
学
篇 

最
初
の
漢
語
訳
断
片｢

マ
ナ
ス
の
誕
生｣ 

西
脇 

隆
夫
／
訳 

532 
 

四
九-

二 
(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科 

 

中
国
に
お
け
る
道
徳
教
育
と
社
会
科
と
の
合
科 

山 

田 

美 

香 

541 

人
間
文
化
研
究 

一
七 

(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所
報 

二
一 

 

可
見
元
代
石
刻
拓
影
目
録
稿
・
五
続(

従
至
治
至
至
順) 

森 

田 

憲 

司 

547 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

東
南
ア
ジ
ア
華
僑
華
人
社
会
に
お
け
る
女
性
出
家
僧
に
つ 

芹 

澤 

知 

広 

556 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
て
の
ノ
ー
ト 

 
 

奈
良
女
子
大
学 

家
政
学
研
究 

六
〇-

一 
 

日
本
・
中
国
・
韓
国
料
理
に
お
け
る
酢
の
使
用
に
関
す
る 

我
如
古 

菜 

月 

562 
(

一
三･

一
〇) 

調
査
研
究 

―
東
ア
ジ
ア
３
料
理
様
式
に
お
け
る
主
材
料 

神 

野 

景 

子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
酢
の
組
み
合
わ
せ
の
違
い
の
調
査
― 

山 

下 

広 

美 
 

奈
良
女
子
大
学 

人
間
文
化
研
究
科
年
報 

 

日
中
幼
児
教
育
観
の
違
い 

―｢

た
ま
ご
ち
ゃ
ん
の
お
父 
楊 

 
 
 
 

静 

565 

二
八 

(

一
三･

三) 

さ
ん 

お
母
さ
ん
に
な
ろ
う｣

の
実
践
活
動
に
焦
点
を
あ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
て
― 

 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
一
分
冊
（
哲
学
・
宗
教
・
文
化
）
増
刊 

 

新
潟
大
学 

人
文
科
学
研
究 

一
二
九 

  

中
国
国
家
図
書
館
蔵
『
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
』
に
つ
い
て 

中 

西 

久 

味 

一 
(

一
一･

一
一) 

の
覚
え
書
き 

 
  
 
 
 

〃 

天
道
自
然
の
啓
示 

先
秦
本
体
論
の
中
の
弁
証
唯
物
論
の 

盧 
 
 

守 

助 

1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

要
素
に
つ
い
て 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

一
三
〇 

(

一
二･
三) 

蔡
元
定
律
呂
證
辨
詳
解(

一) 

児 

玉 

憲 

明 

一
二 

 

二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集 

近
現
代
中
国
に
お
け
る
『
論
語
』 

―
『
論
語
』
VS
『
水 

佐 

藤 
 
 

進 

7 

刊 

四
二 

(

一
二･

三) 
滸
伝
』
― 

 
 

二
松
学
舎
大
学
論
集 

五
六 

(

一
三･

三) 

『
詩
經
』
季
女
攷 

遠 

藤 

寛 

朗 

二
七 

 

二
松
学
舎
大
学
大
学
院 

二
松 

二
六 

  

『
詩
經
』
淑
矯
攷 

遠 

藤 

寛 

朗 

四
〇 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
印
度
学
仏
教
学
会 

印
度
学
仏
教
学
研
究 

『
無
量
寿
経
』
末
疏
に
お
け
る
八
相
示
現
の
解
釈 

 

南 
 
 

宏 

信 

五
一 

 

六
一-

二 
(

一
三･

三) 

―
義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述
記
』
を
中
心
に
― 

 
  
 
 
 

〃 

智
沮
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
意
味 

柏 

倉 

明 

裕 

五
四 

  
 
 
 

〃 

天
台
智
沮
に
お
け
る
三
諦
三
観
思
想
の
所
依
経
論
に
つ
い 

ト
ラ
ン
・
ク
ォ
ッ 

五
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て 

―
『
法
華
経
』
の
方
便
品
の
一
考
察
― 

ク
・
フ
オ
ン 

  
 
 
 

〃 

華
厳
教
学
に
お
け
る
如
来
一
音
に
つ
い
て 

朴 
 
 

ボ
ラ
ム 

*** 
  
 
 
 

〃 

道
珮
は
天
台
教
學
に
詳
し
か
っ
た
か
？ 

伊 

吹 
 
 

敦 

五
八 

  
 
 
 

〃 

法
上
撰
『
十
地
論
義
疏
』
に
つ
い
て
の
一
考
察 

金 
 
 

天 

鶴 
*** 

  
 
 
 

〃 

地
論
学
派
の
心
識
説
と
南
北
二
道
の
形
成 

 

吉 

村 
 
 

誠 

六
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
法
上
『
十
地
論
義
疏
』
を
中
心
に
― 
 

  
 
 
 

〃 

善
導
『
観
経
疏
』
所
説
の
教
判
論
に
つ
い
て 

柴 
田 

泰 

山 

六
六 

  
 
 
 

〃 

『
往
生
論
註
』
の
「
名
即
法
」
と
「
名
異
法
」
の
名
号
論 

田 

中 
無 

量 

七
〇 

  
 
 
 

〃 

監
宏
に
お
け
る
『
水
陸
儀
軌
』
重
訂
に
つ
い
て 

石 

上 

壽 
應 

七
二 

  
 
 
 

〃 

基
説
・
義
令
記
『
勝
鬘
経
述
記
』
に
つ
い
て 

―
基
の
著 

林 
 
 

香 

奈 
七
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作
と
の
関
連
性
の
検
証
― 

 
  
 
 
 

〃 

『
智
証
伝
』
の
成
立
に
つ
い
て 

小
早
川 

浩 

大 

七
七 

  
 
 
 

〃 

林
慮
山
と
白
鹿
山 

―
北
朝
時
代
の
太
行
山
脈
一
帯
に
お 

倉 

本 

尚 

徳 

七
九 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

け
る
僧
の
修
行
地
の
問
題
に
つ
い
て
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 

六
一-

三 
(

一
三･

三) 
A

 R
etrospective R

esearch on Text Form
ation in 

 
H

U
N

G
  

 

17 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Early B
uddhism

: From
 a C

ase on Benxiang yizhi  
 
 

 H
unglung 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

jing T36, Translated by A
n Shigao 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 

六
二-

一 
(

一
三･

一
二) 

玄
奘
所
伝
の
瑜
伽
行
派
の
系
譜 

―
『
大
唐
西
域
記
』
を 

吉 

村 
 
 

誠 

八
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
心
に
― 

 
  
 
 
 

〃 

『
瑜
伽
論
記
』
に
お
け
る
護
法
説
に
関
す
る
一
考
察 

多 

田 
 
 

修 

八
六 

  
 
 
 

〃 

『
摩
訶
止
観
』
十
乗
観
法
の
修
行
規
定
に
つ
い
て 

柏 

倉 

明 

裕 

八
九 

  
 
 
 

〃 

青
原
行
思
・
石
頭
希
遷
の
資
料
の
問
題
点 

石 

井 

修 

道 

九
一 

  
 
 
 

〃 

曇
鸞
の
浄
土
観
に
つ
い
て
の
一
考
察 

溪 
 
 

英 

俊 

九
五 

  
 
 
 

〃 

『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』
と
廬
山
慧
遠
崇
拝 

加 

藤 

弘 

孝 

九
七 

  
 
 
 

〃 

道
宣
の
感
通
観
に
つ
い
て 

坂 

本 

道 

生 

一
〇
〇 

  
 
 
 

〃 

彦
洒
撰
『
福
田
論
』
と
そ
の
撰
述
意
義 

齊 

藤 

隆 

信 

21 
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日
本
印
度
学
仏
教
学
会 

印
度
学
仏
教
学
研
究 

『
大
乗
四
論
玄
義
記
』｢

仏
性
義｣

の｢

第
三
体
相｣

の
分
析 

菅 

野 

博 

史 

25 
 

六
二-

一 
(

一
三･

一
二) 

 
 

 

日
本
言
語
文
化
学
研
究
会 

言
語
文
化
と
日
本 

中
国
の
大
学
に
お
け
る
持
続
可
能
性 

日
本
語
作
文
教
育 

劉 
 
 
 
 

娜 

30 

語
教
育 

四
二 

(

一
一･
一
二) 

の
可
能
性 

―
学
習
者
の
意
識
か
ら
言
語
実
践
を
見
る
― 

 
 

日
本
現
代
中
国
学
会 

現
代
中
国 

八
七 

  

一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
中
国
の
思
想
解
放
運
動
と
文
化 

譚 
 
 

仁 

岸 
** 

(

一
三･

九) 

ブ
ー
ム 

 
  
 
 
 

〃 

広
告
、
一
コ
マ
漫
画
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン 

―
一 

城 

山 

拓 

也 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
二
〇
年
代
中
頃
の
葉
浅
予
の｢

漫
画｣

に
つ
い
て
― 

 
 

日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所 

研
究 

植
民
地
期
台
湾
所
在
の
映
画
フ
ィ
ル
ム
中
の
劇
映
画
に
関 

古 

川 

隆 

久 

一
〇
三 

紀
要 

八
二 

(

一
一･

九) 
す
る
若
干
の
歴
史
学
的
考
察 

 
 

日
本
大
学
法
学
部 

桜
文
論
叢 

八
二 

  

鄭
樵
の
書
籍
分
類 

―
経
部
と
史
部
に
つ
い
て
― 

高 

橋 

良 

政 

35 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
工
業
大
学
研
究
報
告 

四
三-

二 
 

日
本
人
の
忠
と
中
国
人
の
孝(

上) 

―
日
中
に
お
け
る
忠 

呉 
 
 

志 

良 

46 
(

一
三･

九) 

孝
意
識
の
異
同 

 
 

日
本
渡
航
医
学
会 

日
本
渡
航
医
学
会
誌 

 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
け
る
社
会
不 

勝 

田 

吉 

彰 

51 

二-

一 
(

〇
八･) 

安
緩
和
に
向
け
た
報
道
の
考
察 

―
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

者
の
意
識
調
査
か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
報
道
へ
の
提 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

言
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

 

五-

一 
(

一
一･) 

中
国
人
は
震
災
の
何
を
知
り
た
い
の
か 

勝 

田 

吉 

彰 

55 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
六
名 

 

日
本
福
祉
大
学 

現
代
と
文
化 

一
二
六 

  

中
国
漫
文
シ
リ
ー
ズ(

そ
の
一)

「
日
本
人
の
中
国
観
」
に 

原 

田 

忠 

直 

57 
(

一
二･

九) 

つ
い
て
の
一
考
察 

―
元
気
の
い
い
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

一
二
七 

(

一
三･

三) 

中
国
漫
文
シ
リ
ー
ズ(

そ
の
二)

「
包
」
に
つ
い
て
の
一
考 

原 

田 

忠 

直 

66 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

察 

―
鄧
小
平
と｢

擦
辺
球｣

― 
 

 

日
本
民
俗
学
会 

日
本
民
俗
学 

二
七
三 

  

ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
演
じ
ら
れ
る
場 

 
巴
莫
曲
布
摸
／
著 

一
〇
九 

(

一
三･

二) 

―
ノ
ス
系
イ
族
の
「
克
智
」
お
よ
び
そ
の
叙
事
詩
伝
統
を 
西
村
真
志
葉
／
訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例
に
― 

 
  
 
 
 

〃 

フ
ィ
ー
ル
ド
よ 

さ
ら
ば 

施 
 

愛
東
／
著 

一
二
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
村
真
志
葉
／
訳 

  
 
 
 

〃 

無
形
文
化
遺
産
研
究
の
課
題
と
し
て
の
民
間
信
仰 

高 
 

丙
中
／
著 
一
三
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
村
真
志
葉
／
訳 

  
 
 
 

〃 

書
面
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
口
頭
パ
ラ
ダ
イ
ム
へ 

―
民
間
文 

劉 
 

宗
迪
／
著 

一
四
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芸
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
自
立
に 

西
村
真
志
葉
／
訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
い
て
― 

 
 

花
園
大
学 

禪
學
研
究 

九
〇 

(

一
二･

三) 

日
明
交
流
と
天
界
寺 

─
日
本
国
僧
宗
嶽
等
に
つ
い
て
の 

竹 

貫 

友
佳
子 

一
五
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
考
察
─ 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

九
一 

(

一
三･

三) 
｢

掣
風
掣
洙｣

蠡
測 

加 

藤 

一 

寧 

一
六
三 

  
 
 
 

〃 

泉
涌
寺
と
南
宋
仏
教
の
人
的
交
流 

西 

谷 
 
 

功 

一
七
七 

 

浜
松
大
学
研
究
論
集 

二
四-

一 
(

一
一･

一
二) 

韓
非
子
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ 

洪 
 
 

机 

文 
*** 

 

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会 

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究 

杏
雨
書
屋
所
蔵
三
階
教
写
本
『
人
集
録
明
諸
経
中
対
根
浅 

西 

本 

照 

真 

79 
 

一
〇 

(

一
二･

五) 

深
発
菩
提
心
法
』
一
巻(

羽
４
１
１)

翻
刻 

 
  
 
 
 

〃 

李
通
玄
に
お
け
る
往
生
浄
土
思
想
批
判 

伊 

藤 
 
 

真 

89 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

一
一 

(

一
三･

五) 

清
末
民
初
の
思
想
的
ム
ー
ブ
メ
ン
ト 

―
近
代
中
国
仏
教 

佞 
 

兆
光
／
著 

98 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
復
興
の
歴
史
的
背
景(

草
稿)

― 

中
西 

俊
英
／
訳 

  
 
 
 

〃 

中
国
仏
教
に
お
け
る
近
代
性
の
位
相
、
特
徴
と
問
題 

唐 
 

忠
毛
／
著 

106 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

倉
本 

尚
徳
／
訳 

 

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
・
儒
学
文 

共
同
体
の
自
己
規
律
と
し
て
の
『
論
語
』 

石 

井 

英 

朗 
*** 

化
研
究
所
紀
要 

研
究
東
洋 

三 
(

一
三･

二) 
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姫
路
獨
協
大
学 

教
職
課
程
研
究 

二
三 

 

日
本
、
韓
国
、
中
国
の
英
語
教
科
書
を
比
較
す
る 

 

樋 

口 

慎 

一 
*** 

(

一
三･

三) 

―
学
習
単
元
の
構
成
を
中
心
に
― 

 
 

広
島
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
紀
要 

三 
 

中
国
人
留
学
生
の
日
本
語
習
得
成
果
に
お
け
る
不
安 

滕 
 
 

小 

春 

116 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
大
学
大
学
院 

ア
ジ
ア
社
会
文
化
研
究 

 

満
州
国
『
時
憲
書
』
と
通
書 

―
伝
統
・
民
俗
・
象
徴
の 

丸 

田 

孝 

志 

121 

一
四 

(

一
三･

三) 

再
編
と
変
容
― 

 
 

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 
第
二 

中
国
に
お
け
る
保
育
の
現
状 

張 
 
 

育 

慶 

135 

部 
(

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域) 

六
二 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

広
島
東
洋
史
学
研
究
会 

広
島
東
洋
史
学
報 

 
晋
の
建
興
五(

三
一
七)

年
、
故
酒
泉
表
是
都
郷
仁
業
里
・ 

白 

須 

淨 

眞 

139 

一
八 

(

一
三･

一
二) 
大
女
・
夏
侯
妙
々
の
衣
物
疏 

―
古
陶
文
明
博
物
館
（
北 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

京
）
所
蔵
・
新
資
料
の
紹
介
― 

 
 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学 

国
際
交
流
研
究 

 

章
炳
麟
『
詔
書
』
の
中
国
思
想
論(

三) 

「
顔
学
」
か
ら 

福 

島 
 
 

仁 

144 

一
四 

(

一
二･

三) 
｢

清
儒
」
ま
で 

訳
解
と
議
論 

 
 

福
岡
教
育
大
学
紀
要 

六
二 

五
分
冊 

芸
術 

劉
煕
戴
尺
牘
研
究 
―
山
西
・
太
谷
仁
村
か
ら
雪
翁
（
宋 

相 

川 

政 

行 

一
九
三 

・
保
健
体
育
・
家
政
科
編 

(

一
三･

二) 

晉
）
仁
兄
親
家
大
人
の
與
え
た
手
書
を
中
心
に
し
て
（
そ 

小 

原 

俊 

樹 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
二)

― 
 

 

佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会 

京
都
語
文 

一
八 

〈
現
地
調
査
報
告
〉
天
津
市
の
書
道
教
育
に
つ
い
て 

 

西
川
守
彦(

桂
邨) 

一
九
九 

(

一
一･

一
一) 

―
中
国
を
代
表
す
る
天
津
の
書
道
事
情
か
ら
の
考
察
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

二
〇 

(

一
三･

一
一) 

張
廷
済
と
古
甎
の
縁 

川 

合 

尚 

子 

二
〇
五 

 

佛
教
大
学
社
会
学
研
究
会 

佛
大
社
会
学 

 

マ
レ
ー
シ
ア
華
人
に
お
け
る
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の 

菊 

池 
 
 

明 

156 

三
七 

(

一
三･

三) 

創
出
に
つ
い
て 

 
 

佛
教
大
学 

仏
教
学
部
論
集 

九
六 

 

高
麗
版
大
藏
經(

東
國
大
学
校
本
・
東
洋
佛
典
研
究
会
本) 

馬 

場 

久 

幸 

163 
(

一
二･

三) 
 

大
正
新
脩
大
藏
經 

五
十
音
順
対
照
目
録 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

九
七 

(

一
三･

三) 

善
導
の
還
帰
往
生
と
い
う
修
辞
法 
齊 

藤 

隆 

信 

二
一
五 

 

佛
教
大
学 

歴
史
学
部
論
集 

二 
(

一
二･

三) 

憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
所
引
外
典
考 

池 
田 

昌 

広 

二
二
五 

  
 
 
 

〃 

善
珠
『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
の
「
外
道
老
荘
」 

―
注
釈
か 

渡 

部 
亮 

一 

二
三
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら
生
み
出
さ
れ
る
歴
史
認
識 

 
 

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要 

文
学
研
究
科
篇 

 

中
国
人
留
日
学
生
の
日
本
語
教
育
を
通
し
て
松
本
亀
次
郎 

高 

橋 

良 
江 

177 

四
〇 

(

一
二･

三) 

が
果
し
た
役
割
に
つ
い
て 

 
  
 
 
 

〃 

伝
記
資
料
に
お
け
る
李
通
玄
の
イ
メ
ー
ジ 

伊 

藤 
 
 

真 

二
四
六 

 

文
化
史
学
会 

文
化
史
学 

六
七 

 

李
昌
齢
注
『
太
上
感
応
篇
』
の
成
立
に
つ
い
て 

 

水 

越 
 
 

知 

二
五
四 

(

一
一･

一
一) 

―
『
楽
善
録
』
と
の
関
係
を
中
心
に
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

六
九 

(

一
三･

一
一) 

靜
嘉
堂
文
庫
藏
漢
語
版
本
斷
片
に
つ
い
て 

西 

脇 

常 

記 

二
六
七 

 

文
教
大
学 

文
学
部
紀
要 

二
六-

二 
 

章
学
誠
『
校
讎
通
義
』
訳
注(

一) 

巻
一｢

原
道
第
一｣

 

文
教
大
学
目
録
学 

* 
(

一
三･

三) 
｢

宗
劉
第
二｣

｢

互
著
第
三｣ 

研
究
会 

 
 

向 

嶋 

成 

美 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

他
六
名
／
訳 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

二
七-

一 
(

一
三･

九) 

章
学
誠
『
校
讎
通
義
』
訳
注(

二) 

巻
一｢

別
裁
第
四｣

 

文
教
大
学
目
録
学 

二
九
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢

辨
嫌
名
第
五｣

｢

補
鄭
第
六｣

｢

校
讎
條
理
第
七｣ 

研
究
会 

 
 

向 

嶋 

成 

美 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂 

口 

三 

樹 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

他
六
名
／
訳 

 

法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所 

国
際
日
本
学 

『
蔗
軒
日
録
』
に
み
ら
れ
る
中
日
書
籍
交
流
の
一
縮
図 

陳 
 
 

小 

法 

186 
 

九 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

北
海
道
大
学
文
学
部 

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
論 

｢

方
等
懺
法｣

順
於
涅
槃
の
十
種
心
と
『
慈
悲
水
懺
法
』
七 

坂 

本 

道 

生 

三
一
一 

集 

一 
(

一
二･

三) 

種
心 

 
 

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集 

 

徂
徠
學
の｢

道｣

思
想
に
つ
い
て
の
再
考
察 

─
『
迥
園
随 

趙 
 
 

敷 

湲 
 

195 

一
三 

(

一
三･

一
二) 

筆
』
か
ら
『
論
語
徴
』
へ
─ 
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三
重
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
紀
要 

七 
  

日
本
の
中
国
観(

七)(

二
〇
一
〇
・
九 -

 

二
〇
一
一
・
八) 

藤 

田 

昌 

志 

205 
(

一
二･

七) 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
  

八 
(

一
三･

三) 

日
本
の
中
国
観
研
究(

八)(

二
〇
一
一
・
九 -

 

二
〇
一
二 

藤 

田 

昌 

志 

213 
 

・
八) 

 
 

身
延
山
大
学 

東
洋
文
化
研
究
所
所
報 

一
七 

天
台
五
時
教
判
の
根
拠
と
意
味 

崔 
 
 

箕 

杓 

221 
(

一
三･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

身
延
山
大
学 

身
延
論
叢 

一
八 

(
一
三･

三) 

六
朝
古
逸
『
法
華
経
疏
』
の
同
本
離
片
に
関
す
る
一
考
察 

金 

炳
坤(

慧
鏡) 

* 
 

武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌 

四
四-

四 
 

ウ
ォ
ル
シ
ュ
著
『
清
国
作
法
指
南
』
に
み
え
る
宴
会
儀
礼 

西 

澤 

治 

彦 

三
一
六 

(

一
三･

三) 

を
巡
っ
て 

 
 

武
蔵
野
大
学
人
間
科
学
研
究
所
年
報 

一 
  

O
n the Thought of Triune Vehicle of M

ount  
SH

I, Jingpeng 
 

234 
(

一
二･

三) 
Lushan H

uiyuan 
 

 

明
治
大
学
教
養
論
集 

四
八
八 

(

一
三･

一) 

歴
史
の
再
編
と｢

道｣

の
修
復 

─
王
夫
之
『
春
秋
』
論
を 

本 

間 

次 

彦 

三
三
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
む
─ 

 
 

明
治
学
院
大
学 

教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

 

中
国
語
学
習
者
に
関
す
る
一
考
察(

三) 

竹 

中 

佐
英
子 

238 

カ
ル
チ
ュ
ー
ル 

六-

一 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

安
田
女
子
大
学 

言
語
文
化
研
究
叢
書 

一
八 

椥
齋
所
用
印
册 

萩 
 
 

信 

雄 
** 

 

椥
齋
所
用
印
册 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

／
編 

 

山
口
大
学 

ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化 

一
七 

 

漢
末
〝
清
流
〟
與
〝
仁
義
〟
孟
學 

馬 
 
 
 
 

彪 

244 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

山
口
大
学
教
育
学
部 

研
究
論
叢 

 

劉
向
『
説
苑
』
の
公
私
観
と
そ
の
意
味 

南 

部 

英 

彦 

三
四
六 

六
一-

一･

二 
(

一
二･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 

 

六
二-

一･

二 
(

一
三･

一) 

『
淮
南
子
』
俶
真
篇
の
思
想
的
立
場 

南 

部 

英 

彦 

三
五
四 

 

立
正
大
学
史
学
会 

立
正
史
学 

一
一
四 

  

中
国
の
民
間
信
仰
と
土
地
神 

―
宋
代
か
ら
の
検
証
― 
金 

井 

徳 

幸 

三
六
二 

(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

立
正
大
学
大
学
院 

佛
教
学
論
集 

三
〇 

  

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
本
門
の
意
味 

 

桑 
名 

法 

晃 

三
六
七 

(

一
三･

三) 

―
『
開
目
抄
』
『
観
心
本
尊
抄
』
を
中
心
と
し
て
― 

 
  
 
 
 

〃 

吉
蔵
の
法
華
経
信
解
品
の
理
解
に
つ
い
て 

藤 

野 
泰 
二 

248 
 

立
命
館
言
語
文
化
研
究 

二
五-

一 
  

見
え
な
い
も
の
と
見
え
る
も
の 

─
中
国
伝
統
山
水
画
か 

潘 
 
 
 
 

献 
 

*** 
(

一
三･

一
〇) 

ら
現
代
風
景
ま
で
─ 

 
 

立
命
館
国
際
研
究 

二
五-

三 
(

一
三･

三) 
The R

apid G
row

th of the Sm
artphone M

arket in 
 

Ryoji  
 

256 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

C
hina and the “B

usiness Ecosystem
” 

 
N

A
K

A
G

AW
A

 
  
 
 

〃 

詭
異
暗
合
：
歴
史
人
物
生
卒
、
歴
史
事
件
発
生
時
日
中
含 

夏 
 
 
 
 

剛 

262 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
命
・
天
意
、
天
理
・
天
道
的
天
数
・
天
机 

─
中
共
双 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重
誕
辰
虚
実
、
中
国
多
輪
演
進
変
幻
所
隠
現
的
〝
時
環
天 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

数
・
劫
結
天
机
〟
論
考
之
一 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
  
 
 

〃 
 
 
 

二
六-

一 
(

一
三･

六) 

劫
結
難
逃
：
〝
時
環
史
縁
〟
的
変
数
・
定
数
交
織
和
〝
人 

夏 
 
 
 
 

剛 

289 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環
情
縁
〟
的
栄
辱
・
盛
衰
転
換 

─
中
共
双
重
誕
辰
虚
実
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
国
多
輪
演
進
変
幻
所
隠
現
的
〝
時
環
天
数
・
劫
結
夭
机
〟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

論
考
之
二 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
  
 
 

〃 
 
 
 

二
六-

二 
(

一
三･

一
〇) 

中
、
日
之
間
及
各
自
内
部
的
〝
語
溝
・
語
通
〟
、
〝
語
縁 

夏 
 
 
 
 

剛 

309 
 

・
語
環
〟
諸
相
縦
論(

一) 
(

原
文
は
簡
体
字) 

 
 

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀 

中
国
古
代
の
占
夢(

一) 

今 

場 

正 

美 

三
七
六 

要 

六 
(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
  

七 
(

一
三･

七) 

中
国
古
代
の
占
夢(

二) 

今 

場 

正 

美 

三
九
〇 

 

立
命
館
文
學 

六
三
三 
(

一
三･

一
一) 

甲
骨
文
字
の
字
種
整
理 

落 

合 

淳 

思 

四
〇
二 

 

龍
谷
大
学
国
際
社
会
文
化
研
究
所
紀
要 

一
三 

日
中
仏
教
思
想
交
流
の
一
齣 

―
本
願
力
廻
向
論
の
展
開 

嵩 
 
 

満 

也 

331 
(

一
一･

六) 

を
め
ぐ
っ
て
― 
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龍
谷
大
学 
仏
教
学
研
究 

六
八 

(

一
二･

三) 

智
沮
と
潅
頂
に
お
け
る
『
涅
槃
経
』
観 

―
吉
蔵
撰
述
書 

村 

上 

明 

也 

四
〇
九 

 

と
の
比
較
を
通
し
て
― 

 
 

龍
谷
紀
要 

三
四-
一 

(

一
二･

九) 

王
弼
易
学
に
お
け
る
「
象
」
に
つ
い
て 

西 

川 

靖 

二 

四
一
八 

 

倫
理
研
究
所
紀
要 

二
二 

(
一
三･

八) 

中
国
に
お
け
る
倫
理
学
の
成
立
と
日
本
思
想
と
の
交
流 

搜 
 
 
 
 

穎 

四
二
八 

 

麗
澤
大
学
大
学
院 

言
語
と
文
明 

八 
  

鳥
居
龍
藏
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ヴ
ェ
イ
の
特
色 

―
西
南 

金 

丸 

良 

子 

336 
(

一
〇･

三) 

中
国
調
査
を
事
例
と
し
て
― 

 
 

和
光
大
学
現
代
人
間
学
部
紀
要 

六 
 

メ
ル
セ
ー
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
人
教
育
の
構
想
と
そ
の
挫
折 

水 

谷 

東 

洋 

348 
(

一
三･

三) 
 

第
一
次
国
共
合
作
期
に
お
け
る
中
華
教
育
改
進
社
と
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提
携
を
中
心
に 

 
 

和
光
大
学
表
現
学
部
紀
要 

一
二 

(

一
二･

三) 
踊
る
青
年
の
映
画
表
象 

一
九
八
〇
年
代
中
国
の
ダ
ン
ス 

劉 
 
 

文 

兵 

358 
 

・
ブ
ー
ム
と
文
化
翻
訳 

 
 

早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会 

東
洋
の
思
想
と
宗 

正
一
辻
・
玄
辻
と
江
南
の
在
來
道
觀 

酒 

井 

規 

史 

四
四
二 

教 

三
〇 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

後
山
外
派
の
相
來
解
釋
に
お
け
る
繼
承
と
發
展 

弓 

場 

苗
生
子 

四
五
二 

 

早
稲
田
大
学
美
術
史
学
会 

美
術
史
研
究 

 

北
斉
碑
刻
に
み
ら
れ
る
復
古
的
書
法
に
つ
い
て 

徳 

泉 

さ 

ち 

四
六
二 

五
一 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

早
稲
田
大
学
大
学
院 

教
育
学
研
究
科
紀
要 

 

台
北
第
一
師
範
学
校
附
属
公
学
校
訓
導
宋
登
才
の
日
記
及 

日
下
部 

龍 

太 

366 

別
冊 

二
一-

一 
(

一
三･

九) 

び
論
文
に
関
す
る
考
察 

―
国
語
と
修
身
を
め
ぐ
る
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観
の
差
を
中
心
に
― 

 
 

早
稲
田
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
科
紀
要 

 

前
漢
に
お
け
る
易
の
受
容
と
そ
の
「
経
典
化
」
に
つ
い
て 

川 

村 
 
 

潮 

四
七
三 

五
七-

四 
(

一
二･

二) 
 

 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
二
分
冊
（
文
学
・
語
学
）
上 

 

愛
知
大
學 

文
學
論
叢 

一
四
五 

(

一
二･

二) 

国
家
図
書
館
蔵
の
黄
以
愚
『
重
訂
諧
声
表
』
の
古
韻
分
部 

臼 

田 

真
佐
子 

1 
 

愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部 
紀
要 

四
四 

 

《
史
記
》
方
位
詞
研
究 

(

原
文
は
簡
体
字) 

張 
 
 

金 

平 

9 

言
語
・
文
学
編 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

愛
知
県
立
大
学
大
学
院 

国
際
文
化
研
究
科
論 

近
代
文
芸
思
潮
の
観
点
か
ら
見
る
「
前
期
魯
迅
」
の
始
ま 

工 

藤 

貴 

正 

19 

集 

一
三 

(

一
二･

三) 

り 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古
代
東
ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る｢

カ
ギ｣

の
漢
字
表
記(

下) 

方 
 
 

国 

花 

一 
 

一
四 

日
本
文
化
専
攻
編 

四 
(

一
三･

三) 
―｢

鎖｣

・｢

巡｣

・｢

鍵｣

・｢

鉤｣

・｢

鈎｣

・｢

匙｣

― 
 

 

愛
知
工
業
大
学
研
究
報
告 

四
八 

(

一
三･

三) 
中
国
語
の
方
向
補
語
〝
起
来
〟
〝
下(

来
／
去)

〟
に
関
す 

韓 
 
 
 
 

涛 

28 
 

る
一
考
察 

─
認
知
言
語
学
の
観
点
か
ら
─ 

 
 

愛
知
淑
徳
大
学
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学 

従
実
例
分
析
日
本
学
生
対
〝
下
来
〟
和
〝
下
去
〟
的
使
用 

馮 
 
 

富 

栄 

32 

会 

言
語
文
化 

二
一 

(

一
三･

三) 

偏
誤 

(

原
文
は
簡
体
字) 

董 
 
 

梅 

香 
 

愛
知
淑
徳
大
学 

現
代
社
会
研
究
科
研
究
報
告 

『
元
朝
秘
史
』
に
お
け
る
ソ
ル
カ
ン
・
シ
ラ
と
ジ
ェ
ベ 

藤 

井 

真 

湖 

37 
 

九 
(

一
三･

三) 

―gelbüre köʼün
＝
「
語
り
手
」
の
仮
説
を
も
と
に
― 

 
 

愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文 

三
五 

(

一
二･

三) 

『
榻
鴫
暁
筆
』
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
に
つ
い
て 

 

小 

椋 

愛 

子 

一
六 

 

―
出
典
明
記
の
あ
る
も
の
を
中
心
に
― 

 
 

愛
知
淑
徳
大
学
論
集 

交
流
文
化
学
部
篇 

三 

『
水
滸
伝
』
中
の
美
人
描
写 

曺 
 
 

述 

燮 

46 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

愛
知
淑
徳
大
学
論
集 

メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー 

干
宝
『
捜
神
記
』
に
お
け
る
「
妖
」
の
思
想 

角 

田 

達 

朗 

二
四 

ス
学
部
篇 

二 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学 

言
語
文
化
研
究
所
紀 

華
奢
攷 

猿 

田 

知 

之 

三
四 

要 

一
八 

(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

宇
都
宮
大
学 

外
国
文
学 

六
一 

(

一
二･

三) 

も
う
一
つ
の
「
小
民
史
」 

―
国
木
田
独
歩
と
日
清
戦
争 
丁 

 
 

貴 

連 

三
八 

 
(

下) 
 

 

愛
媛
大
学
人
文
学
会 

人
文
学
論
叢 

一
三 

 

中
国
内
蒙
古
自
治
区
に
お
け
る
漢
語
と
の
言
語
接
触
に
よ 

小 
林 
陽 

子 

54 
(

一
一･

一
二) 

る
モ
ン
ゴ
ル
語
の
変
容 

 
 

愛
媛
大
学 

法
文
学
部
論
集 

人
文
学
科
編 

 

中
唐
恋
情
文
学
と
平
安
朝
の
美
意
識 

―
〈
文
化
ダ
イ
ナ 

諸 

田 

龍 
美 

五
三 

三
一 

(

一
一･

九) 

ミ
ズ
ム
〉
の
視
座
か
ら
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

三
二 

(

一
二･

二) 

白
居
易
「
微
之
を
祭
る
文
」
訳
注 

諸 

田 

龍 

美 
六
五 

 

桜
美
林
大
学 

桜
美
林
論
考 

人
文
研
究 

三 

『
古
事
記
』
の
表
記
と
表
現 

―｢

我｣

と｢

吾｣

の
使
い
分 

張 
 
 
 
 

平 

七
一 

(

一
二･

三) 

け
に
つ
い
て
― 

 
 

大
阪
大
学
世
界
言
語
研
究
セ
ン
タ
ー
論
集 

四 
The Integration of C

hinese W
ords Into  

V
U

 D
us N

ghieu
 
 

61 
(

一
〇･

九) 
the V

ietnam
ese Language 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

 

七 
(

一
二･

三) 

中
国
に
お
け
る
母
語
力
テ
ス
ト
の
開
発
と
現
状 

富 
 
 
 
 

麗 

69 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

孫 
 
 

成 

志 
 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

待
兼
山
論
叢 

白
居
易
「
三
教
論
衡
」
に
つ
い
て 

堀 
 
 

史 

人 

八
三 

 

四
五 

文
学
篇 

(

一
一･

一
二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

植
民
地
台
湾
を
生
き
る｢

家｣

の
諸
相 

―
呂
赫
若
の｢

財 

鄭 
 
 

卉 

芸 

77 
 

四
五 

日
本
学
篇 

(

一
一･

一
二) 

子
壽｣

を
中
心
に
― 

 
 

大
阪
教
育
大
学 

学
大
国
文 

五
五 
 

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
児
童
文
学
の
翻
訳
に
つ
い
て 

 

成 

實 

朋 

子 

87 
(

一
二･

三) 

―
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
お
け
る
中
国
・
台
湾 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
韓
国
で
の
出
版
状
況
― 

 
 

大
阪
経
済
法
科
大
学 

東
ア
ジ
ア
研
究 

五
七 

戦
後
台
湾
に
お
け
る
日
本
語
俳
句
の
進
展
と
日
本
の
俳
句 

磯 

田 

一 

雄 

95 
(

一
二･

三) 

結
社 

―
『
七
彩
』
・
『
春
燈
』
・
『
燕
巣
』
と
の
か
か
わ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
中
心
に
― 

 
 

大
阪
市
立
大
学
大
学
院 

人
文
研
究 

六
三 

 

中
国
語
教
育
年
表(

一
九
七
五
年
以
降
を
中
心
に) 

岩 

本 

真 

理 

102 
(

一
二･

三) 
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大
阪
府
立
大
学 

言
語
と
文
化 

一
一 

 

従
《
雪
鴻
泪
史
》
的
周
囲
看
当
時
作
者
与
読
者
的
交
流 

顧 
 
 

春 

芳 

110 
(

一
二･

三) 
(

原
文
は
簡
体
字) 

 
 

大
阪
府
立
大
学 
言
語
文
化
学
研
究 

言
語
情 

断
る
場
面
に
お
け
る
理
由
の
表
現
形
式 

―
中
国
の
日
本 

周 
 
 

升 

干 

114 

報
編 

七 
(

一
二･

三) 

語
学
習
者
と
日
本
語
母
語
話
者
を
比
較
し
て
― 

 
  
 
 
 

〃 
｢

す
み
ま
せ
ん｣

と｢

托
不
起｣

の
使
用
条
件
の
対
照
分
析 

陳 
 
 

臻 

渝 

123 
 

大
谷
大
学
文
芸
学
会 

文
芸
論
叢 
八
一 

 

現
代
北
京
語
に
関
す
る
調
査
研
究 

―
中
国
ド
ラ
マ
「
裸 

渡 

部 
 
 

洋 
* 

(

一
三･

一
〇) 

婚
時
代
」
第
一
集
後
半
の
訳
注
― 

早 

川 

智 

美 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清 

水 

由
香
里 

 

大
妻
比
較
文
化 

一
二 

(

一
一･

三) 
『
聯
合
報
』
『
中
國
時
報
』
二
大
新
聞
の
文
学
賞(

一
九
七 

赤 

松 

美
和
子 

132 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六-

一
九
八
九)

を
め
ぐ
っ
て 

―
女
性
作
家
た
ち
に
よ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢
私
た
ち｣

の
台
湾
文
学
の
誕
生 

 
 

大
手
前
大
学
論
集 

一
二 

(

一
二･

三) 

正
徹
「
草
根
集
」
命
名
の
背
景 

―
白
詩
の
利
用 

丹 

羽 

博 

之 

九
一 

 

岡
山
大
学
文
学
部
紀
要 

五
六 

(

一
一･

一
二) 

審
雨
堂
の
謎 
―
「
南
柯
太
守
伝
」
異
聞
― 

岡 

本 

不
二
明 

141 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

五
八 

(

一
二･

一
二) 

宋
詩
に
み
え
る
「
枕
中
記
」
の
影
響
に
つ
い
て 

岡 

本 

不
二
明 

147 
  
 
 
 

〃 

中
国
新
文
学
建
構
中
的
章
太
炎
因
素 

(

原
文
は
簡
体
字) 

李 
 
 

振 

声 

155 
 

小
樽
商
科
大
学
言
語
セ
ン
タ
ー 

Language 
 

楊
雄
「
反
離
騒
」
を
読
む 

嘉 

瀬 

達 

男 

161 
Studies 

19 
(

一
一･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

漢
字
語
を
活
用
す
る
韓
国
語
基
礎
語
彙
教
育 

宣 
 
 

憲 

洋 

165 
 

お
茶
の
水
女
子
大
学
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ 

多
文
化
社
会
に
お
け
る
文
学 

―
日
中
両
国
の
文
学
に
お 

陳 
 
 

明 

姿 

168 

ン
タ
ー
研
究
年
報 

九 
(

一
三･

三) 

け
る
龍
を
中
心
に
し
て
― 

 
 

學
習
院
大
學
文
學
部 

研
究
年
報 

五
九 

 

唐
詩
詩
語
「
欹
枕
」
の
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
「
枕
を
そ 

安 

部 

清 

哉 
* 

(

一
三･

三) 

ば
だ
て
て(

聞
く)

」(

側
臥) 

中 

山 

大 

輔 
 

鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
紀
要 

六
三 

人
文
・ 

楽
府
新
編
陽
春
白
雪
の
系
統
と
復
原 
土 

肥 

克 

己 

九
八 

社
会
科
学
篇 

(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

鹿
児
島
国
際
大
学 

国
際
文
化
学
部
論
集 

 

ス
ペ
ン
サ
ー
本
『
呉
越
物
語
』
後
半
部 

釈
文 

程 
 
 

国 

興 

一
〇
八 

一
二-

三 
(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

一
三-

一 
(

一
二･

四) 

〈
呉
越
説
話
〉
の
形
成 

―
『
太
平
記
』
へ
の
道
の
り
― 

程 
 
 

国 
興 

一
一
七 

 

神
奈
川
大
学
言
語
研
究 

三
四 

(

一
二･

三) 

中
国
大
陸
と
台
湾
に
お
け
る
指
示
詞
の
対
照
研
究 

 

鈴 

木 

進 

一 
171 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
〝
柾
・
那
〟
か
ら
見
た
遠
近
認
知
の
相
違
に
つ
い
て 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

そ
の
二)

― 
 

 

神
奈
川
大
学
大
学
院 

言
語
と
文
化
論
集 

 

中
国
語
の
比
較
構
文 

─
意
味
と
論
理
構
造
─ 

于 
 
 
 
 

飛 
* 

一
九 

(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

金
沢
大
学 

言
語
文
化
論
叢 

一
七 

 
｢

佳
人 

再
び
は
得
難
し｣ 

―
張
悦
然
初
期
短
編
小
説 

杉 

村 

安
幾
子 

185 
(

一
三･

三) 

〈
竪
琴
、
白
骨
精
〉
試
論 

 
 

金
沢
大
学
国
語
国
文 

三
五 

(

一
〇･

三) 

一
休
と
中
国
の
詩
人
た
ち(

蘇
軾
・
黄
庭
堅) 

稲 

田 

浩 

治 

一
三
一 

  
 
 
 

〃  
 
 
 

三
六 

(

一
一･

三) 

一
休
と
中
国
の
詩
人
た
ち(

林
和
靖) 

稲 

田 

浩 

治 

一
三
五 

  
 
 
 

〃  
 
 
 

三
七 

(

一
二･

三) 

『
菅
家
後
集
』
注
解
稿(

二
十
九) 

柳 

澤 

良 

一 

一
三
九 

 

金
沢
大
学 

人
間
社
会
環
境
研
究 

二
一 
  

関
連
詞
「
如
果
」
の
使
用
範
囲
と
使
用
動
機 

―
パ
ラ
レ 

陳 
 
 

会 

林 

195 
(

一
一･

三) 

ル
コ
ー
パ
ス
を
用
い
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
調
査
に
基
づ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
て
― 

 
 

関
西
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー 

デ
ィ 

近
代
觀
念
史
研
究
與
語
料
庫
：
以
近
代
關
鍵
詞
〝
野
蠻
〟 

沈 
 
 

國 

威 

201 

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー 

五 
(

一
三･

三) 

為
例 

 
 

関
西
大
学
外
国
語
学
部
紀
要 

四 
(

一
一･

三) 

『
老
乞
大
』
諸
資
料
に
お
け
る
中
国
語
〝
有
〟
字
文
の
諸
相 

玄 
 
 

幸 

子 

204 
 

─
〝
壁
有
者
〟
再
考 

 
 

関
西
大
学
文
化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点 

近
代 

日
本
占
領
下
の
北
京
に
お
け
る
文
化
人 

―
銭
稲
孫
と
周 

鄒 
 
 

双 

双 

212 

世
界
の｢

言
説｣

と｢

意
象｣ 

(

一
二･

一) 

作
人
を
中
心
に
― 
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関
西
大
学
文
化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点 

東
西 

｢

民
度｣ 

―
和
製
漢
語
と
し
て
の
可
能
性 

陳 
 
 
 
 

贇 

226 

学
術
研
究
所
紀
要 

四
五 

(

一
二･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

関
西
大
学
文
化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点 

東
ア 

近
代
中
國
人
編
的
英
漢
字
典
的
譜
系 

内 

田 

慶 

市 

235 

ジ
ア
文
化
交
渉
研
究 
六 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

衛
三
畏
在
漢
語
語
言
學
上
的
貢
獻 

内 

田 

慶 

市 

242 
  
 
 
 

〃 

〝
形
式
〟
与
〝
精
神
〟
的
拮
抗 

─
重
読
胡
適
《
文
学
改
良 

沈 
 
 

国 

威 

247 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芻
議
》(

一) 
(

原
文
は
簡
体
字) 

 
 

関
西
外
国
語
大
学 

研
究
論
集 

九
五 

 

新
、
旧
Ｈ
Ｓ
Ｋ
測
試
成
績
対
比
分
析 

墺 
 
 

衛 

衛 

254 
(

一
二･

三) 
(

原
文
は
簡
体
字) 

叢 
 
 
 
 

琳 
  
 
 
 

〃 
蕭
紅
の
散
文
集
『
商
市
街
』
に
つ
い
て 

山 

本 

和 

子 

260 
 K

W
A

N
SEI G

A
K

U
IN

 U
N

IV
ER

SITY
 
 

試
論
阮
籍
《
詠
懐
》
詩
中
的
孤
独
主
題 

鄧 
 
 
 
 

芳 

270 
H

U
M

A
N

ITIES R
EV

IEW
 
16 

(

一
二･

二) 
(

原
文
は
簡
体
字) 

 
  
 
 
 

〃 

《
馬
可
福
音
》
武
漢
方
言
訳
本
的
語
音
系
統  

趙 
 
 

葵 

欣 

275 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
 

関
西
学
院
大
学 

言
語
と
文
化 

一
五 

  

現
代
漢
語
中
的
〝
在
〟
及
其
否
定
形
式 

田 
 
 
 
 

禾 

280 
(

一
二･

三) 
(

原
文
は
簡
体
字)

 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

一
六 

(

一
三･

三) 

中
国
語
母
語
話
者
の
日
本
語
学
習
者
の
「
格
助
詞
」
不
使 

于 
 
 
 
 

康 

286 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用
に
つ
い
て 

─
格
助
詞
「
が
」
の
不
使
用
を
中
心
に
─ 

 
 

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
紀
要 

外
国
語
学
部
編 

 

日
本
統
治
期
台
湾
文
学
研
究 

台
湾
に
お
け
る
川
合
三
良 

中 

島 

利 

郎 

295 

五
一 

(

一
二･

二) 

―
静
謐
な
る
抵
抗
― 

 
 

九
州
大
学
言
語
学
論
集 

三
二 

(

一
一･

一
一) 

満
洲
語
に
お
け
る
対
格
主
語 

早 

田 

輝 

洋 

307 
  
 
 
 

〃 

中
国
語
のdou

量
化
の
認
可
条
件 

王 
 
 
 
 

慶 

313 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

三
三 

(

一
二･

一
〇) 

漢
語
蘇
州
方
言
に
お
け
る
パ
タ
ー
ン
代
入
規
則 

 
増 

田 

正 

彦 

323 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
入
声
音
節
で
始
ま
る
語
を
用
い
た
検
証
― 

 
 

九
州
大
学
言
語
文
化
研
究
院 

言
語
文
化
論
究 

日
本
に
お
け
る
郁
達
夫
研
究 

―
鈴
木
正
夫
氏
の
研
究
を 

李 
 
 

麗 

君 

336 
 

二
九 

(

一
二･

一
〇) 

例
に 

 
 

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文
研
究 

 

字
体
か
ら
み
た
『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
の
撰
述
手
法 

賈 
 
 
 
 

智 

一
四
三 

一
一
二 

(

一
一･

一
二) 

 
 

 

九
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
年
報 

 

濱
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
南
潯
戯
単
の
由
来
に
つ
い
て   

中
里
見 

 
 

敬 
345 

二
〇
一
二
／
二
〇
一
三 

(

一
三･

九) 

―
附
：
濱
一
衛
著
「
劉
氏
の
嘉
業
堂
」
― 

 
  
 
 
 

〃 

濱
文
庫
所
蔵
唱
本
目
録
稿(

七) 

中
里
見 

 
 

敬 

350 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山 

根 

泰 

志 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 

尾 

友
香
梨 

 

九
州
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

二
〇 

 

中
国
語
母
語
話
者
と
韓
国
語
母
語
話
者
は
条
件
文
「
ト
」 

斉 

藤 

信 

浩 

359 
(

一
二･

三) 

を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か 

玉 

岡 

賀
津
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

毋 
 
 

育 

新 
 

九
州
大
学
大
学
院 

言
語
科
学 

四
八 

 

魯
迅
『
雑
草
』(

下) 

秋
吉 

 

收
／
訳 

364 
(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

濱
文
庫
所
蔵
唱
本
目
録
稿(

六) 

中
里
見 

 
 

敬 

372 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山 

根 

泰 

志 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 

尾 

友
香
梨 

 
 

 
 
 
 
 

／
編 

 

九
州
大
学
大
学
院 

比
較
社
会
文
化
研
究 

 

否
定
の
意
味
を
示
さ
な
い
「
～
な
い
か
」
に
つ
い
て 

 

李 
 
 
 
 

杰 

385 

三
一 

(

一
二･

三) 

―
中
国
語
と
の
対
照
を
中
心
に
― 

 
 

九
州
産
業
大
学 

国
際
文
化
学
部
紀
要 

四
八 

中
国
現
代
文
学
に
お
け
る
「
復
讐
」
主
題
の
変
遷 

呉 
 
 

紅 

華 

389 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ぎ
ょ
う
せ
い 

国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞 

 

中
国
語
の
文
の
成
分 

荒 

川 

清 

秀 

一
五
〇 

七
五-

七 
(

一
〇･

七) 
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ぎ
ょ
う
せ
い 
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞 

 

東
ア
ジ
ア
の
中
世
文
学 

小 

峯 

和 

明 

一
五
四 

七
五-

一
二 

(
一
〇･

一
二) 

 
 

 

京
都
大
学
言
語
学
研
究 

三
〇 

(

一
一･

一
二) 

在
音
変
過
程
中
産
生
又
消
失
的
軟
顎
化
元
音 

―
雲
南
徳 

鈴 

木 

博 

之 

395 
 

欽
燕
門
郷
谷
扎
蔵
語
之
例
― 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
  
 
 
 

〃 

漢
語
西
寧
方
言
の
二
音
節
語
に
お
け
る
声
調
中
和
現
象 

川 

澄 

哲 

也 

403 
 

京
都
大
学
大
学
院 

歴
史
文
化
社
会
論
講
座
紀 

『
夜
航
詩
話
』
訳
注
稿(

一
〇) 

道 

坂 

昭 

廣 

408 

要 

九 
(

一
二･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
語
の
〝
把
〟
構
文
の
習
得
に
つ
い
て 

劉 
 
 

志 

偉 

413 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

一
〇 

(

一
三･

二) 
王
勃｢

滕
王
閣
序｣

中
の｢

勃
三
尺
微
命
、
一
介
書
生｣

句 

道 

坂 

昭 

廣 

419 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
解
釈
に
つ
い
て 

 
 

京
都
外
国
語
大
学 

研
究
論
叢 

七
八 

  

従
許
可
義
看
譲
字
句
与
〝
さ
せ
る
〟
句
之
間
的
差
別 

王 
 
 
 
 

鵬 

424 
(

一
二･

一) 
(

原
文
は
簡
体
字) 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

七
九 

(

一
二･

七) 

続
・
汝
の
名
は
か
く
し
て
変
わ
る 

―｢

表
意｣

の
神
話
、 

朱 
 
 

一 

星 

430 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢

表
音｣

の
虚
構 

 
 

京
都
産
業
大
学
論
集 

人
文
科
学
系
列 

四
五 

崇
禎
本
『
金
瓶
梅
』
第
一
回
に
於
け
る
考
察 

―
中
国
文 

大 

村 

由
紀
子 

437 
(

一
二･

三) 

学
に
於
け
る
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
へ
の
手
懸
か
り
と
し
て
― 

 
 

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告 

人
文 

六
三 

  

文
言
小
説
の
詩
詞
挿
入
に
際
し
て
用
い
ら
れ
る
常
套
表
現 

大 

賀 

晶 

子 

一
六
〇 

(

一
一･

一
二) 

に
つ
い
て 

 
 

共
立
女
子
大
学
・
共
立
女
子
短
期
大
学 

総
合 

朱
子
絶
句
研
究 

―
『
文
集
』
巻
五 

宇 

野 

直 

人 
* 

文
化
研
究
所
紀
要 

一
九(

三-

一) 
(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
八
名 

 

近
畿
大
学
教
養
・
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

『
崔
陟
伝
』(

下) 

山 

田 

恭 

子 

444 
 

外
国
語
編 

一-

二 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

二-

二 
(

一
二･

三) 

一
九
世
紀
韓
国
古
典
小
説
『
布
衣
交
集
』
と
『
玉
楼
夢
』 
山 

田 

恭 

子 

452 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
み
ら
れ
る
「
知
己
」
に
つ
い
て 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

三-

一 
(

一
二･

一
一) 

農
村
の
婦
女
、
都
市
の
婦
女 

―
中
国
映
画
『
李
双
双
』 

好 
並 

 
 

晶 

459 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
め
ぐ
る
一
考
察 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
に
お
け
る
農
村
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
政
治
性
と
そ
の
受 

南 
 
 

真 
理 

469 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

―
『
劉
老
根
』
、
『
喜
耕
田
的
故
事
』
を
中
心
に
― 

 
  
 
 
 

〃 

日
本
人
中
国
語
学
習
者
を
対
象
と
し
た
語
素
教
学
法
の
現 

阿 

部 

慎
太
郎 
480 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

状
と
課
題 

―
語
素
の
選
別
を
考
え
る
― 

 
 

熊
本
大
学 

国
語
国
文
学
研
究 

四
七 

  

『
太
平
広
記
』
訳
注 

―
巻
四
百
二
十
「
龍
」
三(

上)

― 

太
平
広
記
読
書
会 

一
七
〇 

(

一
二･

二) 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

四
八 

(

一
三･

二) 
｢

史｣

の
時
代(

そ
の
一) 

―
武
田
泰
淳
『
司
馬
遷
』
の
生 

道 

園 

達 

也 

一
七
七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成(

三) 
 

  
 
 
 

〃 

菅
原
道
真
研
究 

―
『
菅
家
後
集
』
全
注
釈(

二
十
五) 

焼 

山 

廣 

志 

一
八
四 

  
 
 
 

〃 

『
太
平
広
記
』
訳
注 

―
巻
四
百
二
十
「
龍
」
三(

下)

― 

太
平
広
記
読
書
会 

一
九
四 

 

熊
本
大
学 

文
学
部
論
叢 

一
〇
三 

 

豊
子
愷 

『
縁
縁
堂
随
筆
』
そ
の
二 

西 

槇 
 
 

偉 

二
〇
四 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

熊
本
学
園
大
学 

海
外
事
情
研
究 

三
九-

二  

中
国
語
母
語
話
者
に
よ
る
日
本
語
従
属
節
選
択
の
誤
用
傾 

塩 

入 

す 

み 

491 
(

一
二･

三) 

向 

―
『
日
本
語
学
習
者
に
よ
る
日
本
語
作
文
と
そ
の
母 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

語
訳
と
の
対
訳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
を
用
い
て
― 

 
 

熊
本
県
立
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
科
論
集 

 

中
国
語
母
語
話
者
の
日
本
語
作
文
に
お
け
る
接
続
表
現
の 

跡 

上 

裕 

子 

499 

五 
(

一
二･

九) 

不
使
用
に
つ
い
て 

 
 

慶
應
義
塾
大
学 

藝
文
研
究 

一
〇
一-

一 
 

柳
市
・
三
乗 

―
本
邦
漢
語
考 

佐 

藤 

道 

生 

二
一
六 

(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要 

中
国
研
究 

六 
 

元
好
問
と
韓
門
文
人 

─
元
好
問
詩
に
お
け
る
韓
門
の
受 

髙 

橋 

幸 

吉 
** 

(

一
三･

三) 

容
─ 
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慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要 

中
国
研
究 

六 
 

『
中
国
図
書
』
木
山
書
評
に
答
え 

併
せ
て
若
干
の
問
題 

長 

堀 

祐 

造 
** 

(

一
三･

三) 

に
つ
い
て 

 
  
 
 
 

〃 

孫
瑜
映
画
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー 

─
一
九
三
〇
年
代
作
品
の 

吉 

川 

龍 

生 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男
性
表
象
を
中
心
に
─ 

 
 

言
語
と
交
流
研
究
会 

言
語
と
交
流 

一
五 

 

日
本
語
構
造
伝
達
文
法
の
中
国
語
へ
の
適
用 

―
主
述
句 

蒋 
 
 

家 

義 

506 
(

一
二･

七) 

の
記
述
的
研
究
― 

 
 

小
出
記
念
日
本
語
教
育
研
究
会 

論
文
集 

 

韓
国
人
と
中
国
人
日
本
語
学
習
者
に
よ
る
音
象
徴
語
の
意 

飯 

田 

香 

織 

515 

二
一 

(

一
三･

三) 

味
理
解 

玉 

岡 

賀
津
雄 

  
 
 
 

〃 

中
国
語
母
語
話
者
と
韓
国
語
母
語
話
者
の
日
本
語
テ
キ
ス 

大 

和 

祐 

子 

521 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ト
の
読
み
処
理
に
お
け
る
言
語
的
類
似
性
の
影
響 

玉 

岡 

賀
津
雄 

 

高
知
大
学
国
語
国
文
学
会 

高
知
大
国
文 

 

上
海
の
広
東
人 

―
穆
時
英
の
小
説
か
ら 

高 

橋 
 
 

俊 

二
二
一 

四
四 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

甲
南
大
学 

言
語
と
文
化 

一
六 

(

一
二･

三) 

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
老
舎
『
茶
館
』
北
京
人
民
芸
術
劇
院
舞 

石 

井 

康 

一 

528 
 

台
考(

二
〇
〇
九-
二
〇
一
一) 

 
 

神
戸
大
学 

国
際
文
化
学 

二
五 

(

一
二･

三) 

サ
変
動
詞
と
対
応
す
る
中
国
語
の
品
詞
性 

熊 
 
 
 
 

薇 

532 
 

神
戸
大
学
文
学
部 

国
文
論
叢 

四
三 

  

日
本
語
願
望
表
現
の
用
法
再
考 

―
小
説
の
中
国
語
訳
を 

米 

澤 
 
 

優 

539 
(

一
〇･

一
二) 

手
が
か
り
に
― 

 
 

神
戸
市
外
国
語
大
学
外
国
学
研
究
所 

外
国
学 

九
寨
溝
口
内
外
藏
語
語
音
面
貌 

(
原
文
は
簡
体
字) 

鈴 

木 

博 

之 

548 

研
究 

八
三 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

北
方
方
言
〝
蚯
蚓
〟
的
対
応
詞(

二
完) 

太 

田 
 
 

齋 

568 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
 

神
戸
市
外
国
語
大
学
外
国
学
研
究
所 

研
究
叢 

韻
書
と
等
韻
図 

Ⅰ 

太 

田 
 
 

斎 
* 

書 

五
二 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
科
論
集 

一
四 

  

日
中
両
言
語
に
お
け
る
受
身
文
の
使
用
範
囲
の
差
異
と
そ 
古 

賀 

悠
太
郎 

591 
(

一
一･

一
一) 

の
原
因
に
つ
い
て 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
語
の
思
考
動
詞
「
想
」
に
つ
い
て 

孫 
 
 

樹 

喬 

598 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

一
五 

(

一
二･

六) 

意
志
・
願
望
表
現
の
「
要
」
に
つ
い
て 

―
日
本
語
の
意 

孫 
 
 

樹 
喬 

607 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

志
・
願
望
表
現
と
の
対
照
― 

 
 

神
戸
女
子
大
学
文
学
部
紀
要 

四
五 

 

尺
牘
資
料
『
玉
堂
尺
牘
彙
書
』
に
お
け
る
助
数
詞(

量
詞) 

三 

保 

忠 

夫 
二
二
七 

(

一
二･

三) 

の
考
察 

 
 

神
戸
親
和
女
子
大
学
児
童
教
育
学
研
究 

三
〇 

中
国
人
作
家
に
よ
る
絵
本
「
荷
花
鎮
的
早
市
」
に
つ
い
て 

矢 

野 

日
出
子 

616 
 

神
戸
親
和
女
子
大
学
教
育
専
攻
科
紀
要 

 

の
一
考
察 

 

一
五 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
二
分
冊
（
文
学
・
語
学
）
下 

 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
二-

九 
 

中
国
雲
南
省
大
理
白
族
の
「
大
本
曲
」
の
概
説
と
紹
介 

 

立 

石 

謙 

次 

一 
(

一
一･

九) 

―
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
― 

 
 

國
學
院
大
學
紀
要 

五
〇 

(
一
二･

二) 
｢

す
な
わ
ち｣

考 

大 

橋 

由 

美 

九 
  
 
 
 

〃 

菅
原
道
真
の
桜
花
詠 

―
寛
平
期
宇
多
朝
に
お
け
る
『
菅 

笹 

川 
 
 

勲 

二
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家
文
草
』
巻
五
・
三
八
四
番
詩
の
位
相
― 

 
 

國
學
院
大
學
日
本
語
教
育
研
究 

一 
 

『
台
灣
語
學
案
内
』
の
対
訳
教
材
と
し
て
の
特
徴 

市 

川 

春 

樹 

1 
(

一
〇･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
士
舘
大
学
文
学
部
人
文
学
会 

国
士
舘
人
文 
明
代
徐
罵
掉
の
江
南
時
代 

─
文
徴
明
と
の
交
遊
と
洞
庭 

鷲 

野 

正 

明 

三
四 

学 

三 
(

一
三･

三) 

唱
和
詩
─ 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

宜
蘭
ク
レ
オ
ー
ル 

真 

田 

信 

治 

11 

ビ
ュ
ー 

三-

一 
(

一
三･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

簡 
 
 

月 

真 
 

駒
澤
大
学
外
国
語
論
集 

一
一 

(

一
一･

九) 

中
国
語
学
習
に
お
け
る
准
同
音
語
に
つ
い
て 

岩 

崎 
 
 

皇 

16 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

一
二 

(

一
二･

三) 
｢

漢
語
穴
音｣

を
立
体
化
す
る 

―｢

彩
色
音
節
表｣

が
め
ざ 

塩 

旗 

伸
一
郎 

24 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
も
の 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

一
三 

(

一
二･

九) 

中
国
語
の
音
声
学
習
に
つ
い
て 

岩 

崎 
 
 

皇 

32 
 

駒
沢
女
子
大
学 

研
究
紀
要 

一
八 

 

横
光
利
一
『
上
海
』
に
描
か
れ
た
外
国
人
を
め
ぐ
る
一
考 

渋 

谷 

香 

織 

四
二 

(

一
一･

一
二) 

察 

―
井
東
憲
を
視
座
に
― 

 
 

埼
玉
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
博
士
後
期 

『
鉄
旗
陣
』
と
『
昭
代
簫
韶
』 

大 

塚 

秀 

高 
* 

課
程
紀
要 

日
本
ア
ジ
ア
研
究 

一
〇 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

埼
玉
学
園
大
学
紀
要 

人
間
学
部
篇 

一
一 

 

近
江
朝
漢
詩
文
の
思
想
理
念 
胡 

 
 

志 

昂 

四
七 

(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集 

 

杜
甫
の
詩
と
生
活(

二) 
(

現
代
文
に
よ
る
新
し
い
訓
読 

古 
川 

末 

喜 

五
二 

一
六-

二 
(

一
二･

一) 

の
試
み 

―
漢
文
教
育
の
一
探
求
と
し
て) 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

一
七-

一 
(

一
二･

八) 

杜
甫
の
詩
と
生
活(

三) 
(

現
代
文
に
よ
る
新
し
い
訓
読 

古 

川 

末 
喜 

六
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
試
み 

―
漢
文
教
育
の
一
探
求
と
し
て) 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

一
七-

二 
(

一
三･

一) 

杜
甫
の
詩
と
生
活(

四) 

─｢

現
代
訓
読
文｣

で
漢
詩
を 

古 

川 

末 

喜 
七
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
む(

漢
文
教
育
の
一
探
求
と
し
て) 

 
 

札
幌
国
際
大
学
紀
要 

四
三 

(

一
二･

三) 
Pedagogical Im

plications of the L1 Lem
m

a 
 

K
oji Takeuchi 

 

38 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

M
ediation H

ypothesis for Vocabulary A
cquisition 

 
 

静
岡
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
紀
要 

六 
  

中
国
語
話
者
の
た
め
の
日
本
語
教
材
に
お
け
る
存
在
文
に 

案 

野 

香 

子 

41 
(

一
二･

三) 

つ
い
て 

―
中
国
語
の｢

里(

li)｣

と
日
本
語
の｢

中｣
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
中
心
に
― 

 
 

実
践
国
文
学
会 

実
践
国
文
学 

七
七 

  

宮
沢
賢
治
と
黄
瀛 

―
詩
的
邂
逅
の
意
義
― 

栗 

原 
 
 

敦 

九
三 

(

一
〇･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

七
九 

(

一
一･

三) 

佐
藤
春
夫
『
南
方
紀
行
』
の
中
国
近
代(

一) 

―
一
作
家 

河 

野 

龍 

也 

九
九 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
見
た
軍
閥
割
拠
の
時
代
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

八
〇 

(

一
一･

一
〇) 

消
え
な
い
足
あ
と
を
求
め
て 

―
台
南
酔
仙
閣
の
佐
藤
春 

河 

野 

龍 

也 

一
〇
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夫
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

八
二 
(

一
二･

一
〇) 

佐
藤
春
夫
『
南
方
紀
行
』
の
中
国
近
代(

二) 

―
柔
州
訪 

河 

野 

龍 

也 

一
一
七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問
先
の
こ
と
― 

 
 

島
根
大
学
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー 

外
国
語
教 

漢
日
〝
一
量
名
〟
否
定
格
式
対
比
研
究 

王 
 
 
 
 

欣 

46 

育
セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

五 
(

一
〇･

三) 
(

原
文
は
簡
体
字) 

劉 
 
 

富 

華 
 

下
関
市
立
大
学
論
集 

五
五-

三 
(

一
二･

一) 

漢
字
力 

―
留
学
生(

中
国
語
母
語
話
者)

を
対
象
と
し
て 

中 

野 

琴 

代 

54 
 

― 
 



(55-2下) 
22 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
一-

二 

地
名
の
変
容
と
中
国
社
会 

―
北
京
胡
同
名
の
社
会
言
語 

曹 
 
 

偉 

琴 

64 
(

〇
九･

二) 

学
的
考
察
― 

 
 

上
智
大
学 

SO
PH

IA
 LIN

G
U

ISTIC
A
 
59 

U
nveiling ʻInvisibleʼ C

onflict Signals in 
 

Lisa  
 

72 
(

一
一･) 

a Japanese-C
hinese Interaction

 
 FAIRBROTHER

 
 

昭
和
薬
科
大
学
紀
要 

人
文
・
社
会
・
自
然 

 

否
定
語
の
解
釈
と
そ
の
用
法
に
つ
い
て 

―
中
国
語
と
日 

臧 
 
 

世 

俊 

83 

四
六 

(

一
二･

二) 

本
語
と
の
比
較
を
中
心
に
― 

 
 

成
蹊
人
文
研
究 

二
一 

(

一
三･

三) 

大
窪
詩
佛
『
ト
居
集
巻
之
上
』
注
釈 

山 

口 
 
 

旬 
* 

 

成
蹊
大
学 

成
蹊
法
学 

七
八 

(

一
三･

六) 

魯
迅
五
四
時
期
に
お
け
る
〝
人
〟
の
思
想
と
そ
の
現
代
的 

湯 

山 

ト
ミ
子 

89 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意
義 

 
 

成
城
大
学 

成
城
文
芸 

二
二
四 

(

一
三･

九) 
『
菁
華
抄
』(

一) 

後 

藤 

昭 

雄 

一
二
七 

 

西
南
学
院
大
学 

国
際
文
化
論
集 

二
六-

二  

巴
金
『
資
本
主
義
か
ら
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
へ
』
の
成
立
過
程 

新 

谷 

秀 

明 

106 
(

一
二･

三) 

に
関
す
る
ノ
ー
ト 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 

二
七-

二 
(

一
三･

三) 

中
文
新
詞
日
語
翻
訳
的
資
料
收
集
和
研
究(

二)

Ｇ
‐
Ｍ 

曹 
 
 

培 

林 
* 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

原
文
は
簡
体
字) 

新 

谷 

秀 

明 
  
 
 
 

〃 
 
 
 

二
八-

一 
(

一
三･

一
〇) 

中
文
新
詞
日
語
翻
訳
的
資
料
收
集
和
研
究(

三)

Ｎ
‐
Ｔ 

曹 
 
 

培 

林 
* 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

原
文
は
簡
体
字) 

新 

谷 

秀 

明 
 

専
修
大
学
外
国
語
教
育
論
集 

三
九 

 

漢
語
サ
変
動
詞
の
日
中
対
比 

吉 

田 

雅 

子 

114 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

創
価
大
学
文
学
部 

創
大
中
国
論
集 

一
六 

 

『
類
篇
』
反
切
札
記(

下) 

水 

谷 
 
 

誠 

123 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
東
文
化
大
学
語
学
教
育
研
究
所 

語
学
教
育 

〝
会
Ｖ
一
点
儿
〟
に
つ
い
て 

小
栗
山 
 
 

恵 

131 

研
究
論
叢 

二
九 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

《
碧
巌
録
》
動
補
結
構
特
点
及
〝
Ｖ
＋
得
＋
将
＋
Ｃ
〟
趨 

蔡 
 
 
 
 

娟 

136 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

向
式
的
歴
史
演
変 

(

原
文
は
簡
体
字) 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

三
〇 

(

一
三･

二) 

〝
被
字
句
〟
の
中
の
「
動
詞
＋
そ
の
他
」
に
つ
い
て 

高 
橋 

弥
守
彦 

141 
 

高
千
穂
大
学 

高
千
穂
論
叢 

四
七-

二 
 

重
複
を
表
す
〝
吉
〟
と
〝
再
〟
に
つ
い
て 

安 

本 
真 

弓 

153 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

拓
殖
大
学
言
語
文
化
研
究
所 

語
学
研
究 

 

談
漢
日
比
較
句
〝
他
的
年
紀
比
我
大
〟 

和
〝
彼
の
年
齢 

平 

山 

邦 
彦 

160 

一
二
七 

(

一
二･

一
二) 

は
私
よ
り
上
だ
〟 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
 

筑
紫
女
学
園
大
学
・
筑
紫
女
学
園
大
学
短
期
大 

台
湾
現
代
文
学
《
土
地
と
霊
魂
》
の
創
作
意
識
に
つ
い
て 

石 
 
 

其 

琳 
166 

学
部 

紀
要 

八 
(

一
三･

一) 
 

 
 

筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部 

人
間
文
化 

台
湾
現
代
文
学
者
王
幼
華
の
作
家
人
生
と
創
作
観
に
つ
い 

石 
 
 

其 

琳 

173 

研
究
所
年
報 

二
三 

(

一
二･

八) 

て 
 

 

千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要 

六
〇 

  

杜
甫
、｢

遣
興
五
首｣

其
三

｢

陶
潜
避
俗
翁｣

詩
に
つ
い
て 

加 

藤 
 
 

敏 

一
三
八 

(

一
二･

三) 
 

 
 

中
央
大
学 

人
文
研
紀
要 

七
七 

 

中
華
人
民
共
和
国
の
言
語
法
「
広
東
省
国
家
通
用
言
語
文 

小 

田 
 
 

格 
* 

(

一
三･

一
〇) 

字
規
定
」
に
つ
い
て 

―
漢
語
方
言
の
使
用
規
制
に
関
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
規
定
を
中
心
に
― 

 
 

中
央
大
学 

大
学
院
研
究
年
報 

四
一 

文
学 

顔
延
之
「
五
君
詠
」
と
そ
の
模
擬
詩
に
つ
い
て 

河 

野 

哲 

宏 

一
四
三 

研
究
科
篇 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

洪
峰
の
実
験
的
作
品
に
お
け
る
語
り
の
技
法
と
語
り
手
の 

遠 

藤 

佳
代
子 

180 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意
識 

 
 

中
京
大
学 

文
化
科
学
研
究 

四
四 

 

『
詞
源
』
鈔
本
紹
介 

松 

尾 

肇 

子 

一
五
一 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 

『
詞
源
』
卷
上
「
陽
律
陰
呂
合
聲
圖
」
考 

―
そ
の
二
重 

明 

木 

茂 

夫 

一
五
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

循
環
の
意
味
す
る
も
の
― 

 
 

中
京
大
学 

文
学
部
紀
要 

四
六-

二 
 

裴
子
野
「
雕
虫
論
」
札
記 

福 

井 

佳 

夫 

一
六
四 

(

一
二･

三) 
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中
京
大
学 
文
学
部
紀
要 

四
七-

二 
 

鍾
偬
「
詩
品
序
」
の
文
章
に
つ
い
て(

付
札
記) 

福 

井 

佳 

夫 
* 

(

一
三･

三) 
 

 
 

中
国
古
典
学
会 
中
国
古
典
研
究 

五
三 

  
｢

杜
子
春
傳｣

臆
説 

赤 

井 

益 

久 
** 

(

〇
八･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

曹
植
「
洛
突
賦
」
小
考 

鈴 

木 

崇 

義 
** 

 

朝
鮮
学
会 

朝
鮮
学
報 

二
二
〇 

(
一
一･

七) 

張
赫
宙
の
日
本
語
小
説
『
開
墾
』
に
お
け
る
満
洲
開
拓
イ 

安 
 
 

志 

那 

一
七
七 

 

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
展
開 

 
 

筑
波
大
学
外
国
語
セ
ン
タ
ー 

外
国
語
教
育
論 

〝
柾
个
＋
人
名
〟
と
「
こ
の
＋
人
名
」
の
現
場
指
示
用
法
に 

池 

田 
 
 

晋 

189 

集 

三
四 

(

一
二･

三) 

つ
い
て 

 
 

筑
波
大
学 

図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究 

 
周
作
人
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
受
容 

―
兼
好
の
影
響
を 

韓 
 
 

玲 

姫 

198 

九-

一 
(

一
一･

一
一) 

中
心
に
― 

綿 

抜 

豊 

昭 
 

電
気
通
信
大
学
紀
要 

二
二-

一 
(

一
〇･

二) 

融
和
へ
向
か
う
清
代
詩
学
に
つ
い
て 

―
王
士
禎
か
ら
沈 

范 
 
 

建 

明 

一
九
二 

 

徳
潜
へ
― 

 
 

天
理
大
学 

外
国
語
教
育
―
理
論
と
実
践
― 

入
門
中
国
語
教
材 
―
授
業
に
参
加
し
や
す
い
練
習
問
題 

澤 

田 

啓 

二 

203 

三
八 

(

一
二･

三) 

の
検
討 

 
 

天
理
大
学
中
国
文
化
研
究
会 

中
国
文
化
研
究 

｢

上
海
文
学｣

と
そ
の
同
人
た
ち 

―
戦
時
上
海
邦
人
文
学 

趙 
 
 

夢 

雲 

一
九
九 

 

二
七 

(

一
一･

三) 

活
動
研
究
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
― 

 
 

東
海
大
学
紀
要 

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー 

三 
 

日
中
両
語
に
お
け
る
動
詞
の
自
他
の
対
応
に
つ
い
て 

 

北 

村 

よ 

う 

213 
(

一
三･

三) 

―
存
在
文
の
場
合
― 

 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
四 

(

一
三･

九) 

現
代
中
国
語
語
気
詞
「
斟(

ａ)

」
の
疑
問
文
末
用
法 

 

王 
 
 
 
 

瓊 

220 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
コ
ー
パ
ス
に
基
づ
く
考
察 

 
 

東
京
大
学
総
合
文
化
研
究
科 

言
語
情
報
科
学 

現
代
中
国
語
に
お
け
る
〝
支
Ｖ
〟
構
造
の
意
味
と
機
能 

神 

谷 

智 

幸 

230 
 

一
〇 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要 

一
六
四 

 

『
祖
堂
集
』
の
基
礎
方
言 
衣 

川 

賢 

次 
* 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
大
学
大
学
院 

ア
ジ
ア
地
域
文
化
研
究 

 
M

om
ent in Peking

に
描
か
れ
た
「
中
国
」 

範 
 
 

麗 

雅 

239 

八 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
外
国
語
大
学 

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語 

カ
ム
チ
ベ
ッ
ト
語Sangdam

方
言
の
音
声
分
析
と
そ
の
方 

鈴 

木 

博 
之 

253 

文
化
研
究 

八
三 

(

一
二･

三) 

言
特
徴 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
記
述
言
語
学
論
集 

思
言 

 

日
中
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
述
語
用
法
の
諸
特
徴
に
関
す
る
対
照 

黄 
 
 
 
 

慧 
264 

六 
(

一
〇･

一
〇) 

研
究 

―
辞
書
の
用
例
を
用
い
た
予
備
調
査
― 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
語
学
研
究
所 

語
学
研
究
所 

中
国
語 

三 

宅 

登 

之 

276 

論
集 

一
六 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

一
八 

(

一
三･

三) 

中
国
語 

三 

宅 

登 

之 

279 
 

東
京
外
国
語
大
学
論
集 

八
三 

(

一
一･

一
二) 

朝
鮮
時
代
の
近
世
中
国
語
の
「
翻
訳
」
に
つ
い
て 

伊 

藤 

英 

人 

286 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

八
四 

(

一
二･

七) 

中
国
語
の
小
説
を
構
成
す
る
文
の
叙
述
の
タ
イ
プ 

加 

藤 

晴 

子 

297 
 

同
志
社
大
学
言
語
文
化
学
会 

言
語
文
化 

 

柳
詩
注
訳(

其
十
三) 

小 

池 

一 

郎 
* 

一
五-

二･

三 
(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

同
志
社
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
会 

紀 

柳
詩
注
訳(

其
十
四) 

小 

池 

一 

郎 

305 

要 

一 
(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同
志
社
女
子
大
学 

学
術
研
究
年
報 

六
三 

 

『
桑
華
蒙
求
』
概
略
・
出
典
覚
書(

上
巻) 

本 

間 

洋 

一 

二
一
三 

(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
北
大
学
言
語
学
論
集 

二
〇 

(

一
一･

一
二) 

中
国
朝
鮮
族
児
童
の
L2
習
得
に
よ
る
L1
使
用
へ
の
影
響
に 

金 
 
 

春 

香 

323 
 

つ
い
て 

金 
 
 

情 

浩 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千 

種 

眞 

一 
 

東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー 

東
北 

近
代
モ
ン
ゴ
ル
語
辞
典
の
成
立
過
程 

 

栗 

林 
 
 

均 

330 

ア
ジ
ア
研
究 

一
六 

(

一
二･

二) 

―
清
文
鑑
か
ら
『
蒙
漢
字
典
』
へ 

 



(55-2下) 
24 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

接
辞
性
字
音
語
基
の
造
語
力 

―｢

者｣
｢

家｣
｢

人｣

を
対 

曽 
 
 
 
 

睿 

341 
 

言
語
科
学
論
集 

一
六 

(

一
二･

一
二) 

象
と
し
て
― 

 
  
 
 
 

〃 

日
本
語
の
複
合
動
詞
「
～
こ
む
」
類
と
中
国
語
の
複
合
動 

王 
 
 

秀 

英 

347 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詞
〝
～
貝
／
入
〟
類
と
の
対
照
研
究 

―
認
知
意
味
論
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
― 

 
 

東
北
大
学
大
学
院 

国
際
文
化
研
究
科
論
集 

 

近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三
言
』
所
収
篇
の 

勝 

山 
 
 

稔 

二
二
九 

一
九 

(

一
一･

一
二) 

受
容
に
つ
い
て 

―
増
田
渉
の
事
例(

一
九
二
七)

を
中
心 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
し
て
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

二
一 

(

一
三･

一
二) 

井
上
紅
梅
の
養
家
「
井
上
商
店
」
の
記
録
に
つ
い
て 

 

勝 

山 
 
 

稔 

二
三
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
井
上
紅
梅
に
関
す
る
事
跡
研
究
の
一
環
と
し
て
― 

 
 

東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所 

研
究
年
報 

 
日
中
翻
訳 

―
《
天
声
人
語
》(

二
〇
一
二
・
七
・
二
九)

 

続 
 
 

三 

義 

353 

四
七 

(

一
三･

二) 

的
漢
語
訳
文
分
析
― 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
 

東
洋
大
学
人
間
科
学
総
合
研
究
所
紀
要 

一
三 

日
本
語
と
中
国
語
の
名
詞
述
語
文
に
見
ら
れ
る
共
通
点
と 

王 
 
 

亜 

新 

360 
(

一
一･

三) 

相
違
点 
―
〝
盾
是
他(

誰
が
彼
か)

？
〟
等
の
誤
用
分
析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
通
じ
て
― 

 
 

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要 

六
五 

日
本
文
学
文 

横
光
利
一
『
上
海
』
の
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ 

石 

田 

仁 

志 
 

二
四
六 

化
篇 

文
学
論
藻 

八
六 

(

一
二･

二) 

―
表
象
の
論
理
― 

 
 

東
洋
大
学
大
学
院
紀
要 

四
八 

文
学
研
究
科 

『
古
今
』
と
張
愛
玲 

―
作
品
掲
載
の
背
景
― 

田 

中 

路 

子 

367 
 

哲
学
・
仏
教
学
・
中
国
哲
学
・
英
文
学
・
史 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学
・
教
育
学
・
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

攻 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

徳
島
文
理
大
学
研
究
紀
要 

八
六 

(

一
三･

九) 

漢
詩
研
究
─
唐
代
詩 

高 

畑 

常 

信 

二
五
六 

 

獨
協
大
学
外
国
語
学
部 

マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ 

辞
典
語
釈
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
動
詞
〝
拿
〟
で
試
み
る 

武 

信 
 
 

彰 

373 

ェ
ル
サ
リ
ス 

一
三-

二 
(

一
二･

三) 
 

 
 

富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要 

五
六 

(

一
二･

二) 

雑
誌
『
小
天
地
』(

一
九
四
四
‐
一
九
四
五)

考 
梁 

 
 

有 

紀 

380 
  
 
 
 

〃 

『
楚
辞
』
に
お
け
る
「
南
国
」
意
識 
大 
野 

圭 

介 

二
七
六 

  
 
 
 

〃 

イ
プ
セ
ン
『
人
形
の
家
』
を
め
ぐ
る
森
入
外
と
魯
迅 
 

金 
子 
幸 

代 

二
八
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
魯
迅
生
誕
一
三
〇
年
に
寄
せ
て
― 

 
 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

付
与
・
付
加
を
表
わ
す
機
能
動
詞
の
日
中
対
照
研
究 

朱 
 
 

薇 
娜 

393 

学 

二
四 

(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

〝(

是)

Ｖ
Ｐ
的
〟
結
構
中
〝
是
〟
与
〝
的
〟
的
詞
性
及
語
法 

森 
 
 

友 

佳 
403 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意
義 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

二
六 

(

一
三･

一
二) 

中
国
人
日
本
語
学
習
者
に
よ
る
語
彙
・
文
法
知
識
か
ら
述 

初 
 
 

相 

娟 

412 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部
構
造
の
理
解
を
仲
介
と
し
た
読
解
へ
の
因
果
関
係
モ
デ 

玉 

岡 

賀
津
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ル
の
検
証 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
語
話
者
に
お
け
る
日
本
語
の
有
対
動
詞
の
自
動
詞
・ 

杉 

村 
 
 

泰 

422 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

他
動
詞
・
受
身
の
選
択
に
つ
い
て 

―
動
作
主
の
不
注
意 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
よ
る
対
象
の
変
化
を
表
す
場
合
― 

 
 

名
古
屋
大
学 

多
元
文
化 

一
二 

(

一
二･

三) 

中
国
語
に
お
け
る
〈
恋
愛
〉
の
メ
タ
フ
ァ
ー
に
関
す
る
一 

韓 
 
 
 
 

涛 

431 
 

考
察 

―
認
知
メ
タ
フ
ァ
ー
理
論
の
立
場
か
ら
― 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
論
集 

 

マ
レ
ー
シ
ア
華
文
文
学
の
周
辺
―
具
体
的
な
作
品
の
分
析 

楊 
 
 

暁 

文 
*** 

三
四-

二 
(

一
三･

二) 

を
手
が
か
り
に 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 

三
五-

一 
(

一
三･

一
一) 

李
天
葆
論 

楊 
 
 

暁 

文 
*** 

 

名
古
屋
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部 

紀
要 

 

張
愛
玲
「
沈
香
屑 

第
一
炉
香
」
再
読 

蟹 

江 

静 

夫 

438 

四
二 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

四
三 

(

一
二･

八) 

程
度
副
詞
〝
更
〟
と
〝
吉
〟
に
つ
い
て 

謝 
 
 
 
 

平 

448 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

四
四 

(

一
三･

二) 

魯
迅
翻
訳
の
「
蘇
俄
的
文
芸
政
策
」
に
関
す
る
ノ
ー
ト 

 

中 

井 

政 

喜 

456 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

上) 
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名
古
屋
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部 

紀
要 

 

魯
迅
翻
訳
の
「
蘇
俄
的
文
芸
政
策
」
に
関
す
る
ノ
ー
ト 

 

中 

井 

政 

喜 

467 

四
五 

(

一
三･
八) 

(

下) 
 

 

名
古
屋
学
院
大
学
論
集 

言
語
・
文
化
篇 

 

現
代
の
ホ
メ
ロ
ス
に
訊
く 

―
中
国
キ
ル
ギ
ス
族
の
語
り 

ア
デ
ィ
ル
・
ジ
ュ 

481 

二
三-

二 
(

一
二･

三) 

手
ジ
ュ
ス
プ
・
マ
マ
イ
訪
問
談
― 

マ
ト
ゥ
ル
デ
ィ 

 
 

 
 
 
 
 

／
著 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
脇 

隆
夫
／
訳 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

二
四-

二 
(

一
三･

三) 

Ｊ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
東
語
カ
バ
ー
曲
に
お
け
る
声
調
の
楽
音
へ 

樋 

口 

勇 

夫 

488 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
影
響(

三) 
 

 

奈
良
大
学
紀
要 

四
〇 

(

一
二･

三) 

長
江
文
学
会
「
土
曜
文
芸
」『
長
江
文
学
』
細
目 

 

木 

田 

隆 

文 

二
九
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
日
本
統
治
下
上
海
の
邦
語
文
芸
雑
誌
一
斑
― 

 
 

奈
良
産
業
大
学
紀
要 

二
八 

(

一
二･

一
二) 
近
世
中
国
語
シ
ソ
ー
ラ
ス
研
究 

―〝
知
道
〟
、〝
曉
得
〟 

植 

田 
 
 

均 

510 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等
― 

 
  
 
 
 

〃  
 
 
 

二
九 

(

一
三･

三) 

中
国
近
世
語 

分
類
語
彙
表 

作
成
構
想 

(

一) 

植 

田 
 
 

均 

521 
 

奈
良
産
業
大
学
地
域
公
共
学
総
合
研
究
所
年
報 

中
国
語
シ
ソ
ー
ラ
ス
研
究(R

A
RT 1

) 

植 

田 
 
 

均 

538 
 

三 
(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
二
分
冊
（
文
学
・
語
学
）
増
刊 

 

鳴
門
教
育
大
学 

語
文
と
教
育 

二
六 

 

唐
詩
に
お
け
る
曹
植
・
丕
詩
の
影
響
に
つ
い
て 

―
李
白 

上 

野 

裕 

人 

一 
(

一
二･

八) 

の
詩
「
感
興
」
八
首
な
ど
を
中
心
に
し
て
― 

 
 

南
山
大
学 

ア
カ
デ
ミ
ア 
文
学
・
語
学
編 

 

蘇
軾
詩
注
解(

十
二) 

山 

本 

和 

義 

六 

九
三 

(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
五
名 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

 

九
四 

(
一
三･

六) 

蘇
軾
詩
注
解(

十
三) 

山 

本 

和 

義 

二
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
五
名 

 

新
潟
大
学 

東
ア
ジ
ア
―
歴
史
と
文
化
― 

 
明
治
漢
学
の
余
緒 

―
魯
迅
『
中
国
小
説
史
略
』
を
中
心 

盧 
 
 

守 

助 

1 

二
一 

(

一
二･

三) 
に
― 

 
 

新
潟
大
学
大
学
院
現
代
社
会
文
化
研
究
科 

言 

台
湾
語｢

有
＋
Ｖ
Ｐ｣

と
日
本
語｢

Ｖ
＋
テ
ア
ル｣

と
の
対 

陳 
 
 

麗 

君 

15 

語
の
普
遍
性
と
個
別
性 

三 
(

一
二･

二) 

照
研
究 
―
構
文
・
意
味
を
中
心
に
― 

 
 

二
松
学
舎
大
学 

人
文
論
叢 

八
九 

 
｢

飲
冰
室
詩
話｣
に
み
る
尊
師
の
贈
詩 

―
梁
啓
超
に
贈
ら 

細 

川 

直 

吉 

四
一 

(

一
二･

一
〇) 

れ
た
康
有
為
と
黄
遵
憲
の
詩 

 
 

二
松
学
舎
大
学
大
学
院 

二
松 

二
五 

  

『
楚
辭
』
九
歌
攷 

吉 

井 

涼 

子 

五
五 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

 

二
六 

(

一
二･

三) 

『
詩
經
』
檜
風
・
素
冠
篇
に
就
い
て 

家 

井 
 
 

眞 

七
〇 

  
 
 
 

〃 

卜
辞
の
語
法
系
統
に
つ
い
て
の
研
究
二 

―
卜
辞
に
お
け 

長
谷
川 

良 

純 

24 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
時
間
詞
の
と
り
方
か
ら
考
え
る 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

 

二
七 

(

一
三･

三) 

『
詩
經
』
好
人
攷 

遠 

藤 

寛 

朗 

八
三 

 

日
本
学
生
支
援
機
構 

日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー 

動
作
動
詞
の
日
中
対
照
研
究 

｢

は
ぐ｣

・｢

は
が
す｣

と 

水 

落 

い
づ
み 

37 

紀
要 

八 
(

一
二･

七) 
｢

挙｣ 
 

 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

文
末
に
お
け
る
日
本
語
の
助
動
詞
「
タ
」
と
中
国
語
の
助 
侯 

 
 

仁 

鋒 

48 
 

一
四 

(

一
〇･

三) 

詞
〝
了
〟
の
対
訳
実
態
の
考
察 
冶 

 
 

文 

玲 
 

日
本
現
代
中
国
学
会 

現
代
中
国 

八
七 

 

遥
か
な
ユ
ー
ト
ピ
ア 

―
王
安
憶
『
弟
兄
們
』
に
お
け
る 

濱 
田 

麻 

矢 
** 

(

一
三･

九) 

レ
ズ
ビ
ア
ン
連
続
体
― 

 
  
 
 
 

〃 

高
行
健
『
一
個
人
的
聖
経
』
に
お
け
る
語
り
の
特
徴 

 

河 

村 

昌 
子 

** 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
残
さ
れ
た
一
人
称
― 

 
 

日
本
大
学
芸
術
学
部
紀
要 

五
六 

(

一
二･

九) 

林
芙
美
子
に
お
け
る
台
湾
、
中
国
、
満
州
、
朝
鮮 

 

山 

下 

聖 

美 
九
六 

 

―
基
礎
資
料
の
提
示
と
今
後
の
研
究
課
題
― 

 
 

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
研
究
年
報 

三
三 

 

日
本
語
語
彙
中
に
占
め
る
唐
話
語
彙
の
位
置
に
つ
い
て 

小
田
切 

文 

洋 

56 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部 

国
際
関
係
研
究 

 

白
居
易
の
共
感
覚
表
現
に
つ
い
て 

中 

元 

雅 

昭 

61 

三
二-

二 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
三
六 

  

長
谷
川
テ
ル
『
戦
う
中
国
に
て
』
を
読
む 

安 

元 

隆 

子 

一
〇
二 

(

一
〇･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所 

研
究 

酔
耕
堂
本
『
三
国
志
演
義
』
序
訳
注
及
び
解
題 

片 

倉 

健 

博 

一
一
四 

紀
要 

八
三 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
戦
時
・
戦
後
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ 

 

山 

口 
 
 

守 

65 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
マ
ル
チ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
利
用
し
た
「
日
本
・
中
国
・ 

 
 
 
 

他
三
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台
湾
・
韓
国
」
の
比
較
研
究 

 
 

日
本
大
学
法
学
部 

桜
文
論
叢 

八
二 

  

説
〝
就
〟〝
才
〟 

(

原
文
は
簡
体
字) 

萬 
 
 

清 

華 

73 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
工
業
大
学
研
究
報
告 

四
一-

四 
 

中
国
語
学
習
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

呉 
 
 

志 

良 

81 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
女
子
大
学
紀
要 

文
学
部 

六
二 

  

〝
跋
渉
〟
へ
の
旅
立
ち 

―
蕭
紅
『
商
市
街
』
抄
訳
― 

平 

石 

淑 

子 

83 
(

一
三･

三) 
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日
本
中
国
語
学
会 

中
国
語
学 

二
六
〇 

  

漢
語
的
核
心
重
音 

馮 
 
 

勝 

利 
** 

(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

強
勢
層
級
拡
張
与
詞
語
概
念
整
合
的
互
補
効
応  

呉 
 
 

為 

善 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
  
 
 
 

〃 

従
〝
大
批
判
〟
与
〝
很
大
批
判
〟
的
対
立
看
単
双
音
動
詞 

王 
 
 

麗 

娟 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

的
句
法
功
能 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
  
 
 
 

〃 

〝
軽
清
重
濁
〟
重
議
：
以
詩
律
為
中
心 

蕭 
 
 

振 

豪 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
  
 
 
 

〃 

元
曲
元
刊
本
に
お
け
る
〈
怺
〉 

―
人
称
代
名
詞
の
歴
史
変 

宮 

下 

尚 

子 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

化
の
一
断
面
― 

 
  
 
 
 

〃 

ド
イ
ツ
の
博
物
学
者
が
一
八
二
二
年
に
記
し
た
粤
語
音 

吉 

川 

雅 

之 
** 

  
 
 
 

〃 

漢
語
南
方
方
言
指
示
代
詞
發
展
趨
向
試
析 

―
從
地
理
分 

陳 
 
 

怡 

君 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

布
及
語
法
化
角
度
的
觀
察 

 
  
 
 
 

〃 

心
理
的
不
許
容
を
表
す
可
能
補
語
形
式
〈
知
覚
動
詞
―
不 

福 

田 
 
 

翔 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

得
〉 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

九
四 

台
湾
の
大
学
に
お
け
る
日
本
語
作
文
指
導
に
関
す
る
一
考 

施 
 
 

信 

余 

92 
(

一
〇･

一
一) 

察 

―
淡
江
大
学
の
実
態
調
査
を
中
心
に
― 

江 
 
 

邑 

薫 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

一
〇
二 

(

一
二･

六) 

漢
語
の
読
み
理
解
と
意
味
理
解
に
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
果
た 

平 

川 

彩 

子 

98 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
役
割 

 
 

人
間
環
境
大
学 

人
間
と
環
境 

二 
 

『
論
語
』
に
見
る
漢
文
の
構
造 

渡 
 
 

昌 

弘 

一
二
一 

(

一
一･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

梅
光
学
院
大
学 

論
集 

四
五 

(

一
二･

一) 

対
外
漢
語
語
音
教
学
中
的
音
節
問
題 

(

原
文
は
簡
体
字) 

馮 
 
 

戦 

兵 

103 
 

八
戸
工
業
大
学
紀
要 

三
一 

(

一
二･

三) 

老
舎
『
王
老
虎
』
試
論 
渡 

辺 

武 

秀 

109 
 

花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要 

四
四 

 

祖
堂
集
語
法
研
究
瑣
談 
衣 
川 

賢 

次 

118 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

浜
松
大
学
研
究
論
集 

二
四-

一 
(

一
一･

一
二) 

夫
婦
呼
称
の
中
日
比
較 

張 
 
 
 
 

玉 

133 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

品
詞
と
意
味
に
お
け
る
二
重
誤
用
さ
れ
や
す
い
日
中
同
形 

王 
 
 

燦 
娟 

137 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

語
に
関
す
る
研
究 

 

一
六 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 

『
警
世
通
言
』
と
『
英
草
子
』
に
お
け
る
「
荘
生
鼓
盆
」
説
話 

崔 
 
 

香 

蘭 
151 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
利
用
法 

―
通
俗
性
か
ら
現
実
性
へ
の
変
容
― 

張 
 
 

紅 

艶 
  
 
 
 

〃 

否
定
表
現
「
不
」
の
文
法
機
能 

林 
 
 

楽 

常 

161 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

林 
 
 

楽 

青 
  
 
 
 

〃 

発
音
学
習
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
実
践
の
可
能
性 

 

穆 
 
 
 
 

紅 

171 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
中
国
人
日
本
語
学
習
者
の
言
語
学
習
観
の
分
析
を
通
し 

黄 
 
 

文 

瀾 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
― 

 
  
 
 
 

〃 

『
不
如
帰
』
の
近
代
漢
訳
史
に
関
す
る
考
察 

楊 
 
 

文 

瑜 

179 
  
 
 
 

〃 

日
本
語
と
中
国
語
の
再
帰
代
名
詞
に
つ
い
て 

―
意
味
と 

金 
 
 
 
 

晶 

188 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用
法
を
中
心
に
― 

 
  
 
 
 

〃 

日
中
広
告
言
葉
に
お
け
る
対
照
研
究 

―
シ
ン
タ
ッ
ク
ス 

趙 
 
 
 
 

嵐 

198 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
中
心
に
― 

 
  
 
 
 

〃 

日
台
両
国
の
あ
い
さ
つ
言
語
行
動
の
対
照
研
究 

―
校
内 

劉 
 
 

静 

慧 

213 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
の
出
会
い
の
場
面
を
中
心
に
― 

 
 

一
橋
大
学
大
学
院 

言
語
社
会 

六 
 

｢

チ
ワ
ン
・
プ
イ
『
文
字
聯
盟
』｣

と
言
語
学
者
セ
ル
ヂ
ュ 

テ 
 

グ 
 

ス 

一
二
六 

(

一
二･

三) 

チ
ェ
ン
コ
の
関
与
に
つ
い
て
の
再
検
討 

 
 

姫
路
獨
協
大
学 

教
職
課
程
研
究 

二
三 

  

中
国
語
の
断
り
に
お
け
る
表
現
選
択
と
伝
達
意
図
に
つ
い 

劉 
 
 
 
 

槨 
 

222 
(

一
三･

三) 

て 
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弘
前
大
学
人
文
学
部 

人
文
社
会
論
叢 

人
文 

叙
景
詩
と
詩
跡 

―
朱
熹
の
武
夷
山
を
詠
む
詩
を
手
掛
か 

李 
 
 
 
 

梁 

228 

科
学
篇 

二
七 

(
一
二･

二) 

り
に
し
て
― 

 
 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
学
攷 

 

浅
井
了
意
『
可
笑
記
評
判
』
と
仏
書
の
顔
淵
像 

末 

凛 

昌 

子 

一
三
四 

二
一
一 

(

一
一･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 
二
一
四 

(

一
二･

六) 
｢

目
的
語
残
存
受
身
文｣

に
お
け
る
目
的
語
残
存
の
条
件
に 

于 
 
 
 
 

康 

237 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
い
て 

―
中
国
語
と
の
対
照
と
い
う
視
点
か
ら
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

二
一
五 

(
一
二･

九) 

醍
醐
寺
蔵
『
探
要
法
花
験
記
』
日
本
・
中
国
両
部
の
比
較 

磯 

貝 

淳 

一 

一
四
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
和
化
漢
文
用
字
法
の
共
通
基
盤
解
明
に
向
け
て
― 

 
 

県
立
広
島
大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要 

七 
  

A
 C

om
parative Study on D

ictionary U
ses in  

Takayuki  
 

244 
(

一
二･

二) 
Literary and Expository R

eading 
 

N
ISH

IH
A

R
A
 

  
 
 
 

〃 

戦
後
台
湾
の
日
本
語
作
家
の
声 

黄
霊
芝
氏
イ
ン
タ
ヴ
ュ 

下 

岡 

友 

加 

一
四
九 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ー(
一) 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

 
 

八 
(

一
三･

三) 

戦
後
台
湾
の
日
本
語
作
家
の
声 

黄
霊
芝
氏
イ
ン
タ
ヴ
ュ 

下 

岡 

友 

加 

一
五
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ー(

二) 
 

 

広
島
市
立
大
学 

広
島
国
際
研
究 

一
九 

  

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て 

―
「
迷
惑
」
の
続
貂
― 

欒 
 
 

竹 

民 

251 
(

一
三･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

福
岡
大
学
人
文
論
叢 

四
四-

二 
(

一
二･

九) 
A

 C
ontrastive D

escription of the Ba-construction  
Tetsuya  

 

258 
 

in Standard C
hinese and X

ining D
ialect 

 
 
 K

aw
asum

i 
  
 
 
 

〃  
 
 
 

四
三-

三 
(

一
一･

一
二) 

漢
語
湟
源
方
言
の
舌
尖
母
音
化
に
つ
い
て 

川 

澄 

哲 

也 

263 
  
 
 
 

〃  
 
 
 

四
五-

一･

二 
(

一
三･

九) 

青
海
〝
花
儿
〟
用
韻
初
探 

―
以
流
行
于
西
寧
、
楽
都
一 

川 

澄 

哲 

也 

269 
 

帯
的
花
儿
為
例
― 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
 

福
岡
教
育
大
学
紀
要 

六
一 

一
分
冊 

文
科 

徐
楠
「
沈
周
・
唐
寅
『
落
花
』
詩
連
作
を
論
ず
」
訳
注 

藤 

井 

良 

雄 

一
六
三 

編 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

福
岡
教
育
大
学 

国
語
科
研
究
論
集 

五
三 

 

白
居
易
「
酔
吟
先
生
墓
誌
銘
」
考 

―
『
白
氏
文
集
』
所
収 
陳 

 
 
 
 

関 
 

一
七
一 

(

一
二･

二) 

の
偽
文
に
つ
い
て
― 

 
 

佛
教
大
学 

文
学
部
論
集 

九
六 

(

一
二･

三) 

明
治
時
代
に
お
け
る｢

食
人｣

言
説
と
魯
迅
の｢

狂
人
日
記｣ 

李 
 
 

冬 

木 

279 
  
 
 
 

〃 

第
一
次
全
国
文
学
芸
術
工
作
者
代
表
大
会
の
準
備
に
つ
い 

廝 

田 
正 
雄 

291 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て 
 

 

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要 

文
学
研
究
科
篇 

 
｢

二
十
四
孝｣

の
張
孝
張
礼
説
話
に
つ
い
て 

 

坪 

井 

直 

子 
一
七
六 

四
〇 

(

一
二･

三) 

―
説
話
交
替
の
問
題
― 

 
  
 
 
 

〃 

小
林
秀
雄
「
蘇
州
」
を
め
ぐ
っ
て 

陸 
 
 
 
 

艶 

一
八
二 

 

文
教
大
学 

文
学
部
紀
要 

二
五-

二 
 

領
台
初
期
の
台
湾
語
教
学(

一) 

樋 

口 
 
 

靖 

298 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

法
政
大
学
文
学
部
紀
要 

六
五 

(

一
二･

一
〇) 

韋
應
物 

悼
亡
詩
論(

承
前) 

―
潘
岳
の
哀
傷
作
品
と
の 

黒 

田 

真
美
子 

一
八
七 

 

関
わ
り
― 

 
 

北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校 

札
幌
国
語
研
究 

 

李
白
と
杜
甫
の
「
独
立
」
に
つ
い
て 

後 

藤 

秋 

正 

一
九
八 

一
七 

(

一
二･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 
｢

白
骨｣

を
詠
ず
る
詩
歌
の
系
譜 

―
杜
甫
を
中
心
に
、
蔡 

今 

村 

浩 

子 

二
〇
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浣
か
ら
陳
陶
ま
で
― 

 
 

北
海
道
文
教
大
学
論
集 

一
一 

(

一
〇･

三) 

中
国
語
教
育
に
お
け
る
「
表
現
法
」 

―
『
表
現
法
マ
ニ
ュ 

山 

内 

智
恵
美 

308 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
ル
』
を
中
心
に 

 
 

松
山
大
学 

言
語
文
化
研
究 

三
一-

一 
 

《
存
文
》〝
同
部
字
連
語
〟
考
釋 

張 
 
 

希 

峰 

312 
(

一
一･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

三
一-

二 
(

一
二･

三) 

《
存
文
》
所
見
〝
雙
聲
字
〟
考
釋 

張 
 
 

希 

峰 

324 
 

三
重
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
紀
要 

八 
  

中
間
言
語
語
用
論
に
基
づ
く
誤
用
か
ら
見
た
中
国
の
日
本 

趙 
 
 

康 

英 

336 
(

一
三･

三) 

語
教
育 

―
江
蘇
大
学
日
本
語
専
攻
を
中
心
に
考
察
し
て 

福 

岡 

昌 

子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
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三
重
大
学
人
文
学
部 

人
文
論
叢 

二
九 

  

馬
六
甲
海
峽
城
市
旅
遊
資
源
與
文
學
含
義 

荒 

井 

茂 

夫 

345 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

宋
初
の
詩
風
を
ど
う
見
る
か 

―
歐
陽
脩
の
視
点
― 

湯 

浅 

陽 

子 

二
一
六 

 

三
重
大
学 

日
本
語
学
文
学 

二
三 

 

佐
藤
春
夫
と
『
太
平
広
記
』(

一) 

張 
 
 

文 

宏 

二
二
四 

(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要 

一
二 

 

羅
什
訳
『
法
華
経
』
の
語
学
的
研
究 

―
禁
止
否
定
の
表 

椿 
 
 

正 

美 

351 
(

一
一･

一
〇) 

現
に
つ
い
て
― 

 
 

明
海
大
学 

外
国
語
学
部
論
集 

二
四 

  

日
中
語
ピ
ジ
ン 

―
「
協
和
語
」
へ
の
序
章 

桜 

井 
 
 

隆 

356 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 
高
行
健
『
一
個
人
的
聖
経
』
に
描
か
れ
る
文
化
大
革
命 

河 

村 

昌 

子 

364 
 

明
海
大
学
日
本
語
学
会 

明
海
日
本
語 

一
七 

満
州
ピ
ジ
ン
中
国
語
と
協
和
語 

桜 

井 
 
 

隆 

369 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

明
海
大
学
大
学
院 

応
用
言
語
学
研
究 

一
四 

〝
支
微
入
魚
〟
調
査
字
表 

(

原
文
は
簡
体
字) 

劉 
 
 

勲 

寧 

377 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

明
治
大
学
経
営
学
部 

人
文
科
学
論
集 

五
九 

江
西
省
の
九
江
青
陽
腔
白
兎
記(

二) 

福 

満 

正 

博 

379 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

明
治
大
学
教
養
論
集 

四
八
五 

(

一
二･

九) 

江
西
省
の
九
江
青
陽
腔
白
兎
記(
一) 

福 

満 

正 

博 

387 
  
 
 
 

〃  
 
 
 

四
八
八 

(

一
三･

一) 

河
北
省
武
安
市
的
賽
戯(

一) 

─
《
大
頭
和
尚
》
与
元
雑
劇 

福 

満 

正 

博 

402 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
  
 
 
 

〃  
 
 
 

四
九
三 

(

一
三･

三) 

河
北
省
武
安
市
的
賽
戯(

二) 

─
周
憲
王
雑
劇
之
中
的
慶 

福 

満 

正 

博 

406 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

祝
劇
与
武
安
賽
戯
的
《
擺
八
仙
》 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
  
 
 
 

〃  
 
 
 

四
九
四 

(

一
三･

九) 

江
西
省
の
九
江
青
陽
腔
白
兎
記(

三) 

福 

満 

正 

博 

414 
 

明
治
大
学
文
芸
研
究
会 

文
芸
研
究 

一
一
八 

新
羅
僧
義
湘
と
善
妙
の
説
話 

―
『
華
厳
縁
起
』
を
中
心
に 
金 

 
 

任 

仲 
*** 

(

一
二･

一
〇) 

― 
 

 

明
治
学
院
大
学 

教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

 

中
国
語
常
用
四
字
熟
語
に
つ
い
て 

曽 
根 
博 

隆 

426 

カ
ル
チ
ュ
ー
ル 

六-

一 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

相
づ
ち
と
発
話
権
の
交
替
に
関
す
る
中
日
対
照
研
究 

楊 
 
 
 
 

晶 

431 
 

明
治
薬
科
大
学
研
究
紀
要 

人
文
科
学
・
社
会 

陶
淵
明
「
孟
府
君
伝
」
考 

―
『
世
説
新
語
』
注
、『
晋
書
』、 

大 

立 

智
砂
子 
二
三
〇 

科
学 

四
一 

(

一
一･

一
二) 

類
書
等
の
記
述
と
比
較
し
て
― 

 
 

名
城
論
叢 

一
三-

四 
(

一
三･

三) 

王
蒙
の
『
硬
い
お
粥(


却
硬
的
稀
粥
)

』 

─
翻
訳
と
そ 

村 

松 

恵 

子 

438 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
解
説(

そ
の
①)

─ 

張 
 
 

静 

萱 
  
 

〃  
 

一
四-

一 
(

一
三･

七) 

現
代
中
国
語
に
お
け
る
〝
支
〟 

─
文
法
化
か
ら
モ
ダ
リ 

村 

松 

恵 

子 

448 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テ
ィ
ー
化
へ
─ 

 
  
 

〃 

王
蒙
の
『
硬
い
お
粥(


却
硬
的
稀
粥
)

』 

─
翻
訳
と
そ 

村 

松 

恵 

子 

461 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
解
説(

そ
の
②)

─ 

張 
 
 

静 

萱 
  
 

〃  
 

一
四-

二 
(

一
三･

九) 

王
蒙
の
『
硬
い
お
粥(


却
硬
的
稀
粥
)

』 

─
翻
訳
と
そ 

村 

松 

恵 

子 

468 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
解
説(

そ
の
③)

─ 

張 
 
 

静 

萱 
  
 

〃  
 

一
四-

三 
(

一
三･

一
一) 

王
蒙
の
『
硬
い
お
粥(


却
硬
的
稀
粥
)

』 

─
翻
訳
と
そ 

村 

松 

恵 

子 

474 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
解
説(

そ
の
④)

─ 

張 
 
 

静 

萱 
 

明
星
大
学
研
究
紀
要 

人
文
学
部 

四
八 

  

『
三
国
演
義
』
に
お
け
る
敬
語
表
現
に
つ
い
て
の
一
考
察 

讒 
 
 

文 

柱 

480 
(

一
二･

三) 
 

趙 
 
 

海 

城 
 

安
田
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

 

漢
訳
仏
典
の
「
引
」
注
記
と
原
節
博
士
の
機
能 

沼 

本 

克 

明 

二
三
七 

一
七 

日
本
語
学
日
本
文
学
専
攻 

一
七 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

山
形
大
学
大
学
院
社
会
文
化
シ
ス
テ
ム
研
究
科 

言
語
接
触
に
よ
る
言
語
変
化
と
文
法
化
現
象
の
一
例 

 

陳 
 
 

麗 

君 

489 

紀
要 

八 
(

一
一･

一
〇) 

―
台
湾
中
国
語
〝
有
〟
構
文
の
分
析
を
中
心
に
― 

 
 



(55-2増) 
30 

山
形
大
学
大
学
院
社
会
文
化
シ
ス
テ
ム
研
究
科 

日
本
語
の
漢
音
・
呉
音
と
台
湾
語
の
読
書
音
・
俗
音 

中 

澤 

信 

幸 

496 

紀
要 

九 
(

一
二･

一
〇) 

 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

一
〇 

(

一
三･

一
〇) 

日
本
語
教
育
に
お
け
る
「
日
台
基
本
漢
字
」
発
音
対
照
表 

中 

澤 

信 

幸 

501 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
可
能
性
に
つ
い
て 

岩 

城 

裕 

之 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

是 

澤 

範 

三 
 

山
口
大
学 

文
学
会
志 

六
二 

(
一
二･

二) 

方
中
履
『
切
字
釈
疑
』｢

真
庚
能
備
各
母
異
状｣

の
条
を
読 

富 

平 

美 

波 

505 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

む(｢

切
字
釈
疑｣

第
五
節
訳
注) 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

六
三 

(

一
三･
二) 

方
中
履
『
切
字
釈
疑
』｢

発
送
収｣

の
条
を
読
む(｢

切
字
釈 

富 

平 

美 

波 

514 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

疑｣

第
七
節
訳
注) 

 
 

四
日
市
大
学
環
境
情
報
論
集 

一
五-

二 
 

中
国
語
慣
用
句
〈
形
容
詞
〝
点
儿
〟〝
了
〟
〉
と
〈
形
容
詞 

吉 

山 

青 

翔 

522 
(

一
二･

三) 
〝
了
〟〝
点
儿
〟
〉
の
比
較 

 
 

立
正
史
学 

一
一
一 

(

一
二･

三) 

唐
代
八
儁
考 

田 

中 

則 

行 

二
四
六 

 

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー 

ポ
リ 

初
級
段
階
に
お
け
る
中
国
語
発
音
指
導
の
再
考 

―
母
音 

呉 
 
 

青 

姫 

530 

グ
ロ
シ
ア(Polyglossia) 

二
二 

(

一
二･

三) 

指
導
を
中
心
と
し
た
指
導
方
法
の
模
索
― 

 
  
 
 
 

〃 

〝
了
〟
の
教
授
法
に
関
す
る
試
み 

張 
 
 

文 

青 

535 
 

龍
谷
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報 

二
〇 

 
O

N
 R

ESU
LTATIV

E D
E C

O
N

STR
U

C
TIO

N
 in  

G
A

O
 Y

an
 
 

544 
(

一
一･

三) 
M

A
N

D
A

R
IN

 C
H

IN
ESE

 
 

 

流
通
経
済
大
学
論
集 

四
六-

四 
(

一
二･

三) 

『
紅
楼
夢
』
の
文
体
的
特
徴 

―
宴
席
で
の
表
現
を
中
心 

池 

間 

里
代
子 

548 
 

に
― 

 
 

了
徳
寺
大
学
研
究
紀
要 

六 
(

一
二･

三) 

明
儒
薛
敬
軒
の
詩
に
つ
い
て 

―
絶
句
を
中
心
と
し
て
― 

細 

谷 

惠 

志 

二
五
八 

 

早
稲
田
古
代
研
究
会 

古
代
研
究 

四
五 

  

『
懐
風
藻
箋
註
』
引
用
典
籍
一
覧
お
よ
び
考
証 

土 

佐 

朋 

子 

二
六
六 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

早
稲
田
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
科
紀
要 

 

傅
增
湘
の｢

游
記｣

と｢

塞
外
詠｣

詩
に
つ
い
て 
稲 

畑 

耕
一
輙 

 

二
七
九 

五
七-

二 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 

江
戸
期
に
お
け
る
中
国
古
典
戯
曲
書
の
将
来 

伴 
 
 

俊 

典 

二
八
八 

   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
三
分
冊
（
歴
史
・
政
治
・
経
済
Ⅰ
）
上 

 

愛
知
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会 

 

旅
行
メ
デ
ィ
ア
に
見
る
植
民
地
時
代 

―
『
地
球
の
歩
き 

岩 

田 

晋 

典 

1 

文
明
二
一 

二
七 

(

一
一･
一
〇) 

方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
シ
リ
ー
ズ
・
台
湾
編
を
中
心
に
― 

 
 

愛
知
大
学 

国
際
問
題
研
究
所
紀
要 

一
三
九 

戦
時
下
の
哥
老
会 

―
重
慶
国
民
政
府
の
社
会
統
合
に
お 

孫 
 
 
 
 

江 

12 
(

一
二･

三) 

け
る
哥
老
会 

 
 

愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀
要 

四
二 

 

戦
時
期
に
お
け
る
ハ
ワ
イ
華
僑
の
実
態
と
抗
日
活
動 

 

菊 

池 

一 

隆 

一 
(

一
三･

三) 

―
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
と
関
連
さ
せ
て
― 

 
 

愛
知
県
立
大
学
大
学
院 

国
際
文
化
研
究
科
論 
満
州
族
の
葬
儀
の
変
化
と
そ
の
歴
史
的
・
社
会
的
背
景 

王 
 
 

曦 

敏 
*** 

集 

一
四 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

愛
知
江
南
短
期
大
学
紀
要 

四
二 

(

一
三･

三) 

『
史
記
』
項
羽
本
紀
考 

柴 

田 
 
 

昇 

26 
 

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所 

ア
ジ
ア
経
済 

 

満
洲
房
産
株
式
会
社
の
住
宅
供
給
事
業 

平 

山 
 
 

剛 

32 

五
三-

五 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

五
四-

二 
(

一
三･

六) 

日
中
戦
争
下
の
山
西
省
太
原
都
市
計
画
事
業 

徳 

永 
 
 

智 

51 
 

宇
都
宮
大
学
国
際
学
部
研
究
論
集 

三
二 

  

東
ア
ジ
ア
の
近
代
と
女
性
、
そ
し
て
「
悪
女
」 

金 
 
 

多 

希 

62 
(

一
一･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

愛
媛
大
学 

法
文
学
部
論
集 

人
文
学
科
編 

 

漢
代
檄
の
伝
達
方
法
と
機
能 

―
文
書
と
口
頭
伝
達
― 

藤 

田 

勝 

久 

一
四 

三
二 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

三
三 

(

一
二･

九) 

南
宋
臨
安
に
お
け
る
空
間
形
態
と
そ
の
変
遷 

高 

橋 

弘 

臣 

三
三 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

三
四 

(

一
三･

二) 

里
耶
秦
簡
に
み
え
る
秦
代
郡
県
の
文
書
伝
達 

藤 

田 

勝 

久 

五
三 

 

追
手
門
学
院
大
学 

ア
ジ
ア
学
科
年
報 

六 
 

(

訳
註)

曹
溶
『
明
漕
運
志
』(

一) 

田 

口 

宏
二
朗 

六
六 

(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

魏
志
倭
人
伝
に
あ
ら
わ
れ
た
卑
弥
呼
観 
楠 

山 

修 

作 

七
六 

  
 
 
 

〃 

中
国
広
州
と
北
京
の
旅
行
記
、
昨
今 

奥 
田 

 
 

尚 

八
〇 

  
 
 
 

〃 

略
述
中
日
建
交
史
的
起
源 

―
以
遣
隋
使
小
野
妹
子
為
中 

伊 

原 
澤 

周 

70 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

心
― 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
 

鷹
陵
史
学
会 

鷹
陵
史
学 

三
八 

(

一
二･

九) 

宋
元
時
代
の
江
南
に
お
け
る
水
稲
品
種
の
栽
培
期
間 

市 

村 

導 

人 

75 
 

大
阪
大
学
経
済
学 

六
二-

一 
(

一
二･

六) 

戦
時
下
に
お
け
る
華
北
車
輌
の
経
営
実
態 

沢 

井 
 
 

実 
89 

 

大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
法
学 

六
一-

三･

四 

東
清
鉄
道
の
敷
設
と
露
清
国
境 

―
ド
ゥ
ホ
フ
ス
コ
イ
総 

竹 

中 
 
 

浩 

八
八 

(

一
一･

一
一) 

督
の
ロ
シ
ア
極
東
観
を
中
心
に
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 

六
二-

三･

四 
(

一
二･

一
一) 

邪
馬
台
国
に
お
け
る｢

租｣

税
と｢

賦｣

税 

田 

中 

章 

介 

九
九 

 

大
阪
教
育
大
学
紀
要 

Ⅰ
人
文
科
学 

六
〇-

二 

博
物
館
里
的
辛
亥
革
命
与
中
日
関
係 

(

原
文
は
簡
体
字) 

馬 
 
 

暁 

華 

96 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
教
育
大
学 

歴
史
研
究 

四
九 

 

長
沙
呉
簡
中
の
邸
閣
・
倉
吏
と
そ
の
関
係 

伊 

藤 

敏 

雄 

一
一
四 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

五
〇 

(

一
三･

三) 

『
荀
氏
家
伝
』
の
編
纂
に
つ
い
て 

永 

田 

拓 

治 

一
二
七 

 

大
阪
経
大
論
集 

六
四-

三 
(

一
三･

九) 

外
国
銀
行
と
中
国
の
現
地
経
済(

一
九
一
三 -

 

三
七
年) 

  

蕭 
 
 

文 

嫻 

102 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
上
海
支
店
の
業
務
を
中
心
に 

 
 

大
阪
国
際
大
学 

国
際
研
究
論
叢 

二
六-

二  

支
那
事
変
に
お
け
る
河
合
栄
治
郎
の
国
際
情
勢
認
識 

 

久 

野 
 
 

潤 

114 
(

一
三･

一) 

―
他
の
自
由
主
義
知
識
人
と
の
危
機
意
識
の
相
違
を
踏
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

え
て
― 

 
 

大
阪
産
業
大
学
論
集 

人
文
・
社
会
科
学
編 

 

『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
訳
注
稿(

四) 

大 

川 

俊 

隆 

一
四
一 

一
五 

(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
四
名 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

一
六 

(

一
二･

一
〇) 

『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
訳
注
稿(

五) 

大 

川 

俊 

隆 

一
五
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
四
名 
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大
阪
産
業
大
学
論
集 

人
文
・
社
会
科
学
編 

 

『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
訳
注
稿(

六) 

大 

川 

俊 

隆 

一
六
一 

一
七 

(

一
三･
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
四
名 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

一
八 

(

一
三･

二) 

『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
訳
注
稿(

七) 

大 

川 

俊 

隆 

一
七
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
四
名 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 
一
九 

(

一
三･

一
〇) 

『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
訳
注
稿(

八) 

大 

川 

俊 

隆 

一
八
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
四
名 

 

大
阪
市
立
大
学
大
学
院 

人
文
論
叢 
四
〇 

 

北
漢
時
代
の
楊
業
と
そ
の
周
辺 

田 

渕 

欣 

也 

121 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
谷
大
学
史
学
論
究 

一
六 

(

一
一･

三) 

経
録
と
史
書 

―
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
期
に
お
け
る
仏
教
史 

大 

内 

文 

雄 

一
九
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編
纂
の
試
み
― 

 
 

岡
山
大
学
文
学
部
紀
要 

五
七 

(

一
二･

七) 

ア
ヘ
ン
戦
争
前
夜
に
お
け
る
清
朝
中
央
の
政
策
決
定
過
程 

新 

村 

容 

子 

130 
 

岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要 

宋
応
星
『
野
議
』
訳
注(

四) 

加 

計 

三
千
代 

141 
 

三
三 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
音
楽
学
専
攻 

 

御
冠
船
踊
り
を
観
る
冊
封
使 

―
唐
の
御
取
持
― 

板 

谷 
 
 

徹 

152 

ム
ー
サ 

一
三 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

香
川
大
学
経
済
論
叢 

八
六-

二 
(

一
三･

九) 
｢

満
洲
国｣

下
の
都
市
社
会
問
題 

―
石
炭
供
給
不
全
を
中 

山 

本 
 
 

裕 

161 
 

心
に
― 

 
 

学
習
院
史
学 

五
〇 

(

一
二･

三) 

咸
豊
前
期
に
お
け
る
人
事
改
革
と
宗
室
に
つ
い
て 

倉 

嶋 

真 

美 

二
〇
四 

 

金
沢
法
学 

五
五-

一 
(

一
二･

七) 

『
唐
律
疏
議
』
断
獄
律
現
代
語
訳
稿(

上) 

中 

村 

正 

人 

二
一
三 

 

金
沢
大
学
考
古
学
紀
要 

三
四 

(

一
三･

三) 
｢

耘
田
器｣

か
ら
石
刀
へ 

―
長
江
下
流
域
に
お
け
る
石
製 

原 

田 
 
 

幹 
*** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収
穫
具
の
使
用
方
法
― 

 
  
 
 
 

〃 

飛
馬
文
帯
再
考 

大 

谷 

育 

恵 
*** 

 

金
沢
大
学 

人
間
社
会
環
境
研
究 

二
六 

 

『
台
湾
省
行
政
長
官
公
署
公
報
』(

一
九
四
五 -

 

一
九
四
七) 
徐 

 
 

秀 

瑩 
*** 

(

一
三･

九) 

か
ら
み
る
日
本
語
を
対
象
に
し
た
言
語
政
策
の
実
態 

 
 

金
沢
大
学
文
化
資
源
学
研
究 

一
二 

 

中
国
先
史
・
古
代
に
お
け
る
稲
作
社
会
の
多
元
的
形
成
の 

槙 
林 
啓 

介 

171 
(

一
三･

二) 

研
究 

―
主
に
博
物
館
・
文
物
考
古
研
究
所
所
蔵
の
農
耕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
連
遺
物
調
査
報
告
― 

 
 

関
西
大
学 

東
西
学
術
研
究
所
紀
要 

四
六 

 

一
八
八
二
年
三
菱
郵
便
汽
船
会
社
に
よ
り
上
海
へ
輸
出
さ 

松 

浦 
 
 

章 
二
二
七 

(

一
三･

四) 

れ
た
日
本
産
昆
布 

 
  
 
 
 

〃 

辛
亥
前
后
的
熊
希
齢
与
日
本
的
関
係 

(

原
文
は
簡
体
字) 

陶 
 
 

德 

民 
175 

  
 
 
 

〃 

冊
封
す
る
皇
帝
と
冊
封
さ
れ
る
皇
帝 

─
契
丹(

遼)

皇
帝 

毛 

利 

英 

介 

179 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
北
漢
皇
帝
の
事
例
か
ら
─ 

 
 

関
西
大
学
文
化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点 

東
ア 

二
十
四
諸
天
と
二
十
八
部
衆 

二
階
堂 

善 

弘 

187 

ジ
ア
文
化
交
渉
研
究 

六 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

一
八
一
八 -

 

一
八
一
九
年
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
商
船
の
廣 

松 

浦 
 
 

章 

191 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

州
貿
易 

 
  
 
 
 

〃 

東
ア
ジ
ア
木
簡
学
の
視
点 

藤 

田 

高 

夫 

201 
 

關
西
大
學
文
學
論
集 

六
二-

二 
(

一
二･

九) 

『
徐
霞
客
遊
記
』
の
行
程
・
観
察
記
録
の
書
誌
的
検
討
と 

野 

間 

晴 

雄 

206 
 

史
料
的
意
義 

─
福
建
省
歴
史
Ｇ
Ｉ
Ｓ
構
築
の
た
め
の
基 

松 

井 

幸 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

礎
的
検
討(

一)

─ 

齋 

藤 

鮎 

子 
  
 
 
 

〃  
 
 
 

六
二-

四 
(

一
三･

三) 

蜀
の
学
堂 

―
漢
代
成
都
の
郡
国
学 

藤 

田 

高 

夫 

二
三
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

清
代
沙
船
航
運
業
と
上
海
棉
布
荘
の
『
邑
關
莊
牌
簿
』 

松 

浦 
 
 

章 

二
四
六 

 

関
西
大
学
法
学
論
集 

六
二-

一 
(

一
二･

五) 

ゆ
く
人
来
る
人 

―
唐
儀
制
令
行
路
条
の
「
去
避
来
」
に 

佐 

立 

治 

人 

二
七
六 

 

つ
い
て
― 

 
 

関
西
学
院
史
学 

三
九 

(

一
二･

三) 

西
周
時
代
の
身
分
制 

木 

村 

秀 

海 

二
九
三 
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関
西
学
院
大
学 

人
文
論
究 

六
二-

四 
 

遼
代
を
中
心
と
し
た
染
織
品
に
見
る
文
様
の
変
遷
に
つ
い 

福 

本 

有
寿
子 

三
〇
六 

(

一
三･

二) 

て 

―
中
国
出
土
裂
と
日
本
伝
来
の
錦
の
比
較
か
ら
― 

 
 

北
九
州
市
立
大
学 
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究 

 

宗
教
団
体
法
の
成
立
と
中
国
政
策
と
の
関
連 

松 

谷 

曄 

介 

219 

一
一 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

汲
古
書
院 

汲
古 

六
三 

(
一
三･

六) 

『
大
唐
六
典
』
唐
令
の
「
開
元
七
年
令
」
説
へ
の
反
論 

中 

村 

裕 

一 

三
一
六 

  
 
 
 

〃 

『
類
要
』
中
の
『
通
暦
』
佚
文
に
つ
い
て 

会 

田 

大 

輔 

三
一
九 

 

九
州
大
学 

九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要 
五
六 

唐
入
り(

文
禄
の
役)

に
お
け
る
加
藤
清
正
の
動
向 

中 

野 
 
 

等 
* 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

九
州
大
学
東
洋
史
論
集 

四
〇 

(

一
二･

三) 
中
国
・
日
本
に
お
け
る
徐
光
啓
研
究 

―
伝
記
・
学
術
・ 

史 
 
 

習 

糞 
 

229 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信
仰
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

四
一 

(

一
三･

三) 

漢
唐
間
に
お
け
る
雲
南
と
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て 

 

川 

本 

芳 

昭 

三
二
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─
比
較
史
の
観
点
か
ら
見
た
─ 

 
  
 
 
 

〃 

唐
代
和
蕃
公
主
考 

―
降
嫁
に
付
随
し
て
移
動
し
た
ヒ
ト 

藤 

野 

月 

子 

三
三
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
モ
ノ
― 

 
 

九
州
大
学
大
学
院 

言
語
科
学 

四
八 

  

上
海
の
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
社
会
の
教
区
新
聞
の
記
事
か
ら 

阿 

部 

吉 

雄 

242 
(

一
三･

二) 
(

一
九
三
九
年)(

上) 
 

 

九
州
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
論
究 

三
一 

 

上
海
の
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
社
会
の
教
区
新
聞
の
記
事
か
ら 

阿 

部 

吉 

雄 

249 
(

一
三･

九) 
(

一
九
三
九
年)(

下) 
 

 

九
州
大
学
大
学
院 

史
淵 

一
四
九 

 

楽
浪
土
器
の
成
立
と
拡
散 

―
花
盆
形
土
器
を
中
心
と
し 

宮 

本 

一 

夫 

255 
(

一
二･

三) 

て
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

一
五
〇 

(

一
三･

三) 

均
田
制
・
班
田
収
授
制
の
比
較
研
究
と
天
聖
令 

坂 

上 

康 

俊 

三
四
八 

  
 
 
 

〃 

朝
鮮
後
期
に
お
け
る
漢
江
舟
運
の
運
航
実
例
か
ら 

 

森 

平 

雅 

彦 
* 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─｢

朝
鮮
半
島
の
水
環
境
と
ヒ
ト
の
暮
ら
し｣

に
関
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予
備
的
考
察(

一)

─ 
 

 

九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学
研
究
院
国
際
教 

清
末
中
国
女
子
教
育
の
制
度
化
に
お
け
る
日
本
女
子
教
育 

董 
 
 

秋 

艶 

270 

育
文
化
研
究
会 

国
際
教
育
文
化
研
究 

一
三 

情
報
の
役
割 

―
呉
汝
綸
の
日
本
視
察(

一
九
〇
二)

を
め 

 
(

一
三･

七) 

ぐ
っ
て
― 

 
 

九
州
共
立
大
学
研
究
紀
要 

三-

二 
(

一
三･

三) 

河
原
操
子
に
つ
い
て
の
一
考
察 

包 
 

賀
喜
格
図 

277 
 

九
州
国
際
大
学
教
養
学
会 

教
養
研
究 

 

九
州
日
満
鉱
業
技
術
員
養
成
所
再
考(

Ⅱ) 

―
就
職
企
業 

松 

本 

幸 

一 
283 

一
九-

三 
(

一
三･

三) 

へ
の
接
続
と
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
― 

 
 

共
栄
大
学
研
究
論
集 

一
一 

(

一
三･

三) 

屋
号
と
し
て
の
『
満
蒙
』
と
満
洲
へ
の
理
解
度 

高 

田 

智 

之 

296 
 

京
都
大
学
大
学
院 

ア
ジ
ア
史
学
論
集 

六 
 

H
ojihon in the Low

er R
eaches of the A

m
ur 

 
M

ATSU
U

R
A

 
 
 

300 
(

一
三･

四) 
R

iver in the Eighteenth C
entury 

 
 

 
 

Shigeru
 

  
 
 
 

〃 

清
初
マ
ン
ジ
ュ
人
の
〈
分
家
〉
管
見 

―
ヌ
ル
ハ
チ
の
事 

増 

井 

寛 

也 

316 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例
を
端
緒
と
し
て
― 

 
  
 
 
 

〃 

明
代
巡
撫
の
地
方
常
駐
化
と
そ
の
意
味 

―
南
喨
巡
撫
を 

廝 

原 

明 

穂 

329 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手
掛
か
り
に
― 

 
 

京
都
大
学
大
学
院 

歴
史
文
化
社
会
論
講
座
紀 

マ
ン
ジ
ュ
人
の
読
書
生
活
に
つ
い
て(

上) 

―
漢
文
化
の 

庄 
 
 
 
 

声 

342 

要 

一
〇 

(

一
三･

二) 

受
容
を
中
心
に
― 

 
 

京
都
大
学
大
学
院 

教
育
学
研
究
科
紀
要 
 

接
続
す
る
帝
国 

―
満
洲
電
信
電
話
株
式
会
社
に
お
け
る 

白 

戸 

健
一
郎 

352 

五
九 

(

一
三･

三) 

電
話
シ
ス
テ
ム
― 

 
 

京
都
学
園
大
学 

人
間
文
化
研
究 

二
九 

 

漢
鏡
の
二
・
三
の
問
題
に
つ
い
て 

西 

村 

俊 

範 

359 
(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
女
子
大
学
史
学
会 

史
窓 

七
〇 

  

西
魏
・
北
周
の
対
外
政
策
と
中
国
再
統
一
へ
の
プ
ロ
セ
ス 

菅 

沼 

愛 

語 

三
六
一 

(

一
三･

二) 

─
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
分
裂
時
代
末
期
の
外
交
関
係
─ 

 
 

京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要 

｢

嫡
母｣

と｢

生
母｣ 

―
明
代
の
皇
后
・
皇
太
后
の
歴
史 

前 

田 

尚 

美 

三
七
二 

 

史
学
編 

一
二 

(

一
三･

三) 

的
位
置
― 
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京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要 

明
清
時
代
の
天
朝
体
制
と
華
夷
秩
序 

檀 

上 
 
 

寛 

三
八
四 

 

史
学
編 
一
二 

(

一
三･

三) 
 

 
  
 
 
 

〃 

南
朝
正
史
西
戎
伝
と
『
魏
書
』
吐
谷
渾
・
高
昌
伝
の
訳
注 

小 

谷 

仲 

男 

四
〇
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

菅 

沼 

愛 

語 
 

久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要 
国
際
文
化
学
科
編 

南
朝
に
お
け
る
「
名
家
」
の
保
存
と
継
承(

続) 

野 

田 

俊 

昭 

374 
 

二
九 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要 

人
文
・
社
会
科
学 

新
知
見
の
中
国
の
仏
足
石
い
く
つ
か 

石 

田 
 
 

肇 

四
三
六 

編 

六
二 

(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

慶
應
義
塾
経
済
学
会 

三
田
学
会
雑
誌 

 
｢

満
州
国｣

共
和
会
研
究
の
成
果
と
課
題 

ド
ル
ネ
ッ
テ
ィ
・ 

381 

一
〇
五-

四 
(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フ
ィ
リ
ッ
ポ 

  
 
 
 

〃 

満
鉄
調
査
部
弾
圧
事
件(

一
九
四
二
・
四
三
年)

再
論 

松 

村 

高 

夫 

394 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
三
分
冊
（
歴
史
・
政
治
・
経
済
Ⅰ
）
下 

 

言
語
と
交
流
研
究
会 
言
語
と
交
流 

一
五 

 

戦
前
台
湾
の
公
学
校
の
所
在
確
認 

泉 
 
 

史 

生 

1 
(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

高
知
大
学
経
済
学
会 

高
知
論
叢 

社
会
科
学 

武
官
の
人
事
評
価
に
関
す
る
歴
史
的
研
究 

―
陸
海
軍
将 

田 

村 

安 

興 
* 

 

一
〇
六 

(

一
三･

三) 

官
の
進
級
と
人
事
考
課
― 

 
 

神
戸
大
学 

海
港
都
市
研
究 

八 
(

一
三･
三) 

｢

満
州
国｣

に
お
け
る
商
工
省
標
準
自
動
車
組
立
工
場
計
画 

兒 

玉 

州 

平 

8 
 

と
そ
の
挫
折 

 
 

神
戸
大
学
史
学
年
報 

二
七 

(

一
二･

六) 
日
中
戦
争
以
前
に
お
け
る
日
本
の
対
広
州
貿
易
の
展
開 

張 
 
 

傳 

宇 

一 
  
 
 
 

〃  
 
 
 

二
八 

(

一
三･

三) 
一
八
八
〇
年
代
の
日
本
に
お
け
る
清
国
貨
幣
金
融
改
革
に 

奚 
 
 
 
 

伶 

一
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
す
る
建
言 

―
『
東
京
経
済
雑
誌
』
を
中
心
に
― 

 
 

神
戸
大
学
文
学
部
紀
要 

四
〇 

(

一
三･

三) 

大
清
帝
国
の
言
語
政
策 

緒 

形 
 
 

康 

18 
 

神
戸
市
外
国
語
大
学
外
国
学
研
究
所 

研
究
年 

R
econsidering the Sino-Tibetan Treaty Inscription 

K
azushi IW

A
O
 
 

30 

報 

四
九 

(

一
三･

三) 
 

 
 

神
戸
法
学
会 

神
戸
法
学
雑
誌 

六
三-

一 
 

植
民
地
台
湾
に
お
け
る
行
政
救
済
制
度
の
成
立 

 

小 

野 

博 

司 
* 

(

一
三･

六) 

―
訴
願
法
施
行
の
経
緯
を
中
心
に
― 

 
 

高
野
山
大
学
大
学
院
紀
要 

一
二 

(

一
一･

二) 

北
魏
「
大
乗
の
乱
」
に
関
す
る
一
考
察 

藤 

本 
 
 

稔 

二
六 

 

國
學
院
法
學 

五
〇-

四 
(

一
三･

三) 

領
事
官
ク
ロ
ー
デ
ル
の
中
国
勤
務 

濱 

口 
 
 

學 

35 
 

國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要 

文
学
研
究
科 

 

唐
代
交
通
の
宿
泊
施
設 

―
宗
教
施
設
の
供
給
機
能
を
中 

河 

野 

保 

博 

三
七 

四
一 

(

一
〇･

三) 

心
と
し
て
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

四
三 

(

一
二･

三) 

読
『
旧
唐
書
』
巻
二
五
・
巻
二
六
礼
儀
志
「
宗
廟
」
箚
記 

金 

子 

修 

一 

四
九 

  
 
 
 

〃 

漢
代
に
お
け
る
三
駕
鹵
簿
の
形
成 
田 

丸 

祥 

幹 

六
〇 

 

国
際
基
督
教
大
学 

ア
ジ
ア
文
化
研
究 

三
七 

太
平
天
国
の
広
西
北
部
、
湖
南
南
部
に
お
け
る
活
動
に
つ 
菊 
池 

秀 

明 

59 
(

一
一･

三) 

い
て 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

三
九 

(

一
三･

三) 

太
平
天
国
北
伐
軍
の
敗
退
と
援
軍
の
臨
清
攻
撃 

菊 

池 
秀 

明 

72 
  
 
 
 

〃 

幻
の
邪
馬
台
国 

―
魏
略
と
魏
志
の
間
― 

蓮 

沼 

啓 
介 

93 
 

国
士
舘
東
洋
史
学 

六 
(

一
二･

三) 

『
六
部
成
語
』(

吏
部
成
語)

満
洲
語
索
引 

―
清
代
政
治 

髙 

井 

秀 

招 
106 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

構
造
分
析
の
一
環
を
な
す
旗
人
経
済
構
造
理
解
の
基
礎
研 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

究
と
し
て
― 

 
 

古
代
学
協
会 

古
代
文
化 

六
五-

二 
 

漢
代
指
国
に
お
け
る
貯
貝
器
の
型
式
変
化
に
み
る
普
遍
性 

梶 

山 
 
 

勝 

116 
(

一
三･

九) 

と
独
自
性 

 
 

駒
澤
大
学
大
学
院
史
学
論
集 

四
三 

 

満
州
事
変
直
前
に
お
け
る
満
蒙
鉄
道
懸
案
解
決
交
渉 

杉 

山 

照 

夫 

七
四 

(

一
三･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

埼
玉
大
学 

国
語
教
育
論
叢 

一
四 

 
｢

徐
霞
客
遊
記｣

訳
注
稿 

名
山
遊
記
篇(

一) 
 

薄 

井 

俊 

二 

八
五 

(

一
一･

一
二) 

―
「
遊
天
台
山
日
記
」 

 
 

三
康
文
化
研
究
所
年
報 

四
四 

(

一
三･

三) 

宋
初
期
の
首
都
開
封
の
仏
教
と
寺
院 

佐 

藤 

成 

順 

九
〇 

  
 
 
 

〃 

秦
漢
時
代
の
告
と
劾
に
つ
い
て 

椎 

名 

一 

雄 
* 

 

史
学
研
究
会 

史
林 

九
六-

三 
(

一
三･

五) 

咸
寧
侯
仇
鸞
の
周
辺 

―
十
六
世
紀
の
商
業
化
時
代
に
お 

城 

地 
 
 

孝 

一
一
六 

 

け
る
明
朝
政
治
考
察
の
一
助
と
し
て
― 

 
  
 
 
 

〃  
 
 
 

九
六-

四 
(

一
三･

七) 

一
九
二
〇
年
代
初
頭
の
広
東
郷
村
社
会 

―
宗
族
か
ら
み 

宮 

内 
 
 

肇 

一
三
四 

 

る
陳
炯
明
の
地
方
自
治
政
策
― 

 
 

静
岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部 

人
文
論
集 

 

項
羽
政
権
の
成
立 

柴 

田 
 
 

昇 

一
五
〇 

六
三-

二 
(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

社
会
文
化
史
学
会 

社
会
文
化
史
学 

五
五 

 

清
朝
前
期
の
舌
藍
旗
旗
王
家 

鈴 

木 
 
 

真 

一
六
三 

(

一
二･

三) 
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社
会
文
化
史
学
会 

社
会
文
化
史
学 

五
五 

 

金
朝
府
制
略
論 

孫 
 
 
 
 

佳 

一
七
七 

(

一
二･

三) 
 

 
 

首
都
大
学
東
京
・
東
京
都
立
大
学 

人
文
学
報 

｢

満
洲
国｣

に
お
け
る
学
校
放
送
と
そ
の
機
能 

代 
 
 
 
 

珂 
*** 

 

四
七
八 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

上
智
史
学 

五
八 

(

一
三･
一
一) 

唐
末
か
ら
宋
初
の
基
層
社
会
と
在
地
有
力
者 

―
郷
土
防 

大 

澤 

正 

昭 

一
八
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

衛
・
復
興
と
そ
の
後
― 

 
  
 
 
 

〃 

浙
江
省
北
・
中
部
歴
史
調
査
報
告 

―
『
清
明
集
』
的
世 

大 

澤 

正 

昭 

二
〇
九 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

界
の
地
理
的
環
境
と
文
化
的
背
景
〈
杭
州
・
金
華
・
蘭
渓 

 
 
 
 

他
四
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

篇
〉
― 

 
 

人
文
地
理
学
会 

人
文
地
理 

六
五-

二 
 

南
満
洲
鉄
道
の
成
立
と
大
豆
輸
送 

―
駅
勢
圏
の
形
成
と 

三 

木 

理 

史 

127 
(

一
三･

四) 
そ
の
規
定
要
因
― 

 
 

駿
河
台
大
学 

駿
河
台
経
済
論
集 

二
二-

二  

日
中
両
国
の
女
性
観
に
関
し
て 

―
『
女
性
改
造
』
誌 

前 

山 

加
奈
子 

138 
(

一
三･

三) 
(

一
九
二
二
年
～
一
九
二
四
年)

よ
り
み
る
― 

 
 

専
修
史
学 

五
一 

(

一
一･

一
一) 

『
鹽
鐵
論
』
に
み
る
農
業
政
策
論 

膳 
 
 

智 

之 

二
二
五 

  
 

〃  
 

五
四 

(

一
三･

三) 

秦
漢
時
代
の
簡
牘
に
み
え
る
家
族
関
連
簿
集
成
稿(

そ
の 

多 

田 

麻
希
子 

* 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一) 
 

 

創
価
大
学
人
文
論
集 

二
五 

(

一
三･

三) 

中
国
仏
教
文
献
所
引
韋
昭
『
呉
書
』
佚
文
に
つ
い
て 

満 

田 
 
 

剛 

152 
 

大
東
文
化
大
学
紀
要 

五
一 

社
会
科
学 

 

日
中
戦
争
期
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
の
関
係
会
社
投
資 

柴 

田 

善 

雅 

162 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
東
文
化
大
学
経
済
学
会 

経
済
論
集 

九
九 

中
国
興
業
銀
行
の
発
展
、
一
九
一
三 -

 

一
九
一
四
年(

上) 

篠 

永 

宣 

孝 

174 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 

 

一
〇
〇 

(

一
三･

一
二) 

中
国
興
業
銀
行
の
発
展(

下) 

篠 

永 

宣 

孝 

187 
 

拓
殖
大
学
日
本
文
化
研
究
所 

新
日
本
学 

 

日
本
台
湾
経
営
の
今
日
的
意
義 

―
開
発
経
済
学
の
視
点 

渡 

辺 

利 

夫 

二
三
七 

二
八 

(

一
三･

三) 

か
ら
― 
 

 

武
田
科
学
振
興
財
団 

杏
雨 

一
六 

 

敦
煌
秘
笈
の
『
漢
書
』
残
巻 
池 
田 

昌 

広 

二
四
〇 

(

一
三･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部 

人
間
文
化 

秋
瑾
と
日
本 

崔 
 
 

淑 

芬 

206 

研
究
所
年
報 

二
三 

(

一
二･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
央
大
学 

人
文
研
紀
要 

七
七 

 

明
朝
档
案
を
通
じ
て
見
た
明
末
中
朝
辺
界 

荷 

見 

守 
義 
二
四
九 

(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
央
大
学
文
学
部 

ア
ジ
ア
史
研
究 

三
六 

 

漢
初
に
お
け
る
諸
侯
王
と
礼
・
法 

阿 

部 

幸 

信 

二
六
五 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

三
七 

(

一
三･

三) 

漢
長
安
城
の
考
古
学
的
発
見
と
研
究
概
要 

劉 
 

振
東
／
著 

213 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
田 

裕
行
／
訳 

 

中
央
大
学 

大
学
院
研
究
年
報 

四
二 

文
学 

｢

魏
大
饗
碑｣

に
つ
い
て 

大 

原 

信 

正 

二
七
六 

研
究
科
篇 

(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
学
研
究
会 

内
陸
ア
ジ
ア
言 

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
発
現
の
突
厥
文
字
銘
文
と
陰
山
山
脈 

鈴 

木 

宏 

節 

222 

語
の
研
究 

二
八 

(

一
三･

九) 

の
遊
牧
中
原 

 
 

朝
鮮
奨
学
会 

学
術
論
文
集 

二
八 

 

パ
ン
・
ツ
ン
グ
ー
シ
ズ
ム
と
東
ア
ジ
ア 

趙 
 
 

景 

達 

239 
(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

天
理
大
学
学
報 

六
四-

一 
(

一
二･

一
〇) 

八
旗
制
度
再
考(

七) 

―
政
治
構
造
と
エ
ー
ト
ス
― 

谷 

井 

陽 

子 

244 
  
 
 

〃  
 
 

六
四-

二 
(

一
三･

二) 

八
旗
制
度
再
考(

八
・
完) 

─
新
し
い
秩
序
の
創
出
─ 

谷 

井 

陽 

子 

259 
 

桐
蔭
横
浜
大
学 

桐
蔭
論
叢 

二
八 

 

二
十
世
紀
前
半
の
内
モ
ン
ゴ
ル
教
育
情
勢
に
つ
い
て 

シ
バ
ゴ
チ
ン
・ 

272 
(

一
三･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

チ
ョ
ロ
モ
ン 

 

東
海
学
院
大
学
紀
要 

六 
(

一
三･

三) 

殷
代
の
蝗 

今 

井 

秀 

周 

276 
 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要 

二
三 

  

『
蒋
洲
咨
文
』
に
つ
い
て 

須 

田 

牧 

子 

二
八
五 

(

一
三･

三) 
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東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要 

二
三 

 

『
抗
倭
図
巻
』『
倭
寇
図
巻
』
と
大
内
義
長
・
大
友
義
鎮 

鹿 

毛 

敏 

夫 

二
九
〇 

(

一
三･

三) 
 

 
  
 
 
 

〃 

戦
勲
と
宦
蹟 

―
明
代
の
戦
争
図
像
と
官
員
の
視
覚
文
化 

馬 
 
 

雅 

貞 

二
九
六 

 

― 
 

  
 
 
 

〃 

張
鑑
「
文
篆
明
畫
平
倭
圖
記
」
の
基
礎
的
考
証
お
よ
び
訳 

山 

﨑 
 
 

岳 

三
一
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注 

―
中
国
国
家
博
物
館
所
蔵
『
抗
倭
図
巻
』
に
見
る
胡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宗
憲
と
徐
海
？
― 

 
 

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要 

一
六
四 

 

一
八
世
紀
に
お
け
る
北
京
の
都
市
景
観
と
住
民
の
生
活
世 

熊 
 
 

遠 

報 
* 

(

一
三･

一
二) 

界 

―
康
熙
六
旬
『
万
寿
盛
典
図
』
を
中
心
に
― 

 
 

東
京
外
国
語
大
学 

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語 
〝
孫
公
亮
墓
〟
碑
刻
群
の
研
究 

一
二 -

 

一
四
世
紀
華
北 

飯 

山 

知 

保 
* 

文
化
研
究 

八
五 

(

一
三･

三) 
に
お
け
る
〝
先
瑩
碑
〟
の
出
現
と
系
譜
伝
承
の
変
遷 

 
 

東
京
学
芸
大
学
史
学
会 

史
海 

五
九 

  

昧
風
七
月
農
事
暦
考
證 

小 

野 

恭 

一 

三
二
一 

(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
女
子
大
学
紀
要 

論
集 

六
三-

一 
 

中
宗
期
の
女
楽 
―
一
五
三
七
年
の
明
使
節
の
場
合
― 

國 

原 

美
佐
子 

三
二
九 

(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 

 

六
四-

一 
(

一
三･

九) 

『
海
国
図
志
』
成
立
の
背
景 

―
十
八 -

 

十
九
世
紀
中
国 

茂 

木 

敏 

夫 

三
三
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
社
会
変
動
と
経
世
論 

 
 

東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー 

東
北 

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
運
動
と
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
日
本 

ガ 

ン 

バ 

ガ 

ナ 

283 

ア
ジ
ア
研
究 

一
六 

(

一
二･

二) 

の
対
内
モ
ン
ゴ
ル
政
策
に
つ
い
て 
―｢

日
華
同
盟
条
約｣ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
中
心
に 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

一
七 

(

一
三･

二) 

財
団
法
人
蒙
民
厚
生
会
の
教
育
支
援
事
業 
―
育
成
学
院 

娜 
 
 

荷 

芽 

294 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
事
例
に 

 
  
 
 
 

〃 

工
藤
忠
資
料
か
ら
見
た
民
国
初
年
の
白
狼
軍(

白
朗
軍) 

山 

田 

勝 

芳 

303 
 

東
北
学
院
大
学
論
集 

歴
史
と
文
化 

五
〇 

 

資
料
か
ら
み
た
先
秦
期
三
峡
地
域
の
東
西
文
化
交
流
に
つ 
蒋 

 
 
 
 

剛 

317 
(

一
三･

三) 

い
て 
 
 
 
 
 

／
著 

 
 

周 
 
 

暁 

萌 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

趙 
 
 

力 

傑 
 

 
 
 
 
 
 

／
訳 

 

東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所 

研
究
年
報 

 

対
于
台
湾
接
受
西
洋
近
代
法
及
調
整
慣
例
法 

―
以
台
湾 

後 

藤 
武 
秀 

326 

四
七 

(

一
三･

二) 

伝
統
公
司
組
織
的
合
股
為
例
― 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
 

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要 

六
六 

史
学
科
篇 

 

五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制 

森 
 
 

公 

章 
三
四
三 

三
八 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

清
末
行
政
綱
目
訳
註(

二) 

千 

葉 

正 

史 

三
六
四 

 

富
山
国
際
大
学
現
代
社
会
学
部
紀
要 

四 
  

黒
龍
江
流
域
与
日
本
東
北
及
北
海
道
的
古
代
文
化
交
流 

王 
 
 

禹 

浪 

330 
(

一
二･

三) 
(

原
文
は
簡
体
字) 

 
 

長
岡
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

生
涯
学
習
研 

満
鉄
併
行
線
禁
止
規
定
を
め
ぐ
っ
て 

兒 

嶋 

俊 

郎 

334 

究
年
報 

七 
(

一
三･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告 

三
七 

  

前
漢
時
代
の
郡
国
制
と
税
役
制
度 

紙 

屋 

正 

和 

三
八
二 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 

明
朝
の
国
家
祭
祀
の
構
造 

浅 

井 
 
 

紀 

三
九
七 

 

名
古
屋
学
院
大
学
論
集 

社
会
科
学
篇 

 

植
民
地
台
湾
に
お
け
る
業
界
団
体 

―｢

台
北
茶
商
公
会｣ 

河
原
林 

直 

人 

340 

四
九-

二 
(

一
二･

一
〇) 

の
歴
史
的
意
義
― 

 
 

奈
良
大
学
紀
要 

四
一 

(

一
三･

三) 

敦
煌
凶
書
儀
に
み
え
る
「
死
」
の
表
現
の
語
義
に
関
す
る 

楊 
 
 
 
 

莉 

349 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

考
察 

 
 

奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所
報 

二
〇 

  

可
見
元
代
石
刻
拓
影
目
録
稿
・
四
続(

武
宗
仁
宗
年
間) 

森 

田 

憲 

司 

355 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

奈
良
女
子
大
学 

寧
楽
史
苑 

五
七 

 

近
代
上
海
に
お
け
る
愛
国
女
学
校
の
設
立
に
つ
い
て 

晏 
 
 
 
 

記 

四
一
一 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 



(55-3下) 
38 

奈
良
女
子
大
学 

寧
楽
史
苑 

五
七 

 

華
北
郷
村
に
お
け
る
巡
警
の
設
置
と｢

警
紳｣

 

―
直
隷
省 

松 

尾 

直 

子 

四
二
三 

(

一
二･

二) 

順
天
府
を
中
心
に
し
て
― 

 
 

新
潟
大
学 

環
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報 

近
代
日
中
両
国
軍
人
の
政
治
関
与
と
法
規
の
比
較
研
究 

徐 
 
 

勇
／
著 

365 
 

八 
(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陳 
 
 

祥
／
訳 

 

新
潟
大
学 

環
日
本
海
研
究
年
報 

二
〇 

  

一
九
二
〇
年
前
後
に
お
け
る
大
運
河
沿
線
地
域
経
済
の
変 

陳 
 
 
 
 

祥 

371 
(

一
三･

三) 

容 

―
『
東
亜
同
文
書
院
大
運
河
調
査
報
告
書
』
に
即
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
― 

 
 

二
松
学
舎
大
学 

人
文
論
叢 

九
〇 

 

桜
田
門
事
件
に
関
す
る
史
的
考
察 

角 

谷 
 
 

博 

四
三
四 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

二
松
学
舎
大
学
論
集 

五
六 

(

一
三･

三) 
鳩
摩
羅
什
の
足
跡
を
訪
ね
て 

─
長
安
か
ら
イ
ン
ド
迄
の 

山 

田 

勝 

久 

四
四
七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
都
市
と
、
羅
什
の
人
生
と
の
連
鎖
の
若
干
の
考
察
─ 

 
 

日
本
現
代
中
国
学
会 

現
代
中
国 

八
七 

  

一
九
二
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
お
け
る
外
務
省
文
化
事 

羽 

田 

朝 

子 
** 

(

一
三･

九) 

業
部
に
よ
る
日
本
見
学
旅
行 

―
中
国
人
留
学
生
の
み
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢

帝
国
日
本｣
― 

 
  
 
 
 

〃 

曹
聚
仁
の
抗
日
戦
争
取
材
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論 

 

鈴 

木 
 
 

航 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―｢

落
第｣

の
戦
地
記
者
に
よ
る｢

新
聞
文
芸
論｣

― 
 

 

日
本
国
際
政
治
学
会 

国
際
政
治 

一
六
八 

 

戦
間
期
日
本
外
務
省
に
お
け
る
対
中
外
交
の
組
織
的
対
応 

熊 

本 

史 

雄 

四
六
一 

(

一
二･

二) 

―
亜
細
亜
局
設
置
の
外
交
史
的
意
義
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

一
六
九 

(

一
二･

六) 

戦
間
期
香
港
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
専
売
制
度
の
運
営 

 

古 

泉 

達 

矢 

四
六
九 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
極
東
ア
ヘ
ン
調
査
委
員
会
を
中
心
に
― 

 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
三
分
冊
（
歴
史
・
政
治
・
経
済
Ⅰ
）
増
刊 

 

日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所 

研
究 

植
民
地
台
湾
に
お
け
る
中
等
教
員
の
需
給
調
整 

 

杉 

森 

知 

也 

1 

紀
要 

八
三 

(

一
二･

三) 

―
外
国
及
外
地
派
遣
教
育
職
員
制
度
を
中
心
に
― 

 
 

日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所 

研
究 

権
門
体
制
国
家
論
台
頭
の
史
学
史
的
背
景
と
問
題
の
所
在 

鈴 

木 

国 

弘 

一 

紀
要 

八
四 

(

一
二･

九) 

―
特
に
、
中
国
皇
帝
中
心
的
世
界
観
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
― 

 
 

人
間
環
境
大
学 

人
間
と
環
境 

四 
 

關
於
明
太
祖
的
文
教
政
策(

提
要) 

渡 
 
 

昌 

弘 

11 
(

一
三･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

羽
衣
国
際
大
学
現
代
社
会
学
部
研
究
紀
要 

二 
漢
都
東
遷
に
関
す
る
一
考
察 

―｢

両
漢
之
際｣

の
人
口
統 

安 

川 

俊 

介 

12 
(

一
三･

三) 

計
史
料
比
較
― 

 
 

阪
南
論
集 

人
文
・
自
然
科
学
編 

四
八-

二  

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
概
論(

Ⅱ) 

髙 

橋 

庸
一
郎 

16 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 

前
漢
首
都
圏
空
間
の
形
成 

―
咸
陽
原
地
区
に
お
け
る
漢 

陳 
 
 
 
 

力 

22 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
集
落
の
分
布
と
水
資
源
の
関
係
に
主
眼
を
お
い
て
― 

 
 

比
較
民
俗
研
究
会 

比
較
民
俗
研
究 

二
七 

 

戦
争
体
験
は
ど
の
よ
う
に
伝
承
さ
れ
る
の
か 

―
月
嶺
村 

王 
 
 

暁 

葵 

28 
(

一
二･

六) 

の
聞
き
取
り
調
査
中
間
報
告
― 

 
 

一
橋
大
学
大
学
院 

言
語
社
会 

七 
 

『
台
湾
新
民
報
』
の
右
転
回 

頼
慶
と
新
民
報
日
刊
初
期 

柳 
 

書
琴
／
著 

一
五 

(

一
三･

三) 

の
モ
ダ
ン
化
文
芸
欄 

佐
藤 

 

賢
／
訳 

 

一
橋
大
学
大
学
院 

一
橋
法
学 

一
二-

一 
 

中
国
に
お
け
る
人
権
論
の
二
つ
の
潮
流 

張 
 
 

連 

凱 

32 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

兵
庫
教
育
大
学 

東
洋
史
訪 

二
〇 

 

寧
波
に
お
け
る
基
督
教
の
伝
来
と
そ
の
史
的
展
開 

周 
 
 
 
 

知 

46 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

李 
 
 

広 

志 
 

廣
島
史
學
研
究
會 

史
學
研
究 

二
七
八 

  

中
国
近
代
史
の
描
き
方 

―
近
年
の
二
つ
の
著
作
を
中
心 
曽 

田 

三 

郎 

二
四 

(

一
三･

一) 

と
し
て 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

二
八
一 

(

一
三･

九) 

律
令
国
家
成
立
期
の
天
皇
観
と
儀
制
令
天
子
条
天
子
号
規 

長
谷
部 
寿 

彦 

二
九 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定 
 

 

広
島
大
学
大
学
院 

比
較
日
本
文
化
学
研
究 

 

中
国
黒
龍
江
省
と
日
本
と
の
関
わ
り 

陳 
 
 

大 
陸 

*** 

六 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 
｢

満
州
国｣

へ
の
日
本
移
民
に
つ
い
て 

―
北
満
入
植
の
原 

王 
 
 
 
 

記 
 

*** 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

因
分
析
を
中
心
に
― 

 
 

広
島
東
洋
史
学
研
究
会 

広
島
東
洋
史
学
報 

 

一
九
三
〇
年
代
の
中
国
に
お
け
る
綿
紡
織
工
場
の
設
備
導 

富 

澤 

芳 

亜 

53 

一
五･

一
六 

(

一
一･

一
二) 

入
に
つ
い
て 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国
共
内
戦
期
、
中
国
共
産
党
冀
魯
豫
根
拠
地
の
参
軍
運
動 

丸 

田 

孝 

志 

59 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

一
七 

(

一
二･

一
二) 

九
世
紀
、抛
不
集
団
へ
の
再
考
と
対
南
詔
戦
争
事
情
素
描 

山 

根 

直 

生 

69 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

一
八 

(

一
三･

一
二) 

中
国
の
民
族
問
題
と
モ
ン
ゴ
ル
族
を
め
ぐ
る
研
究
動
向 

ハ 

ム 

ゴ 

ト 

79 
 

福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要 

三 
  

宋
書
孝
義
伝
に
み
え
る
自
売
十
夫
と
雇
傭
制 

山 

根 

清 

志 

四
一 

(

一
三･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

福
岡
教
育
大
学
紀
要 

六
二 

第
一
分
冊 

文 

『
明
状
元
図
考
』
訳
注(

稿) 

五 

鶴 

成 

久 

章 

四
七 

科
編 

(

一
三･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会 

京
都
語
文 

二
〇 

泰
東
書
道
院
の
満
州
外
交 

―
鄭
孝
胥
と
清
浦
奎
吾
の
遣 

松 

宮 

貴 

之 

五
四 

(

一
三･

一
一) 

り
取
り
を
中
心
と
し
て
― 

 
 

佛
教
大
学 

歴
史
学
部
論
集 

二 
(

一
二･

三) 

元
朝
の
財
政
と
鈔 

宮 

澤 

知 

之 

83 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

三 
(

一
三･

三) 

混
成
第
九
旅
団
の
日
清
戦
争(

三) 

─
新
出
史
料
の
「
従 

原 

田 

敬 

一 

六
九 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

軍
日
誌
」
に
基
づ
い
て
─ 

 
  
 
 
 

〃 

宋
代
明
州
城
の
都
市
空
間
と
楼
店
務
地(

上) 

山 

崎 

覚 

士 

94 
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佛
教
大
学
大
学
院
紀
要 

文
学
研
究
科
篇 

 
｢

満
州
国
の
教
育｣

に
関
す
る
一
考
察 

―
実
業
教
育
重
視 

髙 

野 
 
 

仁 

105 

四
〇 

(

一
二･
三) 

と
民
国
教
育
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

四
一 

(

一
三･

三) 

宋
代
以
降
の
江
南
に
お
け
る
「
省
力
型
」
農
耕
技
術 

市 

村 

導 

人 

113 
 

文
化
史
学
会 

文
化
史
学 
六
七 

(

一
一･

一
一) 

唐
代
渤
海
国
の
舎
利
埋
納
制
度
に
つ
い
て 

冉 
 
 

万 

里 

八
〇 

  
 
 
 

〃 
 
 

 
 
 

六
九 

(
一
三･

一
一) 

戦
地
と
銃
後
の
日
清
戦
争 

―
山
岡
金
蔵
陸
軍
中
尉
の
従 

横 

山 

祐 

馬 

九
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

軍
記
録
を
中
心
と
し
て
― 

 
  
 
 
 

〃 

南
京
地
域
六
朝
墓
の
画
像
詈 

―
そ
の
変
遷
・
地
域
性
と 

江 
 
 

介 

也 

一
〇
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
朝
期
の
墳
墓
観
― 

 
 

平
成
国
際
大
学 

平
成
法
政
研
究 

一
七-

二  
永
井
柳
太
郎
の
対
華
外
交
論 

―
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
前
半 

坂 

本 

健 

蔵 

一
三
四 

(

一
三･

三) 
期
を
中
心
に
― 

 
 

別
府
大
学
大
学
院 

ゆ
け
む
り
史
学 

七 
  

『
北
魏
の
異
民
族
政
策
』 

―｢

蛮｣

を
中
心
と
し
て
み
た
― 

鈴 

木 

諒 

法 

一
六
四 

(

一
三･

三) 
 

 
  
 
 
 

〃 

光
武
帝
の
宣
帝
観 

―
補
論
― 

中 

川 

祐 

志 

一
六
六 

 

法
史
学
研
究
会
会
報 

一
六 

(

一
二･

三) 

文
帝
の｢

刑
制
改
革｣
と｢

復
作｣

に
つ
い
て 

―
宮
宅
潔 

陶 

安 

あ
ん
ど 

122 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
の
近
著
に
接
し
て
― 

 
 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

沖
縄
文
化
研
究 

『
鄭
良
弼
本 

歴
代
宝
案
』
再
考 

池 

谷 

望 

子 

一
七
二 

 

三
九 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内 

田 

晶 

子 
 

法
政
大
学
経
済
学
部
学
会 

経
済
志
林 

 

戦
国
大
名
の
「
法
度
」
と
分
国
法 
―
中
国
の
法
典
と
比 

菅 

原 

正 

子 

126 

八
〇-

三 
(

一
三･

三) 

較
し
て
― 

 
 

法
政
大
学
史
学
会 

法
政
史
学 

七
九 

  

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
お
け
る
府
兵
の
管
理
方
法
に
つ
い 

原 
 
 

京 

子 

二
〇
〇 

(

一
三･

三) 

て 

―
在
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

小 

口 

雅 

史 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
ｈ
一
二
五
六
と
秋
田
城
出
土
木
簡
と
の
比
較
か
ら
― 

 
 

北
星
学
園
大
学
経
済
学
部 

北
星
論
集 

 

「
満
州
事
件
費
」
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か(

一) 
平 

井 

廣 

一 

137 

五
二-

二 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

星
薬
科
大
学
一
般
教
育
論
集 

三
一 

 

中
国
法
史
講
義
ノ
ー
ト(

Ⅲ) 

森 
田 

成 

満 

二
一
三 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
海
道
大
学
東
洋
史
談
話
会 

史
朋 

四
五 

 

明
・
宣
徳
朝
の
総
兵
官(

一) 

奥 

山 
憲 
夫 

二
二
二 

(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

四
六 

(

一
三･

一
二) 

明
・
宣
徳
朝
の
総
兵
官(

二) 

奥 

山 

憲 

夫 
二
四
一 

 

三
田
史
学
会 

史
学 

八
二-

一･

二 
 

『
穆
天
子
伝
』
訳
注
稿
〔
二
〕 

桐 

本 

東 

太 
* 

(

一
三･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

／
監
訳 

 
 

水 

野 
 
 

卓 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

他
四
名
／
訳
注 

 

宮
城
学
院
女
子
大
学 

人
文
社
会
科
学
論
叢 

 

南
洋
勧
業
会
は
な
ぜ
開
催
さ
れ
た
の
か 

―
清
末
新
政
の 

小
羽
田 

誠 

治 

144 

二
〇 

(

一
一･

三) 

特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察
― 

 
 

明
治
大
学
教
養
論
集 

四
九
三 

(

一
三･

三) 

橘
樸
の
「
東
洋
的
共
同
社
会
」
論 

石 

井 

知 

章 

150 
  
 
 
 

〃 

水
の
理
論
の
系
譜(

三) 

福 

本 

勝 

清 

169 
 

明
治
大
学
政
治
経
済
研
究
所 

政
経
論
叢 

 

汪
精
衛
と
宋
教
仁
の
日
本
留
学
経
験 

─
二
人
の
革
命
家 

土 

屋 

光 

芳 

194 

八
一-

五･

六 
(

一
三･

三) 

の
比
較
研
究
─ 

 
 

明
治
大
学
東
洋
史
談
話
会 

明
大
ア
ジ
ア
史
論 

姜
弘
立
の
生
涯
と
朝
鮮
・
後
金
関
係 

―
も
う
一
つ
の
朝 

鈴 

木 
 
 

開 

219 

集 

一
六 

(

一
二･

三) 

清
関
係
前
史
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

一
七 

(

一
三･

三) 

唐
初
村
落
制
度
の
「
新
史
料
」 

─
西
安
碑
林
博
物
館
蔵 

石 

野 

智 

大 

233 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢

詼
非
明
達
等
四
面
造
像
題
名｣

の
再
検
討
─ 

 
  
 
 
 

〃 

景
徳
鎮
窯
業
史
跡
探
訪 

新 

井 

崇 

之 

251 
 

明
治
学
院
大
学
社
会
学
・
社
会
福
祉
学
研
究 

 

中
国
政
策
に
関
す
る
発
言
と
行
動
の
軌
跡 

―
戦
時
体
制 

遠 

藤 

興 

一 
* 

一
三
九 

(

一
三･

二) 

下
に
お
け
る
田
川
大
吉
郎
の
闘
い
― 
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桃
山
学
院
大
学
環
太
平
洋
圏
経
営
研
究 

一
四 

中
国
に
お
け
る
災
害
対
応
救
済
と
福
祉
事
業
の
歴
史
的
研 

孟 
 
 
 
 

冬 

256 
(

一
三･

三) 

究 
 

 

桃
山
学
院
大
学 
人
間
科
学 

四
四 

 
Liu Zhidan and his “B

ro's in the 'H
ood”: B

andits  
X

U
 Y

o
u

w
ei 

 

268 
(

一
三･

三) 
and C

om
m

unists in the Shaanbei B
adlands(1) 

Philip  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
BILLIN

G
SLEY

 
 

山
口
大
学 

異
文
化
研
究 

七 
(

一
三･

三) 

司
馬
遷
的
盛
世
之
憂
與
庶
民
情
結 

馬 
 
 
 
 

彪 

291 
 

山
口
大
学
大
学
院 

東
ア
ジ
ア
研
究 
一
〇 

 

東
ア
ジ
ア
の
中
の
中
国
・
韓
国
・
日
本 

―
引
揚
げ
を
題 

全 
 
 

京 

秀 

296 
(

一
二･

三) 

材
と
し
て
― 

 
 

山
梨
学
院
大
学
大
学
院 

研
究
年
報 

社
会
科 

清
末
中
国
に
お
け
る
日
本
人
法
律
教
員
お
よ
び
法
律
顧
問 

熊 
 
 

達 

雲 

304 

学
研
究 

三
三 

(

一
三･

二) 
招
聘
の
経
緯
に
つ
い
て 

―
京
師
法
律
学
堂
と
修
訂
法
律 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

館
に
よ
る
招
聘
を
中
心
に
― 

 
 

横
浜
市
立
大
学
論
叢 

人
文
科
学
系
列 

 

元
代
江
西
の
帝
師
殿
と
呉
澄 

―
撫
州
路
・
南
安
路
帝
師 

乙 

坂 

智 

子 

二
五
七 

六
四-

二 
(

一
三･

三) 

殿
碑
撰
文
の
背
景
― 

 
 

立
正
史
学 

一
一
一 

(

一
二･

三) 

明
代
中
期
に
お
け
る
辺
鎮
へ
の
文
官
派
遣 

本 

橋 

大 

介 

二
八
二 

 

立
正
大
学 

文
学
部
論
叢 

一
三
六 

(

一
三･

三) 

敦
煌
吐
魯
番
「
発
病
書
」
小
考 

―
ロ
シ
ア
・
ド
イ
ツ
蔵 

岩 

本 

篤 

志 

二
九
〇 

 

文
献
の
試
釈
と
『
占
事
略
決
』
と
の
比
較
を
通
し
て 

 
  
 
 
 

〃 

敦
煌
吐
魯
番
文
書
と
ソ
グ
ド
研
究 

―
七
～
十
世
紀
の
東 

岩 

本 

篤 

志 

三
〇
七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ユ
ー
ラ
シ
ア
史
研
究
の
手
引
き 

 
 

立
命
館
大
学 

社
会
シ
ス
テ
ム
研
究 

二
四 

 

帝
国
教
育
会
主
催
の
中
国
大
陸
視
察
旅
行 

―
一
九
一 

宋 
 
 

安 

寧 

323 
(

一
二･

三) 

九
年
の｢

第
一
回
支
那
及
満
鮮
視
察
団｣
・
一
九
二
九
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の｢

支
那
教
育
視
察
団｣

・
一
九
三
九
年
の｢
皇
軍
慰
問
並 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
日
満
教
育
親
善
使
節
派
遣｣

― 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

二
五 

(

一
二･

九) 

一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
植
民
地
台
湾
の
政
治
運
動
の
再 

楊 
 
 

素 

霞 

337 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

考 

―
明
治
維
新
解
釈
の
視
点
か
ら
― 

 
  
 
 
 

〃 

矢
内
原
忠
雄
と
中
国 

―｢

国
家
の
理
想｣

か
ら
王
明
道
訪 
松 

谷 

曄 

介 

347 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問
へ
― 

 
 

立
命
館
史
学 

三
三 

(

一
二･

一
一) 

宋
代
女
性
の
死
亡
年
齢
と
結
婚
年
齢 

―
墓
誌
銘
の
記
載 

清 
水 
嘉
江
子 

三
一
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ
り
― 

 
 

立
命
館
文
學 

六
三
一 

(

一
三･

三) 

西
周
代
陝
東
系
外
諸
侯
帰
順
考 

─
姫
「
冒
姓
」
事
例
及 

谷 
 
 

秀 
樹 

361 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
系
譜
改
編
事
例
に
関
連
し
て
─ 

 
 

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀 

《
天
亡
鮎
》
私
考 

─
殷
周
革
命
論
ノ
ー
ト(

一)

─ 

高 

島 

敏 

夫 
三
二
三 

要 

七 
(

一
三･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

琉
球
大
学
移
民
研
究
セ
ン
タ
ー 

移
民
研
究 

 

植
民
地
統
治
期
台
湾
か
ら
石
垣
島
名
蔵
・
嵩
田
地
区
へ
の 

松 

田 

良 

孝 

371 

九 
(

一
三･

九) 

移
動
に
つ
い
て 

―
石
垣
町
役
場
作
成
の
寄
留
簿
の
分
析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
通
じ
て
― 

 
 

歴
史
学
会 

史
潮 

七
三 

(

一
三･

七) 

『
戦
国
策
』
韓
策
所
見
の
「
質
子
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て 

佐
々
木 

研 

太 

三
二
九 

 

歴
史
人
類
学
会 

史
境 

六
四 

(

一
二･

三) 

六
～
八
世
紀
の
モ
ン
ゴ
リ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
、
北
中
国 

 

林 
 
 

俊 

雄 

三
三
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
突
厥
王
侯
の
墓
廟
か
ら
見
た
文
化
複
合
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

六
五 

(

一
三･

三) 

「
雍
正
の
銭
貴
」
は
あ
っ
た
の
か
？ 

上 

田 

裕 

之 

三
四
八 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

六
六 

(

一
三･

九) 

華
僑
と
福
建
事
変 

―
僑
郷
に
お
け
る
地
域
的
利
害
関
係 

松 

野 

友 

美 

三
五
九 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
着
目
し
て
― 

 
 

和
歌
山
大
学 

空
間
・
社
会
・
地
理
思
想 

 

満
鉄
調
査
部
に
お
け
る
地
理
学
者
の
思
想
的
展
開 

 

柴 

田 

陽 

一 

380 

一
六 

(

一
三･

三) 

―
増
田
忠
雄
の｢

文
化
圏｣

研
究
と
地
政
学
へ
の
接
近
に
注 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目
し
て
― 

 
 

和
歌
山
大
学
経
済
学
会 

経
済
理
論 

三
七
一 

清
代
八
股
文
に
お
け
る
破
題
・
承
題
の
作
成
法
に
つ
い
て 

滝 

野 

邦 

雄 

389 
(

一
三･

三) 
(

六) 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

三
七
三 

(

一
三･

九) 

明
・
景
泰
帝
の
諡
號
に
つ
い
て(

三) 

滝 

野 

邦 

雄 

396 
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早
稲
田
大
学
二
〇
世
紀
メ
デ
ィ
ア
研
究
所 

 

張
鼓
峰
事
件
に
お
け
る
日
本
陸
軍
の
情
報
活
動 

宮 

杉 

浩 

泰 

406 
Intelligence 

13 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

早
稲
田
大
学
考
古
学
会 

古
代 

一
二
五 

  

墓
か
ら
み
た
馬
家
浜
文
化
の
地
域
性 

久
保
田 

慎 

二 

412 
(

一
一･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

早
稲
田
大
学
史
学
会 

史
観 
一
六
九 

  

唐
代
に
お
け
る
左
蔵
庫
と
内
蔵
庫
の
変
遷
に
つ
い
て 

呉 
 
 

志 

宏 

三
七
〇 

(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

早
稲
田
大
学
東
洋
史
懇
話
会 

史
滴 
三
四 

 

献
俘
礼
か
ら
見
た
唐
・
宋
軍
礼
の
変
容 

王 
 
 
 
 

博 

三
七
八 

(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

内
蒙
古
自
治
区
中
南
部
城
址
視
察
記 

―
フ
フ
ホ
ト
市
・ 

水 

間 

大 

輔 

三
九
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

包
頭
市
を
中
心
に
― 

柿 

沼 

陽 

平 
 

早
稲
田
大
学
大
学
院 

教
育
学
研
究
科
紀
要 

 

渤
海
半
拉
城
出
土
「
二
仏
並
座
像
」
の
基
礎
的
整
理 

森 

田 

智 

子 

424 

別
冊 

一
九-

二 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

早
稲
田
大
学
大
学
院 

社
学
研
論
集 

二
一 

 

塘
沽
停
戦
協
定
の
研
究 

山 

口 

真
理
子 

430 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

早
稲
田
大
学
大
学
院 

早
稲
田
政
治
公
法
研
究 

日
中
戦
争
期
興
亜
院
発
足
前
の
華
北
に
お
け
る
農
林
官
僚 

正 

田 

浩 

由 

437 
 

一
〇
二 

(

一
三･

四) 

湯
河
元
威
の
活
動(

一) 
 

   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
四
分
冊
（
歴
史
・
政
治
・
経
済
Ⅱ
）
上 

 

愛
知
大
学 

国
際
問
題
研
究
所
紀
要 

一
三
九 

中
国
の
壮
年
期
及
び
中
年
期
の
農
婦
に
お
け
る
健
康
保
持 

三 

橋 

か
ほ
り 

1 
(

一
二･

三) 

資
源
と
健
康
状
態
と
の
関
係 

―
中
国
河
北
省
Ｌ
村
の
ケ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
か
ら
― 

 
  
 
 
 

〃 

四
川
に
お
け
る
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
の
民
族
研
究(

二) 

松 

岡 

正 

子 

9 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
李
紹
明
が
語
る
「
中
国
少
数
民
族
問
題
五
種
叢
書
」
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

政
治
民
族
学 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 

 

一
四
〇 

(

一
二･

一
二) 

寧
夏
回
族
自
治
区
に
お
け
る
節
水
型
農
業
、
農
村
建
設 

馬 

場 
 
 

毅 

19 
  
 
 
 

〃 
〝
潔
浄
〟
的
村
庄 

―
毛
時
代
義
村
的
政
治
儀
式
与
社
会 

衛 
 
 

小 

将 

32 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

形
態 

(

原
文
は
簡
体
字) 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 

 

一
四
一 

(

一
三･

三) 

友
好
と
離
反
の
は
ざ
ま
で
き
し
む
日
中
関
係
一
九
七
九 -  

馬 

場 

公 

彦 

45 
 

一
九
八
七
年 

―
中
越
戦
争
か
ら
民
主
化
運
動
へ 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
に
お
け
る
化
粧
品
市
場
の
成
り
立
ち
と
今
後
の
展
望 

宮 

本 

文 

幸 

64 
 

愛
知
学
院
大
学
大
学
院 

経
研
会
紀
要 

一
四 

企
業
の
国
際
化
に
よ
る
環
境
意
識
移
転 

―
環
境
コ
ミ
ュ 

徐 
 
 

少 

丹 
*** 

(

一
二･

三) 

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
国
際
的
展
開 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
企
業
従
業
員
の
離
脱
行
動
に
関
す
る
研
究 

 

顧 
 
 

抱 

一 

73 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―｢

欠
勤｣

｢

遅
刻｣

を
中
心
に
― 

 
 

愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部 

紀
要 

四
五 

 

中
華
人
民
共
和
国
に
お
け
る
「
選
挙
民
主
主
義
」
の
現
状 

鈴 

木 
 
 

隆 

80 

地
域
研
究
・
国
際
学
編 

(

一
三･

三) 

─
近
年
に
お
け
る
選
挙
制
度
改
革
と
研
究
動
向
─ 

 
 

愛
知
工
業
大
学
研
究
報
告 

四
七 

(

一
二･

三) 

地
域
糯
米
食
文
化
に
関
す
る
考
察 

―
南
京
市
淳
化
街
道 

甘 
 
 

靖 

超 

89 
 

咸
墅
村
の
事
例
研
究
― 

 
 

愛
知
淑
徳
大
学 

現
代
社
会
研
究
科
研
究
報
告 

大
連
に
お
け
る
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
諸
相 

 

林 
 
 

楽 

青 

94 
 

九 
(

一
三･

三) 

―
八
〇
年
代
以
降
を
中
心
に
― 
西 

尾 

林
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

孫 
 
 

連 

花 
 

青
山
国
際
政
経
論
集 

八
八 

(

一
二･

九) 

文
化
大
革
命
と
人
民
解
放
軍 

―
軍
部
統
治
の
形
成
と
林 

林 
 
 

載 

桓 

100 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

彪
、
林
彪
事
件
― 

 
  
 
 
 

〃  
 
 
 

八
九 

(

一
三･

一) 

「
六
九
年
危
機
」
再
考 

―
毛
沢
東
、
軍
、
米
中
接
近
― 

林 
 
 

載 
桓 

114 
 

朝
日
大
学
経
営
論
集 

二
六 

(

一
二･

三) 

中
国
の
大
学
生
に
お
け
る
日
本
的
人
的
資
源
管
理
の
容
認 

梁 
 
 
 
 

良 

123 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

加 

藤 

里 

美 
 

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所 

ア
ジ
ア
経
済 

五
三-

一 

中
国
淮
河
流
域
に
お
け
る
水
環
境
行
政
の
形
成
と
発
展 

大 

塚 

健 

司 
133 

(

一
二･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

五
三-

五 
(

一
二･

九) 

台
湾
の
対
外
援
助
に
お
け
る
目
的
と
ア
プ
ロ
ー
チ 

近 

藤 

久 

洋 

146 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

五
四-

二 
(

一
三･

六) 

戦
後
台
湾
山
地
社
会
に
お
け
る
言
語
政
策
の
展
開 

 

森 

田 

健 

嗣 

159 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
日
本
語
の
排
除
か
ら
先
住
民
族
言
語
の
排
除
へ
― 

 
 

宇
都
宮
大
学
国
際
学
部
研
究
論
集 

二
八 

 

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
め
ぐ
る
評
価
の
類
型
と
そ
の 

中 

村 

祐 

司 

173 
(

〇
九･

九) 

特
性 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

二
九 

(

一
〇･

二) 

二
〇
〇
八
年
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
関
連
事
業
と
ガ 

中 

村 

祐 

司 

177 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バ
ナ
ン
ス
・
プ
ロ
セ
ス 

―
執
行
現
場
に
お
け
る
観
察
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

三
四 

(

一
二･

九) 

中
ソ
同
盟
の
成
立(

一
九
五
〇
年) 

 

松 

村 

史 

紀 

182 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―｢

戦
後｣

と｢

冷
戦｣

の
結
節
点
― 

 
 

桜
花
学
園
大
学
人
文
学
部 

研
究
紀
要 

一
四 

「
南
京
大
虐
殺
」
歴
史
事
実
の
調
査
に
携
わ
っ
て 

高 
 
 

文 

軍 

190 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

桜
美
林
論
考 

桜
美
林
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス 

三 

市
場
経
済
へ
の
移
行
過
程
に
お
け
る
中
国
地
方
行
財
政
の 

座 

間 

紘 

一 

195 
(

一
二･

三) 

変
化 

 
 

桜
美
林
大
学 

桜
美
林
論
考 

人
文
研
究 

三 
The Sino-Japanese G

eopolitical C
onfrontation  

SU
G

A
N

U
M

A
 
 
 

202 
(

一
二･

三) 
in the East C

hina Sea-I 
 
 
 

 
U

nryu
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大
阪
大
学 
日
本
学
報 

三
一 

(

一
二･

三) 

喜
友
名
嗣
正
が
見
た｢

日
本｣ 

―
琉
球
独
立
運
動
と｢

台 

冨 

永 

悠 

介 

212 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

湾
省
琉
球
人
民
協
会｣

の
活
動
か
ら
― 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 
阪
大
法
学 

六
三-

三･

四 

Ｇ
・
Ｆ
・
ケ
ナ
ン
と
台
湾
防
衛
政
策
の
起
源 

高 

橋 

慶 

吉 

一 
(

一
三･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
経
済
大
学 

経
営
経
済 
四
七 

 

中
国
に
お
け
る
自
動
車
向
け
大
物
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
金
型
の 

斉 

藤 

栄 

司 

224 
(

一
一･

一
二) 

地
場
メ
ー
カ
ー
の
分
析 

―
広
域
上
海
圏
に
お
け
る
地
場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
型
メ
ー
カ
ー
の
取
引
実
態
と
技
術
レ
ベ
ル
― 

 
 

大
阪
国
際
大
学 

国
際
研
究
論
叢 

二
四-
三  

中
国
東
北
三
省
の
日
系
企
業
の
進
出
現
況
調
査
報
告
（
そ 

宇 

山 
 
 

博 

235 
(

一
一･

三) 

の
一
） 

 
 
 
 

他
三
名 

  
 
 
 

〃 
 
 
 

二
五-

一 
(

一
一･

一
〇) 
中
国
東
北
三
省
の
日
系
企
業
の
進
出
現
況
調
査
報
告
（
そ 

宇 

山 
 
 

博 

242 
 

の
二
） 

 
 
 
 

他
三
名 

  
 
 
 

〃 

中
国
東
北
三
省
の
日
系
企
業
の
進
出
現
況
調
査
報
告
（
そ 

宇 

山 
 
 

博 

249 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
三
） 

 
 
 
 

他
三
名 

 

大
阪
産
業
大
学
経
営
論
集 

一
五-

一 
 

中
国
に
お
け
る
炊
飯
器
市
場
を
め
ぐ
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
と 

王 
 
 

丹 

霞 

259 
(

一
三･

一
〇) 

美
的
集
団
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
比
較
分
析 

 
  
 
 
 

〃 

天
津
濱
海
新
区
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

王 
 
 

暁 

虎 

277 
  
 
 
 

〃 

中
国
炊
飯
器
市
場
を
め
ぐ
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
拡
大
戦
略 

王 
 
 

丹 

霞 

289 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─
上
海
市
場
調
査
及
び
消
費
者
の
省
エ
ネ
意
識
を
中
心
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─ 
 

 

大
阪
産
業
大
学
経
済
論
集 

一
四-

一 
 

法
人
税
の
二
重
課
税
調
整
の
理
論
と
現
状
に
関
す
る
一
考 

薄 
 
 
 
 

斌 

306 
(

一
三･

二) 

察 

─
中
国
に
お
け
る
法
人
課
税
の
あ
り
方
に
向
け
て
─ 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 

一
四-

三 
(

一
三･

一
〇) 

中
国
に
お
け
る
二
〇
〇
八
年
新
企
業
所
得
税
法
の
影
響 

 

薄 
 
 
 
 

斌 

316 
 

─
上
場
企
業
の
実
質
負
担
率
を
中
心
に
─ 

 
 

大
阪
市
立
大
学 

季
刊
経
済
研
究 

三
四-

一･

二 

「
在
中
日
系
企
業
の
女
子
労
働
」
の
研
究
方
法
と
分
析 
濱 

田 

英 

次 

325 
(

一
一･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
市
立
大
学
大
学
院 

創
造
都
市
研
究 

 

中
国
の
気
候
変
動
政
策
と
国
際
協
力 

古 
賀 

章 

一 

339 

七-

二 
(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要 

草
原
に
お
け
る
農
業
開
発
と
そ
の
影
響 

―
中
国
内
モ
ン 

王 
 
 

桂 
蘭 

348 
 

三
二 

(

一
一･

一
一) 

ゴ
ル
自
治
区
を
事
例
と
し
て
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

三
三 

(

一
二･

三) 

中
国
に
お
け
る
慈
善
事
業
管
理
の
制
度
的
諸
問
題
と
改
善 

趙 
 
 

俊 

男 

358 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
方
向 

 
 

岡
山
理
科
大
学
紀
要 

四
七
Ｂ 

人
文
・
社
会  

中
国
雲
南
省
に
お
け
る
伝
統
的
土
器
製
作
と
そ
の
地
域
差 

徳 

澤 

啓 

一 

367 

科
学 

(

一
一･

一
二) 

・
民
族
差 

―
新
平
燻
族
半
族
自
治
県
及
び
元
江
哈
尼
族 

中 

村 

大 

介 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

燻
族
半
族
自
治
県
の
比
較
を
中
心
と
し
て
― 

 
 

香
川
大
学
経
済
論
叢 

八
六-

二 
(

一
三･

九) 

再
創
成
さ
れ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
観
光
資
源 

―
春
節
祭 

王 
 
 
 
 

維 
* 

 

を
事
例
と
し
て
― 

 
 

学
習
院
大
学
法
学
会
雑
誌 

四
八-

一 
 

中
国
に
と
っ
て
の
東
ア
ジ
ア
共
同
体(

一) 

中 

居 

良 

文 

377 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

金
沢
大
学 

人
間
社
会
環
境
研
究 

二
六 

 

中
国
の
対
ア
フ
リ
カ
首
脳
外
交
と
政
策
の
展
開 

尹 
 
 

曼 

琳 

386 
(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

關
西
大
學
商
學
論
集 

五
八-

二 
(

一
三･

九) 

中
国
に
お
け
る
環
境
管
理
会
計
の
構
築
に
向
け
て 

 

中 

嶌 

道 

靖 

394 
 

～
中
国
の
持
続
的
経
済
発
展
に
寄
与
す
る
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ａ
～ 

岡 
 
 

照 

二 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

呉 
 
 
 
 

綺 
 

関
東
学
院
大
学 

関
東
学
院
法
学 

二
三-

一  

中
国
知
的
財
産
権
硯
候(

二
一) 

―
実
録 

中
国
知
的
戝 

福 

山 

達 

夫 
* 

(

一
三･

七) 

産
権
― 

魏 
 
 

啓 

学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
京
林
達
劉
知
識 

 
 

産
権
代
理
事
務
所 

  
 
 
 

〃 
 
 
 

二
三-

二 
(

一
三･

一
一) 

中
国
知
的
財
産
権
硯
候(

二
二) 

―
実
録 

中
国
知
的
戝 

福 

山 

達 

夫 
* 

 

産
権
Ⅱ
― 

魏 
 
 

啓 

学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
京
林
達
劉
知
識 

 
 

産
権
代
理
事
務
所 
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環
日
本
海
経
済
研
究
所 

ER
IN

A
 R

EPO
RT

 
 

Ｇ
Ｉ
Ｔ
大
図
們
江
地
域(

Ｇ
Ｔ
Ｒ)

横
断
輸
送
回
廊
に
関
す 

バ
ル
バ
ラ
・ 

400 
111 

(

一
三･
四) 

る
統
合
輸
送
イ
ン
フ
ラ
及
び
国
境
通
過
円
滑
化
調
査 

 

ク
レ
チ
ェ
ト
ワ 

  
 
 
 

〃 

大
図
們
江
地
域(

Ｇ
Ｔ
Ｒ)

横
断
輸
送
回
廊
の
現
状
と
展
望 

高 

美 
 
 

真 

403 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

中
国
区
間) 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 
113 

(

一
三･

八) 

中
国
東
北
地
域
に
お
け
る
都
市
商
業
銀
行
の
現
状
と
課
題 

西 

田 

顕 

生 

404 
  
 
 
 

〃 

中
国
東
北
地
域
に
お
け
る
財
政
運
営
の
現
状
と
展
望 

李 
 
 

紅 

梅 

411 
  
 
 
 

〃 

中
国
東
北
地
域
の
農
村
労
働
市
場
と
過
剰
労
働 

李 
 
 

聖 

華 

415 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山 

中 

峰 

央 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 
114 

(

一
三･

一
〇) 

C
hina's Involvem

ent in M
ongolian M

ining Sector  
B

.Indra 
 

419 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

and C
ontributions to the Local Econom

y 
B

.A
riunzul 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ts.Enkh-U
yanga 

  
 
 
 

〃 

中
国
東
北
地
域
に
お
け
る
政
府
部
門
の
投
資
状
況
分
析 

李 
 
 

紅 

梅 

422 
  
 
 
 

〃 
 
 
 

 
 
115 

(

一
三･

一
二) 

中
国
は
な
ぜ
都
市
化
を
推
進
す
る
の
か
？ 

―
地
域
開
発 

岡 

本 

信 

広 

425 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
ら
都
市
化
へ 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
の
地
方
債
務
問
題
の
再
考 

―｢

地
方
政
府
融
資
平 

徐 
 
 

一 

睿 

430 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台｣(

Ｌ
Ｇ
Ｆ
Ｖ)

を
中
心
に 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
に
お
け
る
海
洋
経
済
発
展
戦
略
の
政
策
展
開
と
そ
の 

張 
 
 
 
 

兵 

434 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実
態 

―｢

山
東
半
島
藍
色
経
済
区
発
展
規
画｣

を
事
例
に 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
の
地
域
発
展
戦
略
の
策
定
状
況 
―
そ
の
特
徴
と
課 

穆 
 
 

尭 

芋 

440 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

題 

天 

野 

祐 

子 
 

環
日
本
海
経
済
研
究
所 

北
東
ア
ジ
ア
経
済
デ 

第
一
部 

中
国 

朱 
 
 

永 

浩 

446 

ー
タ
ブ
ッ
ク 

二
〇
一
三 

(

一
三･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
九
州
市
立
大
学 

外
国
語
学
部
紀
要 

 

東
亜
経
済
一
体
化
中
的
日
元
与
人
民
幣 

―
日
中
競
争
的 

下 

野 

寿 

子 

453 

一
三
三 

(

一
二･

一
〇) 

可
能
性
与
合
作
的
必
要
性 

(

原
文
は
簡
体
字) 
 

 

北
九
州
市
立
大
学
基
盤
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

 

中
国
に
お
け
る
住
宅
金
融
制
度
の
展
開 

中 
岡 

深 

雪 

459 

九 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

吉
備
国
際
大
学
研
究
紀
要 

人
文
・
社
会
科
学 

現
代
中
国
に
お
け
る
経
済
格
差
と
教
育
格
差 

―
所
得
格 

赤 

坂 
真 
人 

466 

系 

二
二 

(

一
二･

三) 

差
が
生
む
教
育
格
差
― 

 
 

九
州
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

二
〇 

 

日
本
留
学
経
験
が
就
職
活
動
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る 

徐 
 
 

亜 

文 
477 

(

一
二･

三) 

効
果
に
関
す
る
研
究 

―
中
国
人
帰
国
留
学
生
を
事
例
と 

阿 

部 

康 

久 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
― 

 
 

九
州
共
立
大
学
研
究
紀
要 

三-

二 
(

一
三･

三) 

中
国
に
お
け
る
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
的
役
割 

 

林 
 
 

楽 

青 

486 
 

─
大
連
市
を
中
心
に
─ 

大 

島 

ま 

な 
 

九
州
産
業
大
学 

エ
コ
ノ
ミ
ク
ス 

一
八-

一 

華
碩
電
脳
グ
ル
ー
プ
の
企
業
戦
略 

―
マ
ザ
ー
ボ
ー
ド
か 

朝 

元 

照 

雄 
* 

(

一
三･

八) 

ら
多
角
化
経
営
― 

 
 

九
州
産
業
大
学
経
営
学
会 

経
営
学
論
集 

 

企
業
家
の
プ
ッ
シ
ュ
要
因 

―
台
湾
積
体
電
路
製
造
（
Ｔ 

小 

野 

瀬 

拡 

489 

二
三-

一 
(

一
二･

七) 

Ｓ
Ｍ
Ｃ)

・
張
忠
謀
の
事
例
― 

 
 

九
州
情
報
大
学
研
究
論
集 

一
五 

(

一
三･

三) 

欧
米
政
府
債
務
問
題
の
長
期
化
と
中
国
の
財
政
リ
ス
ク 

甘 
 
 

長 

青 

499 
  
 
 
 

〃 

中
国
の
経
済
成
長
減
速
と
財
政
の
持
続
可
能
性 

甘 
 
 

長 

青 

505 
 

京
都
大
学 

法
学
論
叢 

一
七
三-

四 
 

日
華
平
和
条
約
と
国
際
法(

六) 

浅 

田 

正 

彦 
* 

(

一
三･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
産
業
大
学
法
学
会 

産
大
法
学 

四
六-

二 

中
国
に
お
け
る
ダ
ム
事
業
と
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス 

焦 
 
 

従 

勉 

512 
(

一
二･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
産
業
大
学
論
集 

人
文
科
学
系
列 

四
五 

中
国
帰
国
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

大 

栗 

真
佐
美 

525 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

杏
林
大
学 

杏
林
社
会
科
学
研
究 

二
八-

四  

中
国
共
産
党
の
正
統
性
の
再
構
築 

劉 
 
 
 
 

迪 

534 
(

一
三･

三) 
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金
城
学
院
大
学
論
集 

社
会
科
学
編 

九-

二  

中
国
に
お
け
る
カ
ル
フ
ー
ル
の
人
的
資
源
管
理
の
現
地
化 

王 
 
 

武 

雲 

541 
(

一
三･

三) 

に
つ
い
て 

―
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て 

朱 
 
 
 
 

藝 
 

熊
本
学
園
大
学
経
済
論
集 

一
七-

一･

二
合  

直
接
支
払
制
度
の
多
様
化
と
国
際
比
較(

一) 

―
中
国
の 

山 

内 

良 

一 

549 

併
号 

(

一
一･

三) 
｢

退
耕
還
林
事
業｣

と
日
本
の｢

中
山
間
地
域
対
策｣

― 
 

 

久
留
米
大
学 

商
学
研
究 
一
七-

一 
 

台
湾
に
お
け
る
日
系
小
売
企
業
の
出
店
行
動
と
現
地
適
応 

柳 
 
 
 
 

純 

556 
(

一
一･

一
〇) 

可
能
性 

 
  
 
 
 

〃 
 
 

 

一
八-

三･

四 
(

一
三･

三) 

台
湾
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
受
託
製
造
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ 

永 

池 

克 

明 

569 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

デ
ル
と
競
争
優
位
性 

 
 

久
留
米
大
学
法
学 

六
八 

(

一
三･

五) 

毛
沢
東
の
人
民
内
部
矛
盾
論
の
初
期
版
に
つ
い
て 

小 

竹 

一 

彰 
* 

 

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要 

中
国
研
究 

六 
 

狎
介
石
と
国
連
の
成
立 

─
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
・
オ
ー
ク
ス 

段 
 
 

瑞 

聡 
** 

(

一
三･

三) 
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
─ 

 
 

甲
南
大
学
経
営
学
会 

甲
南
経
営
研
究 

 

日
本
・
韓
国
・
台
湾
企
業
の
管
理
会
計
に
関
す
る
実
態
比 

長 

坂 

悦 

敬 

582 

五
四-

二 
(

一
三･

九) 

較
研
究 
―
組
織
能
力
を
中
心
と
し
て
― 

柊 
 
 

紫 

乃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前 

田 

貞 

芳 
 

神
戸
大
学 

近
代 

一
〇
六 

(

一
二･

三) 
｢

民
族
的｣

戦
略
の
限
界
と
公
共
性 

―
あ
る
中
国
沿
海
部 

王 
 
 
 
 

柯 

一
七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ム
ス
リ
ム
社
会
の｢
改
革
開
放
」 

 
 

神
戸
大
学 

国
民
経
済
雑
誌 

二
〇
五-

三 
 

中
国
の
省
間
格
差
：
新
局
面
は
出
現
し
た
の
か 

陳 
 
 

光 

輝 

602 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 

二
〇
六-

二 
(

一
二･

八) 

中
国
資
本
主
義
の
現
段
階 

―
国
進
民
退
は
起
き
て
い
る 

加 

藤 

弘 

之 

607 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
？
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 

二
〇
六-

五 
(

一
二･

一
一) 

中
国
経
済
の
動
学
的
非
効
率
性
に
関
す
る
実
証
分
析 

 

梶 

谷 
 
 

懐 

616 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｚ
基
準
を
用
い
た
検
討
― 

 
  
 
 
 

〃 
 

 

二
〇
六-

六 
(

一
二･

一
二) 

日
本
企
業
に
対
す
る
合
併
・
買
収
の
多
様
化
：
欧
米
企
業 

ベ
ー
ベ
ン
ロ
ー
ト 

626 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
中
国
企
業
の
合
併
・
買
収
目
的
の
比
較 

・
ラ
ル
フ 

 

神
戸
大
学
社
会
学
研
究
会 

社
会
学
雑
誌 

 

階
級
論
の
観
点
か
ら
見
た
中
国
農
民
工
の
生
活
状
態
と
社 
金 

 
 

成 

珉 

三
一 

二
九 

(

一
二･

三) 

会
意
識 

―
吉
林
省
長
春
市
農
民
工
の
事
例
を
中
心
に
― 

 
 

神
戸
海
星
女
子
学
院
大
学 

研
究
紀
要 

五
〇 

わ
が
国
に
お
け
る
「
観
光
」
関
連
用
語
の
軌
跡 

北 

川 
宗 

忠 

633 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

神
戸
女
子
大
学
文
学
部
紀
要 

四
五 

 

南
水
北
調
政
策
の
課
題
と
展
望 

小 

林 

善 
文 

637 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

比
較
文
化
の
視
点
か
ら
見
た
近
現
代
の
日
台
女
性 

王 
 
 

霜 

媚 
643 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

四
六 

(

一
三･

三) 

鉛
陽
湖
の
開
発
と
環
境 

小 

林 

善 

文 

653 
 

国
際
ア
ジ
ア
文
化
学
会 

ア
ジ
ア
文
化
研
究 

 

台
湾
の
少
年
法
院
と
明
陽
中
学 

山 

田 

美 

香 

四
〇 

一
九 

(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

張 
 
 

汝 

秀 
 

国
際
農
林
業
協
働
協
会 

国
際
農
林
業
協
力   

海
外
植
林
活
動(

環
境
造
林) 

日
中
民
間
緑
化
協
力
委
員 

須 

崎 

幸 

男 

659 

三
四-

三 
(

一
一･

一
二) 

会
資
金
に
よ
る
中
国
で
の
緑
化
活
動
紹
介 

 
 

国
際
文
化
表
現
学
会 

国
際
文
化
表
現
研
究 

 

ア
ジ
ア
水
戦
争
と
中
国
の
水
危
機 

岡 

崎 

匡 

史 

662 

九 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

駒
澤
大
学 

駒
澤
法
学 

一
二-

三･

四 
 

中
国
の
独
禁
法
に
お
け
る
域
外
適
用 

―
そ
の
導
入
背
景 

王 
 
 

志 

安 
* 

(

一
三･

三) 

と
制
度
構
造
の
解
析
― 

 
 

埼
玉
大
学 

日
本
ア
ジ
ア
研
究 

九 
 

韓
国
在
住
の
中
国
朝
鮮
族
を
訪
ね
て 

―
問
題
発
見
の
旅 

金 
 
 

銀 

実 

670 
(

一
二･

三) 

― 
 

 

佐
賀
大
学
経
済
学
会 

経
済
論
集 

四
五-

二 
 

中
国
に
お
け
る
小
企
業
会
計
の
展
開 

～｢

小
企
業
会
計 

劉 
 
 
 
 

丹 

676 
(

一
二･

七) 

制
度
」
を
中
心
と
し
て
～ 

 
  
 
 
 

〃 

延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
に
お
け
る
労
働
力
移
動
の
原
因 

 

鄭 
 
 

菊 

花 

688 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
一
九
九
四
年
を
中
心
と
し
て
― 

 
 

札
幌
学
院
大
学 

経
済
論
集 

四 
(

一
二･

三) 

寧
夏
に
お
け
る
開
発
と
環
境
復
元 

―
西
部
大
開
発
問
題 

浅 

川 

雅 

巳 

696 
 

の
複
眼
的
研
究
よ
り
― 
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札
幌
学
院
法
学 

二
八-

二 
(

一
二･

三) 

中
国
刑
事
訴
訟
法
改
正
と
「
取
調
べ
の
可
視
化
」
問
題 

 

鈴 

木 

敬 

夫 

700 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
正
義
と
法
的
安
定
性
の
葛
藤
― 

 
  
 
 

〃  
 
 

二
九-
一 

(

一
二･

一
二) 

権
力
と
良
心 

―
中
国
の｢

和
諧(

調
和)

権｣

と｢

公
衆
参 

鈴 

木 

敬 

夫 

719 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

与｣

― 
 

 

滋
賀
大
学
経
済
学
会 

彦
根
論
叢 

三
九
五 

 

医
療
保
障
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
民
間
保
険 

国
際
比
較
と 

李 
 
 

蓮 

花 

740 
(

一
三･

三) 

中
国
の
現
状 

 
 

滋
賀
県
立
大
学 

人
間
文
化 

三
〇 

 

中
国
の
生
産
建
設
兵
団
と
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
資
源
開 

包 
 
 

宝 

柱 

748 
(

一
二･

二) 

発 

―
内
モ
ン
ゴ
ル
新
興
都
市
ホ
ー
リ
ン
ゴ
ル
市
の
建
設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

過
程
を
通
し
て
― 

 
 

静
岡
産
業
大
学 

環
境
と
経
営 

一
七-

二 
 

宝
鋼
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
の
形
成
過
程 

劉 
 
 

志 

宏 

756 
(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

静
岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部 

人
文
論
集 

 

中
華
人
民
共
和
国
初
期
に
お
け
る
「
社
会
教
育
」
と
大
衆 

戸 

部 
 
 

健 

四
九 

六
三-

二 
(

一
三･

一) 

運
動 
―
天
津
市
の
事
例
か
ら
― 

 
 

島
根
大
学 

経
済
科
学
論
集 

三
八 

 

中
国
・
寧
夏
回
族
自
治
区
に
お
け
る
循
環
経
済
の
一
断
面 

関 
 
 

耕 

平 

767 
(

一
二･

三) 
 

 
 
 
 

他
三
名 

 

島
根
県
立
大
学 

総
合
政
策
論
叢 

二
三 

 

現
代
中
国
に
お
け
る
都
市
の
社
区
建
設
と
社
会
管
理 

 

江 

口 

伸 

吾 

781 
(

一
二･

三) 

―
山
東
省
の
事
例
を
中
心
に
― 

 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
四
分
冊
（
歴
史
・
政
治
・
経
済
Ⅱ
）
下 

 

社
会
学
研
究
会 

ソ
シ
オ
ロ
ジ 

一
七
二 

 

一
九
五
〇
年
代
中
国
の
近
代
化
と
対
日
協
力
者 

 

佐 

藤 
 
 

量 

一 
(

一
一･

一
〇) 

―
旅
順
工
科
大
学
出
身
中
国
人
同
窓
生
を
事
例
に
― 

 
 

社
会
文
化
史
学
会 

社
会
文
化
史
学 

五
六 

 

植
民
地
記
憶
と
ツ
ー
リ
ズ
ム 

―
大
連
市
の
事
例
か
ら
― 

隋 
 
 
 
 

藝 

一
〇 

(

一
三･

三) 
 

 
 

上
智
大
学 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 

 

台
湾
メ
デ
ィ
ア
の
三･

一
一
震
災
報
道 

―
『
聯
合
報
』
の 

沈 
 
 

霄 

虹 

1 

四
二 

(

一
二･

三) 

内
容
分
析
を
中
心
に
― 

 
 

人
文
地
理
学
会 

人
文
地
理 

六
五-

五 
 

ジ
オ
パ
ー
ク
と
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
望 

―
日
本
と
中 

深 

見 
 
 

聡 

14 
(

一
三･

一
〇) 
国
の
事
例
か
ら
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 

 

六
五-

六 
(

一
三･

一
二) 

A
 C

om
parative Study of C

hinatow
ns around the  

YA
M

A
SH

ITA
  

 

20 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

W
orld:Focusing on the Increase in N

ew
 C

hinese  
 

 
 
 

K
iyom

i 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Im
m

igrants and Form
ation of N

ew
 C

hinatow
ns 

 
 

椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集 

四
三 

社
会
科 

中
国
東
部
沿
海
開
発
地
域
に
お
け
る
都
市
近
郊
農
村
の
二 

黒 

峇 

晴 

夫 

29 

学
篇 

(

一
二･

三) 

元
的
社
会
構
成 
―
昆
山
市
張
浦
鎮
張
浦
村
の
事
例
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

四
六 

 

毛
沢
東
の
権
力
闘
争
と
対
の
思
想 

 

小 

倉 

正 

昭 

二
二 

(

一
三･

二) 

―
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
分
析
を
手
掛
か
り
と 

 

し
て(

序
章)

― 
 

  
 
 
 

〃 

整
風
運
動
と
対
の
思
想 

 

小 

倉 

正 

昭 

三
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
分
析
を
手
掛
か
り
と 

 

し
て(

二)

― 
 

  
 
 
 

〃 

「
大
躍
進
」
と
対
の
思
想 

 

小 

倉 

正 

昭 

四
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
分
析
を
手
掛
か
り
と 

 

し
て(

三)

― 
 

  
 
 
 

〃 

戸
別
農
地
請
負
制
と
対
の
思
想 

 
小 

倉 

正 

昭 

五
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
分
析
を
手
掛
か
り
と 

 

し
て(

四)

― 
 

 

成
蹊
大
学
一
般
研
究
報
告 

四
六 

 

北
京
の
「
韓
国
城
」(

コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン) 

―
改
革
開
放 

趙 
 
 

貴 
花 

38 
(

一
二･

一
一) 

が
生
み
出
し
た
新
し
い
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
― 

 
 

仙
台
大
学
紀
要 

四
三-

一 
(

一
一･

九) 

公
園
の
高
齢
者
向
け
健
康
遊
器
具
の
活
用
方
策
に
つ
い
て 

朴 

澤 

泰 

治 
48 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
日
本
の
在
宅
高
齢
者
の
健
康
保
持
に
向
け
て
― 

そ
の 

馬 
 
 

佳 

濛 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二 

中
国
に
お
け
る
設
置
・
活
用
事
例
（
青
海
省
お
よ
び 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

瀋
陽
市
） 

 
 

仙
台
大
学
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
科 

修 

中
国
上
海
市
盧
湾
区
の
養
老
院
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
現 

侍 
 
 
 
 

政 

57 

士
論
文
集 

一
三 

(

一
二･

三) 

状
と
課
題 

小 

池 

和 

幸 
 

大
東
文
化
大
学
紀
要 

五
一 

社
会
科
学 

 

現
代
中
国
の
多
国
間
・
周
辺
外
交
と
海
洋
戦
略
：
南
シ
ナ 

齊 

藤 

哲 

郎 

61 
(

一
三･

三) 

海
を
め
ぐ
る
国
際
関
係 

 
 

高
岡
法
科
大
学 

高
岡
法
学 

三
〇 

 

中
国
競
争
法
に
お
け
る
事
業
者
結
合
規
制
に
関
す
る
一
考 

姜 
 
 
 
 

吸 
 

69 
(

一
二･

三) 

察 
 

 

拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所 

海
外
事
情 

 

中
国
の
台
頭
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
安
全
保
障
ア
ー 

佐 

橋 
 
 

亮 

六
五 

六
〇-

一 
(

一
二･

一) 

キ
テ
ク
チ
ャ
の
変
容 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

六
〇-

三 
(

一
二･

三) 

二
〇
一
二
年
総
統
選
挙
に
見
る
台
湾
政
治 

 

高 

野 

華 

恵 

七
七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
「
蔡
英
文
時
代
」
の
検
証
：
民
進
党
の
変
化
と
限
界
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

六
〇-

四 
(

一
二･

四) 

東
南
ア
ジ
ア
と
中
国 

―
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
中
国
Ｆ
Ｔ
Ａ
時
代 

吉 

野 

文 

雄 

八
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
経
済
と
外
交
― 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
と
イ
ン
ド
の
経
済
関
係
：
補
完
的
関
係
の
発
展
と
摩 

朱 
 
 
 
 

炎 

九
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

擦 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

六
〇-

六 
(

一
二･

六) 

近
年
の
日
台
関
係
と
「
台
日
特
別
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」 

丹 

羽 

文 

生 

一
〇
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
つ
い
て 
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拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所 

海
外
事
情 

中
国
の
中
央
ア
ジ
ア
外
交 

―
安
全
保
障
、
資
源
エ
ネ
ル 

渡 

辺 

紫 

乃 

一
〇
七 

六
〇-

九 
(

一
二･
九) 

ギ
ー
、
経
済
面
で
の
協
力
と
今
後
の
課
題
― 

 
  
 
 
 

〃 

中
露
蜜
月
の
幻
想 

―
新
プ
ー
チ
ン
政
権
の
対
中
外
交
― 

名 

越 

健 

郎 

一
一
六 

 

拓
殖
大
学
日
本
文
化
研
究
所 

新
日
本
学 

 

中
国
経
済
の
闇
の
奥 

宮 

崎 

正 

弘 

一
二
四 

三
〇 

(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

筑
紫
女
学
園
大
学
・
筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
部 

中
国
新
疆
北
部
地
区
現
代
化
に
お
け
る
諸
問
題
に
つ
い
て 

石 
 
 

其 

琳 

83 
 

紀
要 

七 
(

一
二･

一) 

の
一
考
察 

 
 

千
葉
商
大
紀
要 

四
九-

二 
(

一
二･

三) 

建
国
直
後
に
お
け
る
中
国
の
対
日
政
策 

廉 
 
 
 
 

舒 

90 
 

中
央
大
学
経
済
研
究
所
年
報 

四
一 

 
人
口
高
齢
化
、
農
民
工
問
題
と
中
国
年
金
制
度
改
革
の
行 

陳 
 
 
 
 

茗 

94 
(

一
〇･

一
〇) 
方 

 
 

中
央
大
学
法
学
会 

法
学
新
報 

一
二
〇-

三･

四 

台
湾
に
お
け
る
不
完
全
給
付 

―
日
本
の
学
説
の
盲
従
？ 

陳 
 

自
強
／
著 

一
三
〇 

(

一
三･

八) 

― 

黄 
 

詩
淳
／
訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
井 

誠
／
監
訳 

  
 
 
 

〃 

祭
祀
公
業
の
変
遷 
―
派
下
資
格
の
取
得
を
中
心
に
― 

黄 
 

詩
淳
／
著 

一
四
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
井 

誠
／
監
訳 

 

中
央
学
院
大
学
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
所
紀
要 

 

中
国
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
教
育
に
つ
い
て 

王 
 
 

玉 

珊 

102 

一
三-

二 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
京
大
学
総
合
政
策
学
部 

総
合
政
策
フ
ォ
ー 

中
国
に
お
け
る
労
使
紛
争
の
原
因
に
つ
い
て 

塚 

本 

隆 

敏 

107 

ラ
ム
２
０
１
１ 

六 
(

一
一･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
国
に
お
け
る
過
度
労
働
の
諸
問
題 

塚 

本 

隆 

敏 

120 
 
 

２
０
１
２ 

七 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
京
大
学 

総
合
政
策
論
叢 

二 
(

一
一･

三) 

中
国
に
お
け
る
労
災
保
険
制
度
の
運
営
状
況
及
び
改
革
の 

塚 

本 

隆 

敏 

132 
 

諸
問
題 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

三 
(

一
二･

三) 

寧
夏
自
治
区
回
漢
民
族
間
の
企
業
家
精
神
の
相
違
に
つ
い 
大 

西 
 
 

広 

144 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て 

―
一
九
九
二
年
寧
夏
自
治
区
社
会
科
学
規
画
研
究
プ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
― 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
労
働
市
場
の
構
造
変
化 

丸 

川 
知 

雄 

155 
 

筑
波
大
学
地
域
研
究 

三
三 

(

一
二･

三) 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
中
国
援
助 

―
ス
ラ
マ
ド
ゥ
橋 

首 

藤 

も
と
子 

164 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
ア
チ
ェ
の
災
害
復
興
支
援
を
中
心
に
― 

 
 

筑
波
大
学 

図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究 

 

中
国
の
職
務
に
関
す
る
著
作
権
制
度
に
つ
い
て 

李 
 
 
 
 

暢 
179 

一
〇-

一 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松 

縄 

正 

登 
 

帝
塚
山
大
学
法
学
会 

帝
塚
山
法
学 

二
四 

 

中
国
国
際
親
族
法
に
関
す
る
一
考
察 

黄 
 
 

犧 

霆 

187 
(

一
三･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

天
理
南
方
文
化
研
究
会 

南
方
文
化 

三
八 

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
国
籍
法(

一
九
五
八
年)

施
行
過 

松 

村 

智 

雄 

205 
(

一
一･

一
二) 

程
に
お
け
る
華
人
の
反
応 

―
中
国
語
紙
の
分
析
か
ら
― 

 
 

東
京
大
学
出
版
会 

Ｕ
Ｐ 

四
二-

一 
 

尖
閣
諸
島
問
題
を
め
ぐ
る
言
説
空
間 

―
中
国
に
お
け
る 

川 

島 
 
 

真 

一
五
二 

(

一
三･

一) 

歴
史
認
識 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

四
二-

三 
(

一
三･

三) 

鳥
の
卵
を
追
う
漁
民
の
海
か
ら
国
家
の
ひ
し
め
く
海
へ 

 

川 

島 
 
 

真 

一
五
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
東
シ
ナ
海
の
島
々 

 
 

東
京
大
学
大
学
院 

O
D

Y
SSEU

S
 
15 

 

返
還
後
の
香
港
に
お
け
る
区
議
会
選
挙 

谷 

垣 

真
理
子 

219 
(

一
一･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
国
際
大
学
論
叢 

商
学
部
編 

八
五 

 
R

oasted Sw
eet Potatoes in C

hina: A
 B

rief Survey 
B

arry
 D

u
ell 

 

232 
(

一
二･

三) 
 

 
 

東
京
国
際
大
学
大
学
院 

商
学
研
究 

二
二 

 

中
国
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
の
競
争
優
位 

方 
 
 

飛 

要 
 

242 
(

一
一･

九) 

の
構
築
に
つ
い
て 

―
顧
客
と
の
関
係
性
の
視
点
か
ら
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

二
三 

(

一
二･

九) 

中
国
に
お
け
る
上
海
Ｇ
Ｍ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略 

 

方 
 
 

飛 

要 
 

255 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
広
州
ホ
ン
ダ
と
の
比
較
に
基
づ
い
て
― 
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同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

キ
リ
ス
ト
教 

Research Conducted Regarding Christian Colleges  

陶 
 
 

飛 

亜 

262 

社
会
問
題
研
究 
六
二 

(

一
三･

一
二) 

in China: H
istory and D

evelopm
ent since the 1980s 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

同
志
社
政
策
科
学
研
究 
一
四-

一 
(

一
二･

九) 

「
生
存
の
知
恵
」
と
中
国
の
発
展
に
関
す
る
研
究 

鄧 
 
 

正 

来 

280 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

／
著 

 
 

兪 
 
 

祖 

成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今 

里 
 
 

滋 
 

 
 
 
 
 
 

／
訳 

 

東
北
大
学 

G
EM

C
 journal 

8 
(

一
三･
三) 

D
IV

ERSIFY
IN

G
 W

ELFA
RE RESPO

N
SIBILITIES  

K
A

N
D

A
 Fum

i 
 

*** 
 

A
N

D
 M

O
BILIZIN

G
 TH

E V
O

LU
N

TA
RY A

N
D

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

N
O

N
-PRO

FIT SECTO
R: Com

parative A
nalysis of  

 
China and Japan 

 
 

東
北
大
学
文
学
会 

文
化 

七
五-

三･

四 
 

中
国
の
改
革
開
放
時
代
に
お
け
る
結
婚
の
タ
イ
ミ
ン
グ
： 

千 

早 

健 

次 

290 
(

一
二･

三) 

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
デ
ー
タ
の
統
計
的
分
析
か
ら 

 
 

東
北
大
学
大
学
院 

国
際
文
化
研
究
科
論
集 

 

中
国
地
域
間
の
「
段
階
的
な
私
有
化
」
に
関
す
る
考
察 

 

葉 
 
 
 
 

剛 

296 

一
九 

(

一
一･

一
二) 

―
北
京
・
温
州
・
重
慶
に
お
け
る
市
民
調
査
の
比
較
分
析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
中
心
に
― 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
か
ら
の
輸
入
食
品
へ
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
導
入 

重 

野 

芳 

人 

303 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
対
す
る
日
本
人
の
選
好 
―C

onjoint

分
析
に
基
づ
く 

宋 
 
 
 
 

綯 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
ン
ケ
ー
ト
解
析
― 

 
 

東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所 

研
究
年
報 

 

中
国
に
お
け
る
Ｍ
＆
Ａ
の
法
規
制
に
つ
い
て 

金 
 
 

洪 

玉 

310 

四
六 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 
Som

e suggestions on “G
eneral Principles of  

LIU
 Yongguang

 
 

316 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

C
om

m
ercial Law

 of C
hina”:  Principles and  

W
A

N
G

 Y
afang 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fram
ew

ork 
 

  
 
 
 

〃 

中
国
に
お
け
る
緑
化
政
策
に
つ
い
て 

―
退
耕
還
林
・
草 

飯 

塚 

勝 

重 

323 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

政
策
と
陝
北
地
区
移
民
新
村
戸
口
調
査(

一) 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

四
七 

(

一
三･

二) 

中
国
に
お
け
る
緑
化
政
策
に
つ
い
て 

―
退
耕
還
林
・
草 
飯 

塚 

勝 

重 

332 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

政
策
と
陝
北
地
区
移
民
新
村
戸
口
調
査(

二)

― 
 

 

徳
島
文
理
大
学
研
究
紀
要 

八
五 

(

一
三･

三) 

中
国
の
文
物
商
店 

上
海
・
南
京
・
蘇
州
・
杭
州 

高 

畑 
常 

信 

一
六
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

八
六 

(

一
三･

九) 

中
国
の
文
物
商
店 

天
津
・
北
京
・
山
東
・
安
徽
・
福
州 

高 

畑 

常 
信 
一
七
七 

 

・
南
昌
・
広
州 

 
 

徳
島
文
理
大
学 

比
較
文
化
研
究
所
年
報 

 

韓
国
人
が
見
た
朝
鮮
戦
争 

高 

畑 

常 

信 

一
九
五 

二
八 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要 

教
育
科
学 

七
六 

マ
カ
オ
の
学
校
制
度 

―
香
港
、
台
湾
、
中
国
本
土
と
の 

楠 

山 
 
 

研 

340 
(

一
二･

三) 

比
較
を
通
じ
て
― 

 
 

長
崎
外
大
論
叢 

一
四 

(

一
〇･

一
二) 

サ
オ
語
の
小
辞
に
つ
い
て 

新
居
田 

純 

野 

347 
 

長
崎
県
立
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所 

東
ア
ジ
ア 

中
国
の
国
際
配
達
市
場
と
大
手
四
社
の
現
状 

陳 
 
 
 
 

怡 

355 

評
論 

五 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
の
国
際
物
流
産
業
に
お
け
る
外
資
企
業
の
現
況 

鄭 
 
 

輝 

容 

358 
 

長
崎
県
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
論
集 
 

中
国
に
お
け
る
家
電
量
販
店
の
課
題
と
展
望 

羅 
 
 

霊 

芝 

361 

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
ナ
ガ
サ
キ 

一
九 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
三･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
に
お
け
る
日
系
小
売
業
の
展
開
と
展
望 

 

任 
 
 
 
 

曜 

374 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
を
事
例
と
し
て
― 

 
 

長
崎
国
際
大
学
論
叢 

一
二 

(

一
二･

三) 

中
国
社
会
に
お
け
る
地
域
の
変
容
と
高
齢
者
福
祉
の
課
題 

韓 
 
 

榮 

芝 

385 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
東
北
地
方
の
農
村
高
齢
者
の
生
活
実
態
調
査
を
通
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

中
村
学
園
大
学 

流
通
科
学
研
究 

一
一-

一 

中
国
に
お
け
る
無
店
舗
販
売
の
発
展
と
そ
の
課
題 

謝 
 
 

文 

午 
 

391 
(

一
一･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徐 
 
 
 
 

涛 



(55-4下) 
51 

中
村
学
園
大
学 

流
通
科
学
研
究 

一
二-

一 
 

中
国
生
鮮
農
産
物
の
流
通
と
課
題 

徐 
 
 
 
 

涛 

398 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

甲 

斐 
 
 

諭 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

一
二-

二 
(

一
三･

三) 

中
国
に
お
け
るe-learning

教
育
の
調
査
報
告 

 

坂 

本 

健 

成 

403 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
華
東
師
範
大
学
を
訪
問
し
て
― 

徐 
 
 
 
 

涛 
 

名
古
屋
大
学
法
政
論
集 

二
五
一 

(

一
三･

九) 

中
国
に
お
け
る
国
家
賠
償
法(

一) 

李 
 
 

竜 

賢 

二
一
〇 

 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発
研
究
科 

ク
ク 

中
国
朝
鮮
族
の
人
口
移
動
及
び
社
会
変
容 

―
営
口
地
区 

李 
 
 

明 

月 

407 

ロ
ス 

八 
(

一
一･

三) 

朝
鮮
族
の
事
例
を
通
じ
て 

 
  
 
 
 

〃 

名
古
屋
華
僑
社
会
の
生
成
と
発
展 

―
華
僑
組
織
の
変
遷 

張 
 
 

慧 

孤 
 

415 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
中
心
に
― 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院 

国
際
開
発
研
究
フ
ォ
ー 

O
n the Em

pirics of C
hina's Inter-regional R

isk  
Jia L

i 
 

423 

ラ
ム 

四
二 

(

一
二･

三) 
Sharing

 
 

 

名
古
屋
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部 

紀
要 

 

現
代
中
国
の
社
会
変
動
と
メ
デ
ィ
ア
政
策
に
関
す
る
分
析 

川 

村 

範 

行 

433 

四
三 

(

一
二･

八) 

及
び
考
察 
―
群
体
性
事
件
と
ネ
ッ
ト
世
論
の
影
響
力
― 

 
 

名
古
屋
学
院
大
学
大
学
院 

経
済
経
営
論
集 

 

中
国
に
お
け
る
経
営
倫
理
の
新
た
な
潮
流
と
課
題 

 

井 

手 

芳 

美 

445 

一
五 

(

一
二･

三) 

―
日
中
比
較
の
視
座
― 

 
  
 
 
 

〃 

長
江
デ
ル
タ
に
お
け
る
日
系
企
業 

―
上
海
・
杭
州
・
無 

白 
 
 
 
 

明 

457 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

錫
の
経
済
開
発
区
を
事
例
と
し
て
― 

秦 
 
 
 
 

斌 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丁 
 
 
 
 

云 
 

名
古
屋
経
済
大
学
法
学
会 

名
経
法
学 

三
三 

中
国
上
場
会
社
の
独
立
董
事(

取
締
役)
制
度
に
お
け
る
問 

金 
 
 

英 

豪 

二
三
四 

(

一
三･

三) 

題
点
と
対
策 

 
 

名
古
屋
市
立
大
学 

オ
イ
コ
ノ
ミ
カ 

四
八-

二 

中
国
造
船
産
業
の
組
織
構
成 

張 
 
 

珈 

銘 

465 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科 

 

一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
の
台
湾
輸
出 

や
ま
だ 

あ
つ
し 

477 

人
間
文
化
研
究 

一
六 

(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

奈
良
大
学
紀
要 

四
〇 

(

一
二･

三) 

成
都
市
東
南
郊
に
お
け
る
集
市
の
近
年
の
動
向 
石 
原 

 
 

潤 

484 
 

奈
良
大
学
地
理
学
会 

奈
良
大
地
理 

一
九 

 

西
安
市
に
お
け
る
蔬
菜
卸
売
市
場
の
近
年
の
変
貌 

石 
原 

 
 

潤 

490 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

南
山
大
学
経
営
学
会 

南
山
経
営
研
究 

 

中
国
へ
の
日
本
的
Ｈ
Ｒ
Ｍ
移
転
可
能
性
と
課
題
（
Ｓ
グ
ル 

願
興
寺 

 
之 

493 

二
七-

三 
(

一
三･

三) 

ー
プ
の
事
例
研
究
―
華
北
・
華
南
比
較
検
証
―
） 

 
 

南
山
大
学
大
学
院 

国
際
地
域
文
化
研
究 

八 

台
湾
の
言
語
政
策
と
客
家 

―
客
家
運
動
の
展
開
と
客
家 

内 

山 

智 

敬 
*** 

(

一
三･

三) 

基
本
法
― 

 
 

新
潟
大
学 

現
代
社
会
文
化
研
究 

五
二 

 

中
国
の
不
動
産
登
記
制
度
と
建
物
区
分
所
有
を
め
ぐ
る
問 

高 
 
 
 
 

健 

503 
(

一
一･

一
二) 

題
点 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

五
七 

(

一
三･

一
二) 

中
国
の
流
通
業
に
お
け
る
対
外
開
放 

包 
 
 

振 

山 

512 
 

新
潟
大
学 

東
ア
ジ
ア
─
歴
史
と
文
化
─ 

 

現
代
中
国
社
会
に
お
け
る
宗
族
問
題
に
つ
い
て
の
再
検
討 

兪 
 
 

慰 

剛 

521 

二
二 

(

一
三･

三) 
 

 
 

新
潟
大
学
大
学
院 

経
済
開
発
と
環
境
保
全
の 

R
esearch on Sustainable D

evelopm
ent in R

ural  
Q

in, B
ing Tao

 
 

530 

新
視
点 

四 
(

一
三･

三) 
C

hina: A
 R

eview
 

 
  
 
 
 

〃 

二
極
化
す
る
経
済
・
社
会
構
造
に
お
け
る
教
育
機
会
均
等 

楊 
 
 
 
 

雲 

536 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
問
題 

―
「
大
学
入
試
移
民
」
を
中
心
に
― 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
東
北
三
省
に
お
け
る
経
済
財
政
運
営
の
現
状
と
課
題 

李 
 
 

紅 

梅 

544 
 

西
日
本
工
業
大
学
紀
要 

四
一 
(

一
一･

七) 

環
境
経
営
の
視
点
か
ら
日
中
の
企
業
環
境
対
応
の
比
較 

皆 

川 

重 

男 

551 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

朱 
 
 

淑 

敏 
 

二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集 

中
国
労
働
者
の
法
意
識 

─
中
国
人
の
法
意
識(

六)

─ 

何 
 
 
 
 

鳴 

555 

刊 

四
三 

(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
言
語
文
化
学
研
究
会 

言
語
文
化
と
日
本 

中
国
人
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
の
電
話
会
話
終
結
部
の
分
析 

 

服 

部 

明 

子 

573 

語
教
育 

四
一 

(

一
一･

六) 

―
ク
レ
ー
ム
場
面
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
会
話
を
通
し
て
― 
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日
本
現
代
中
国
学
会 

現
代
中
国 

八
七 

 

ネ
ッ
ト
空
間
と
現
代
中
国
社
会
の
変
容 

―
中
国
式
「
人 

羅 
 
 

崗
／
著 

** 
(

一
三･

九) 

肉
検
索
」
と
ネ
ッ
ト
で
の
民
意
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て
― 

羽
根 

次
郎
／
訳 

  
 
 
 

〃 

大
衆
化
す
る
シ
ノ
ワ
ズ
リ 

―
日
本
人
旅
行
者
の
上
海
イ 

岩 

間 

一 

弘 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メ
ー
ジ
と
上
海
の
観
光
都
市
化
― 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ 

―
加
盟
一
〇
年
を
経
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル 

吉 

川 

純 

恵 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
遵
守
状
況
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
分
析
― 

 
  
 
 
 

〃 

華
北
農
村
に
お
け
る
階
級
政
策
と
村
落
社
会 

―
一
九
五 

河 

野 
 
 

正 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
～
一
九
六
〇
年
代
河
北
省
を
中
心
に
― 

 
 

日
本
国
際
政
治
学
会 

国
際
政
治 

一
六
八 

 

米
中
ソ
三
角
外
交
と
ベ
ト
ナ
ム
和
平
交
渉
、
一
九
七
一 - 

手 

賀 

裕 

輔 

二
五
九 

(

一
二･

二) 
一
九
七
三 

―
「
名
誉
あ
る
和
平
」
と
「
適
当
な
期
間
」
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

狭
間
で
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

 

一
六
九 

(

一
二･

六) 

中
国
の
「
公
民
社
会
」
と
民
主
化
の
行
方 

―
曲
折
す
る 

阿 

古 

智 

子 

二
六
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
政
治
制
度
改
革
の
関
係
― 

 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
四
分
冊
（
歴
史
・
政
治
・
経
済
Ⅱ
）
増
刊 

 

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部 

国
際
関
係
研
究 

 

産
業
移
転
と
河
南
省
の
経
済
発
展 

陳 
 
 

文 

挙 

1 

三
二-

二 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 

〃 
 
 

 

三
三-
一 

(

一
二･

一
〇) 

中
国
の
食
品
安
全
問
題
と
食
品
特
別
供
給
制
度 

 

杜 
 
 
 
 

震 

5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
「
構
造
的
暴
力
」
の
視
点
か
ら
― 

 
 

日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所 
研
究 

日
中
両
国
の
対
ア
フ
リ
カ
政
策
の
比
較 

青 

木 

一 

能 

9 

紀
要 

八
三 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
六
名 

 

日
本
大
学
法
学
部
新
聞
学
研
究
所 

ジ
ャ
ー
ナ 
解
題
・
「
中
国
新
聞
工
作
者
職
業
道
徳
準
則
」
に
つ
い
て 

山 

本 

賢 

二 
* 

リ
ズ
ム
＆
メ
デ
ィ
ア 

六 
(

一
三･

三) 
 

 
 

日
本
大
学
大
学
院
国
際
関
係
研
究
科 

大
学
院 

中
国
企
業
の
日
本
進
出 

―
ハ
イ
ア
ー
ル
の
事
例
を
中
心 

李 
 
 

敏 

子 

22 

論
集 

二
一 

(

一
一･

一
一) 

に
― 

 
 

日
本
地
理
学
会 

地
理
学
評
論 

八
六-

一 
 

上
海
市
大
中
里
里
弄
地
区
に
お
け
る
市
街
地
再
開
発
と
居 

任 
 
 
 
 

海 

35 
(

一
三･

一) 

住
者
の
都
市
内
移
転 

 
 

日
本
農
業
経
済
学
会 

農
業
経
済
研
究 

 

中
国
蘇
南
地
域
に
お
け
る
農
地
流
動
化
と
地
方
政
府
の
役 

兪 
 
 

炳 

強 

42 

二
〇
一
一
別
冊 

(

一
一･

一
二) 

割 

―
江
蘇
省
常
熟
市
の
事
例
― 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
の
農
企
業
に
お
け
る
経
営
者
能
力
と
後
継
者
育
成
と 

楊 
 
 

秀 

玉 

47 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
関
係 

―
能
力
別
比
較
と
中
日
比
較
に
よ
る
― 

小 

沢 
 
 

亙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

欒 
 
 

立 

明 
  
 
 
 

〃 

中
国
東
部
沿
海
部
に
お
け
る
農
村
ツ
ー
リ
ズ
ム
観
光
客
の 

葛 
 
 
 
 

燕 

51 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意
識
分
析 

―
江
蘇
省
傅
家
辺
農
業
科
学
技
術
公
園
を
対 

大 

江 

靖 

雄 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

象
と
し
て
― 

 
  
 
 
 

〃 
Education and C

hoices am
ong D

ifferent O
ff-Farm

  
Y

an
g

 L
ian

g
 
 

55 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Em
ploym

ent C
ategories:  

Sum
inori  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Evidence from
 the C

hinese H
ousehold Incom

e  
 

 
 Tokunaga 

 
Project, C

hina 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

八
五-

一 
(

一
三･

六) 

中
国
農
業
の
選
択
的
拡
大 

―
生
産
補
助
政
策
下
に
お
け 

伊 
藤 
順 

一 

59 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
作
物
選
択
の
合
理
性
― 

 
 

日
本
福
祉
大
学
経
済
学
会 

経
済
論
集 

四
六 

民
工(

男
性)

の
「
希
望
」
と
そ
の
実
現
性
に
つ
い
て 

 

原 

田 

忠 
直 

67 
(

一
三･

三) 

─
浙
江
省
Ｈ
市
に
お
け
る
民
工
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

査
結
果
を
中
心
に
─ 

 
 

日
本
福
祉
大
学 

現
代
と
文
化 

一
二
五 

 

中
国
・
民
工
学
校
外
史 

―
現
役
校
長
が
語
る
民
工
学
校 

汪 
 
 

希 

望 
81 

(

一
二･

四) 

の
「
過
去
・
現
在
・
未
来
」
― 

 
 
 
 
 

／
著 

 
 

原 

田 

忠 

直 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生 

江 
 
 

明 
 

 
 
 
 
 

／
監
修 

 

日
本
防
衛
学
会 

防
衛
学
研
究 

四
六 

 

中
国
の
経
済
体
制
改
革
に
お
け
る
解
放
軍
の
政
治
的
役
割 

王 
 
 
 
 

鵬 

94 
(

一
二･

三) 

―
鄧
小
平
の
生
産
経
営
活
動
政
策
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
  
 
 
 

〃 
｢

二
〇
一
〇
年
版
報
告
書｣

に
見
る
オ
バ
マ
政
権
の
対
中
安 

土 

屋 

貴 

裕 

105 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全
保
障
戦
略 

 
 

兵
庫
教
育
大
学
大
学
院 

特
別
支
援
教
育
コ
ー 

中
華
人
民
共
和
国
に
お
け
る
特
殊
教
育
の
現
状 

 

銭 
 
 

敏 

俊 

114 

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
究 

九 
(

一
三･

二) 

―
国
家
教
育
部
及
び
国
家
統
計
局
の
調
査
結
果
か
ら
― 

吉 

利 

宗 

久 
 

兵
庫
県
立
大
学
環
境
人
間
学
部
研
究
報
告 
 

The R
ole of A

ging Education in C
hina's A

ging  
X

IU
 D

E
N

G
 
 

117 

一
四 

(

一
二･

三) 
Policies 

 
 

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院 

星
陵
台
論
集 

 

第
二
次
世
界
大
戦
後
朝
鮮
に
お
け
る
華
僑
管
理
機
構
の
成 

宋 
 
 

伍 

強 

125 

四
三-

三 
(

一
一･

一) 

立 
 

  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

四
四-

三 
(

一
二･

一) 

中
国
家
電
メ
ー
カ
ー
の
チ
ャ
ネ
ル
展
開 

  

休 
 
 

宇 

佳 

134 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
Ｔ
Ｃ
Ｌ
集
団
の
ケ
ー
ス 

 
 

広
島
経
済
大
学
経
済
研
究
論
集 

三
四-

四 
 

中
国
個
人
自
動
車
市
場
の
発
展
と
購
入
お
よ
び
使
用
の
実 

米 

谷 

雅 

之 

143 
(

一
二･

三) 

態 
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広
島
経
済
大
学
研
究
論
集 

三
四-

三 
 

台
湾
物
権
法
の
改
正
と
そ
の
動
向
に
つ
い
て 

宮 

畑 

加
奈
子 

152 
(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
修
道
大
学 
修
道
商
学 

五
二-

二 
 

中
国
に
お
け
る
家
電
市
場
の
考
察 

―
ハ
イ
ア
ー
ル
の
販 

王 
 
 

玉 

蘭 

155 
(

一
二･

二) 

売
シ
ス
テ
ム
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
事
例
と
し
て
― 

 
 

広
島
修
道
大
学 

人
間
環
境
学
研
究 

一
〇 

 

ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
持
続
可
能
な
発
展 

 

羅 
 
 

星 

仁 

168 
(

一
二･

二) 

―
中
国
と
イ
ン
ド
を
中
心
に
― 

 
 

広
島
東
洋
史
学
研
究
会 

広
島
東
洋
史
学
報 

 

近
現
代
中
国
の
同
業
団
体
と
商
工
業
税
政
に
関
す
る
覚
書 

金 

子 
 
 

肇 

177 

一
五･

一
六 

(

一
一･

一
二) 

 
 

 

福
井
県
立
大
学
経
済
経
営
研
究 

二
五 

  

中
国
の
農
村
改
革
と
土
地
政
策 

鄭 
 
 

海 

東 

181 
(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

福
岡
大
学
大
学
院
論
集 

四
四-

一 
(

一
二･

七) 
中
国
に
お
け
る
移
転
価
格
税
制
に
関
す
る
一
考
察(

二) 

鮑 
 
 
 
 

慧 

195 
 

福
山
大
学
経
済
学
論
集 

三
六-

二 
(

一
二･

三) 

中
国
進
出
企
業
に
お
け
る
会
計
上
の
諸
問
題 

許 
 
 
 
 

霽 

205 
 

佛
教
大
学 

社
会
学
部
論
集 

五
三 

 

中
国
に
お
け
る
近
代
化
の
新
時
代 

張 
 
 

琢
／
著 

213 
(

一
一･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

星 
 
 

明
／
訳 

 

佛
教
大
学 

文
学
部
論
集 

九
六 

(

一
二･

三) 

中
国
雲
南
省
元
陽
県
棚
田
地
域
に
お
け
る
観
光
開
発
と
地 

孫 
 
 
 
 

潔 

225 
 

元
民
の
対
応 

 
 

文
教
大
学
大
学
院
付
属
言
語
文
化
研
究
所 

言 

中
国
朝
鮮
族
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
移
動
と
韓
国
人
、
脱
北
者 

高 
 
 

鮮 

徽 

235 

語
と
文
化 

二
四 

(

一
二･

三) 

の
関
係 

 
 

法
政
大
学
史
学
会 

法
政
史
学 

七
九 

  

台
湾
と
朝
鮮
戦
争 

―
開
戦
初
期
の
国
府
の
対
応
を
中
心 

竹 

茂 
 
 

敦 

一 
(

一
三･

三) 

に
― 

 
 

法
政
大
学 

法
學
志
林 

一
一
一-

一 
 

台
湾
民
政
府
「
台
湾
公
民
権
利
法
」 

陳 
 
 

志 

明 

九 
(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
星
学
園
大
学
大
学
院
論
集 

一 
(

一
〇･

三) 

現
行
中
国
会
計
制
度
に
関
す
る
研
究 

何 
 
 

偉 

男 

244 
  
 
 
 

〃 

中
国
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
動
向 

―
Ｃ
Ｓ
Ｒ
環
境
と
ア
ン 
張 

 
 

亦 

楠 

253 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ケ
ー
ト
結
果
を
中
心
に
し
て 

 
 

北
陸
大
学
東
ア
ジ
ア
総
合
研
究
所 

東
ア
ジ
ア 

台
湾
と
中
国
の
関
係
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
の
政
治
経
済
学 

李 
 
 

鋼 

哲 

261 

の
窓 

六 
(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
大
法
学
論
集 

六
三-

三 
(

一
二･

九) 

日
台
民
法
学
比
較
と
近
時
の
改
正
論
議
の
問
題
状
況 

吉 

田 

邦 
彦 

二
一 

  
 
 

〃  
 
 

六
三-

四 
(

一
二･

一
一) 

二
〇
一
二
年
中
国
刑
事
訴
訟
法
の
改
正
に
つ
い
て 

倪 
 
 
 
 

潤 
269 

  
 
 

〃  
 
 

六
三-

五 
(

一
三･

一) 

環
太
平
洋
連
帯
構
想
の
誕
生(

一) 

―
ア
ジ
ア
太
平
洋
地 

田 
 
 
 
 

凱 
* 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

域
形
成
を
め
ぐ
る
日
豪
中
の
外
交
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
― 

 
  
 
 

〃  
 
 

六
三-

六 
(

一
三･

三) 

現
代
中
国
に
お
け
る
訴
訟
と
裁
判
規
範
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク 

徐 
 
 
 
 

行 
* 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス(

三) 

―
司
法
解
釈
と
指
導
性
案
例
を
中
心
に
― 

 
  
 
 

〃  
 
 

六
四-

四 
(

一
三･

一
一) 

中
国
の
民
事
裁
判
に
お
け
る
当
事
者
の
地
位
に
関
す
る
考 

王 
 
 
 
 

冊 
* 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

察(

一) 

―
処
分
権
へ
の
制
限
を
手
が
か
り
に
― 

 
 

北
海
道
大
学
大
学
院 

メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ 

中
国
媒
体
国
際
報
道
政
策
研
究 

(

原
文
は
簡
体
字) 

西 
 
 
 
 

茹 

278 

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 

六
三 

(

一
二･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

星
薬
科
大
学
一
般
教
育
論
集 

二
九 

 

中
国
法
史
講
義
ノ
ー
ト(

一) 

森 

田 

成 

満 

三
三 

(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

三
田
史
学
会 

史
学 

八
一-

三 
(

一
二･

七) 
｢

原
住
民
工
芸｣

の
表
象
と
制
作
を
め
ぐ
る
一
考
察 

 

田 

本 

は
る
菜 

四
五 

 

―
台
湾
原
住
民
の
織
物
復
興
を
事
例
に
― 

 
 

武
蔵
野
学
院
大
学
大
学
院
研
究
紀
要 

三 
 

台
湾
問
題
の
現
状
と
将
来 

孟 
 
 
 
 

厳 

286 
(

一
〇･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

明
治
大
学
大
学
院 

経
営
学
研
究
論
集 

三
五 

中
国
に
お
け
る
Ｃ
Ｖ
Ｓ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
つ
い 

関 
 
 
 
 

倩 

294 
(

一
一･

一
〇) 

て 

―
日
中
Ｃ
Ｖ
Ｓ
の
比
較
― 

 
 

明
治
大
学
大
学
院 

経
済
学
研
究
論
集 

三
六 

日
本
と
中
国
の
産
業
集
積
の
特
徴
と
今
後
の
展
開 

王 
 
 

向 

栄 

305 
(

一
二･

二) 
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明
治
学
院
大
学 

経
済
研
究 

一
四
六 

 

日
台
合
弁
鉄
道
車
両
メ
ー
カ
ー
、
台
湾
車
輛
公
司
の
事
例 

西 

原 

博 

之 

316 
(

一
三･

一) 

研
究 

─
日
台
パ
ー
ト
ナ
ー
間
に
お
け
る
企
業
設
立
関
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

者
、
経
営
ト
ッ
プ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
考
察
─ 

 
 

明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
附
属
研
究
所 

研
究 

中
国
に
お
け
る
局
地
経
済
圏
の
形
成
と
経
済
開
発
区
の
役 

司 

馬 

純 

詩 

324 

所
年
報 

一
四 

(

一
一･

一
二) 

割 

天
津
濱
海
新
区
の
経
済
発
展
の
現
状 

―
比
較
制
度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分
析
に
お
け
る
ル
・
シ
ャ
ト
リ
エ
法
則
― 

 
 

名
城
大
学
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー 
名
城
ア
ジ 

日
中
台
の
言
語
・
文
化
・
社
会
と
日
本
的
生
産
方
式 

村 

松 

恵 

子 

333 

ア
研
究 

四-

一 
(

一
三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

〃 

Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
締
結
の
台
日
貿
易
・
投
資
及
び
産
業
提
携
に
対 

林 
 
 

冠 

汝 

340 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
る
影
響 

 
 

名
城
論
叢 

一
三-

二 
(

一
二･

九) 
C

hanges in Triangular Econom
ic R

elations  
K

uan-Yu H
sieh

 
 

348 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

betw
een Japan, C

hina and Taiw
an in the 21 st  

Y
u

ri S
a

d
o

i 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

C
entury 

 
  
 

〃  
 

一
三-

三 
(

一
二･

一
一) 

東
海
地
域
に
お
け
る
投
資
誘
致
政
策
と
外
資
系
企
業
の
動 

澤 

田 

貴 

之 

357 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

向 

―
台
湾
側
か
ら
の
視
点
を
中
心
と
し
て
― 

林 
 
 

冠 

汝 
  
 

〃  
 

一
三-

四 
(

一
三･

三) 

Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
締
結
の
台
湾
経
済
・
産
業
に
対
す
る
影
響
と
政 

林 
 
 

冠 

汝 

369 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

府
の
対
応
策 

 
 

桃
山
学
院
大
学
経
済
経
営
論
集 

五
四-

二 
 

中
国
の
農
業
・
農
村
に
お
け
る
「
水
」
問
題
の
現
状
と
課 

大 

島 

一 

二 

384 
(

一
二･

一
〇) 

題 
 

  
 
 
 

〃 
 
 

五
五-

一･

二 
(

一
三･

一
〇) 

中
国
企
業
の
海
外
進
出
に
お
け
る
世
界
へ
の
布
石 

 

于 
 
 
 
 

健 
* 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
レ
ノ
ボ
の
海
外
進
出
戦
略
を
中
心
に
― 

 
 

安
田
女
子
大
学
紀
要 

四
〇 

(

一
二･

二) 

台
中
経
済
協
力
枠
組
協
定
の
締
結
と
今
後
の
展
望 

森 

岡 

文 

泉 

392 
 

山
口
福
祉
文
化
大
学
研
究
紀
要 

六 
 

人
民
元
為
替
制
度
改
革
の
行
方 

―
日
本
の
為
替
自
由
化 

梅 
 
 

大 

海 

398 
(

一
二･

三) 

の
経
験
を
踏
ま
え
て
― 

 
 

山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院 

ロ
ー
・
ジ
ャ
ー 

中
国
の
社
会
・
法
制
事
情
と
日
中
交
流 
西 

村 

幸
次
郎 

406 

ナ
ル 

七 
(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

横
浜
国
際
経
済
法
学
会 

横
浜
国
際
経
済
法
学 

中
国
に
お
け
る
夫
婦
法
定
財
産
制
に
関
す
る
変
遷 

趙 
 
 
 
 

莉 

420 
 

二
〇-

二 
(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

横
浜
市
立
大
学
論
叢 

人
文
科
学
系
列 

 

チ
ャ
イ
メ
リ
カ
構
造
下
の
日
米
中
三
角
関
係
と
尖
閣
衝
突 

矢 

吹 
 
 

晋 

426 

六
二-

三 
(

一
一･

三) 
 

 
 

立
教
観
光
学
研
究
紀
要 

一
四 

(

一
二･

三) 

宗
族
の
復
興
と
観
光
に
関
す
る
一
考
察 

―
徽
州
西
逓
胡 

李 
 
 
 
 

崗 
440 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
宗
族
を
事
例
に
― 

 
 

立
教
大
学
大
学
院 

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ 

現
代
中
国
の
模
範
村
の
行
方 

―｢

農
業
は
大
寨
に
学
べ｣ 

藤 

原 

裕 

子 

443 

ョ
ン
論
集 

一
〇 

(

一
二･

三) 

の
軌
跡
― 

 
 

立
正
大
学 

経
済
学
季
報 

六
二-

一 
 

農
作
物
か
ら
み
た
中
国
農
業
の
土
地
利
用
問
題 

 

元 

木 
 
 

靖 

455 
(

一
二･

八) 

―
長
江
デ
ル
タ
と
東
北
地
区
の
対
比
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 

 

六
三-

一 
(

一
三･

八) 

中
国
巨
大
資
本
主
義
の
転
換
期
と
そ
の
意
味
す
る
も
の 

 

五 

味 

久 

壽 
* 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
後
の
世
界
市
場
配
置
の
変
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
中
国
の
国
内
市
場
依
存
型
発
展
へ
の
転
換
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 

 

六
三-

三 
(

一
三･

一
二) 

日
中
貿
易
の
拡
大
が
日
本
経
済
の
生
産
・
雇
用
・
労
働
生 

宮 

川 

幸 

三 
* 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産
性
に
及
ぼ
し
た
影
響 

王 
 
 

在 

喆 
 

立
命
館
大
学
経
営
学
会 

立
命
館
経
営
学 

 

華
人
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
結
機
能 

―
香
港
中 

守 
 
 

政 

毅 

468 

五
〇-

六 
(

一
二･

三) 

華
総
商
会
を
中
心
に
― 

 
 

立
命
館
大
学
経
営
学
会 

立
命
館
ビ
ジ
ネ
ス
ジ 

Learning Foreign O
w

nership Regulations in China  
Y

E
 H

U
A
 
 

*** 

ャ
ー
ナ
ル 

七 
(

一
三･

一) 
through N

etw
orks : Case studies on Japanese  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

subsidiary w
ith post-entry m

ode change 
 

 

立
命
館
言
語
文
化
研
究 

二
三-

四 
(

一
二･

三) 
G

lobalization and the Transform
ation of  

N
IU

 G
ep

in
g
 
 

479 
 

the C
hinese State: C

om
paring M

odern N
ation  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

State and the A
ncient C

hinese State 
 



(55-4増) 
56 

立
命
館
国
際
地
域
研
究 

三
六 

(

一
二･

一
〇) 

香
港
で
の
人
民
元
取
引
と
対
外
的
な
人
民
元
決
済
の
限
界 

奥 

田 

宏 

司 

486 
  
 
 
 

〃 

中
国
の
持
続
可
能
な
電
力
政
策
に
関
す
る
研
究 

 

周 
 
 

湲 

生 

498 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
二
〇
〇
三
年
前
後
に
お
け
る
中
国
の
電
力
不
足
の
要
因 

 
 
 
 

他
三
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分
析
と
課
題
整
理
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 
 

三
七 

(

一
三･

三) 

日
‐
米
‐
中
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
関
係
の
経
済
思
想
の
底
流 

関 

下 
 
 

稔 

509 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─
新
自
由
主
義
批
判
の
原
理
的
考
察
─ 

 
 

立
命
館
大
学 

社
会
シ
ス
テ
ム
研
究 
二
五 

 

一
九
六
二
年
の
彭
徳
懐
へ
の
外
国
内
通
批
判
に
関
し
て 

 

杉 

田 
 
 

徹 

526 
(

一
二･

九) 

―
批
判
内
容
の
変
遷
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
― 

 
 

立
命
館
大
学 

政
策
科
学 

一
九-

二 
 

中
国
に
お
け
る
気
候
変
動
政
策
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る 

周 
 
 

湲 

生 

537 
(

一
二･

二) 
研
究 

―
ロ
ー
カ
ル
環
境
問
題
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
問 

銭 
 
 

学 

鵬 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

題
へ
― 

大 

家 

允 

文 
  
 
 
 

〃 
 
 

 

二
〇-

一 
(

一
二･

一
〇) 

中
国
の
食
品
廃
棄
物
循
環
利
用
の
現
状
と
課
題 

王 
 
 
 
 

舟 

544 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杜 
 
 

歓 

政 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

銭 
 
 

学 

鵬 
  
 
 
 

〃 

中
国
文
化
産
業
政
策
に
お
け
る
動
漫
産
業
の
位
置
づ
け
と 

徐 
 
 
 
 

隆 

548 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
産
業
振
興
政
策
に
対
す
る
評
価 

 
 

立
命
館
文
學 

六
三
二 

(

一
三･

七) 

国
際
化
時
代
に
お
け
る
日
本
の
台
湾
研
究 

─
台
湾
か
ら 

岡 

崎 

幸 

司 

558 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
一
視
点
─ 

 
 

立
命
館
大
学
法
学
会 

立
命
館
法
學 

三
三
九 

台
湾
に
お
け
る
国
際
訴
訟
競
合
の
規
整
と
日
台
離
婚
訴
訟 

王 
 
 

欽 

彦 

562 

・
三
四
〇 

(

一
二･

三) 

競
合 

 
  
 
 
 

〃 
 
 

 
 

三
四
三 

(

一
二･

一
〇) 

人
民
法
院
の
執
行
に
関
す
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
の
規 

田
村
陽
子
／
監
訳 

574 
 

定(

試
行) 

（
最
高
人
民
法
院
裁
判
委
員
会
一
九
九
八
年 

張 
 
 

悦
／
訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
月
八
日
公
布
、
一
九
九
八
年
七
月
一
八
日
施
行
） 

 
 

龍
谷
大
学
経
済
学
会 

経
済
学
論
集 

五
一-

一 

中
国
の
「
走
出
去
」
政
策
と
対
外
直
接
投
資
の
促
進 

 

姜 
 
 

紅 

祥 

586 
(

一
一･

七) 

―
技
術
獲
得
を
中
心
に
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 

五
一-

二 
(

一
一･

一
一) 

中
国
農
業
産
業
化
に
関
す
る
龍
頭
企
業
経
営
効
率
に
与
え 
高 

 
 
 
 

楊 

601 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
要
因
分
析 

―
上
場
し
た
五
一
社
国
家
龍
頭
企
業
に
お 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

け
る
横
断
財
務
分
析
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 

 

五
一-

三 
(

一
一･

一
二) 

中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
産
業
間
に
お
け
る
影
響
力
係 

掌 
 
 

茹 
拉 

608 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

数
・
感
応
度
係
数
に
み
る
波
及
効
果 

―
一
九
九
二
年
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
九
九
七
年
の
産
業
連
関
表
の
応
用
― 

 
  
 
 
 

〃 
 
 
 

五
二-

三 
(

一
三･

三) 

中
国
農
業
産
業
化
加
入
農
家
産
業
化
経
営
収
益
に
与
え
る 
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楊 
618 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

影
響
要
因
分
析 

―
山
東
省
東
部
沿
海
の
九
八
戸
加
入
農 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家
を
中
心
に
― 

 
  
 
 
 

〃 

内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
地
域
間
格
差
の
拡
大
に
関
す
る
一 

金 
 
 
 
 

湛 

625 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

考
察 

―
固
定
資
産
投
資
の
傾
斜
配
分
と
労
働
生
産
性
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

変
化
を
視
点
と
し
て
― 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
山
東
省
鮮
坊
市
の
野
菜
生
産
農
家
に
お
け
る
契
約
経 

唐 
 
 
 
 

倩 

631 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

営
と
自
由
経
営
の
利
潤
に
関
す
る
要
因
分
析 

─
契
約
経 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

営
村
と
自
由
経
営
村
の
農
家
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

比
較
分
析
─ 

 
  
 
 
 

〃 
The Sustainability Issues of C

hinese Food  
F

u G
onghua 

 

641 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Security in the C
ontext of Industrialization and  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

U
rbanization 

 
  
 
 
 

〃 

中
国
農
村
に
お
け
る
定
期
市
収
入
の
影
響
要
因 

―
中
国 

李 
 
 

文 

闊 

649 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
モ
ン
ゴ
ル
赤
峰
市
紅
山
区
Ａ
村
の
事
例
を
対
象
に
― 

 
 

流
通
経
済
大
学
社
会
学
部
論
叢 

二
四-

一 
 

中
国
農
村
社
会
の
互
助
慣
行 

恩 

田 

守 

雄 
* 

(

一
三･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

麗
澤
大
学
経
済
学
会 

麗
澤
学
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

G
lobalization in context: B

ig M
acs in B

eijing  
W

illiam
 H

ay 
 

658 
 

二
〇-

一 
(

一
二･

三) 
and other top new

s stories 
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57 

歴
史
学
会 
史
潮 

七
四 

(

一
三･

一
二) 

｢

国
家
の
余
白｣

と
し
て
の｢

宗
教
的
な
る
も
の｣ 

 

奈 

良 

雅 

史 

五
七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
中
国
雲
南
省
昆
明
市
に
お
け
る
回
族
の
結
婚
活
動
を
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例
と
し
て
― 

 
 

和
歌
山
大
学 

経
済
理
論 
三
七
二 

(

一
三･

六) 

人
民
元
問
題
の
政
治
経
済
学 

―
経
済
的
相
互
依
存
は
ど 

藤 

木 

剛 

康 

662 
 

の
よ
う
に
管
理
さ
れ
た
の
か(

一)

― 
 

 

早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー 

 

戦
後
日
本
人
は
文
革
の
終
わ
り
を
ど
う
迎
え
た
か 

一
九 

馬 

場 

公 

彦 

668 

ア
ジ
ア
太
平
洋
討
究 

二
〇 

(

一
三･
二) 

七
三 -

 

一
九
七
八
年 

―
日
中
復
交
か
ら
平
和
条
約
締
結 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
で
― 
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一 

(

一
三･
八) 

中
国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
化
の
特
異
性
に
関
す
る
考
察 

北 

村 

歳 

治 

676 
 

早
稲
田
大
学
教
育
学
部 

学
術
研
究 

人
文
科 
改
革
開
放
政
策
下
で
の
中
国
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ 

新 

保 

敦 

子 

694 

学
・
社
会
科
学
編 

六
〇 

(

一
二･

二) 
ィ
と
中
等
教
育 

―
モ
ン
ゴ
ル
族
に
焦
点
を
当
て
て
― 

 
  
 
 
 

〃 

海
洋
主
権
と
中
国
の
政
策 

青 

山 

瑠 

妙 

700 
 

早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要 

五 
 

中
国
に
お
け
る
社
会
内
矯
正
制
度 
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傑 

709 
(
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三･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所 

比
較
法
学 

 

中
国
裁
判
事
例
研
究(
七) 

最
高
人
民
法
院
指
導
性
案
例 

中
国
裁
判
事
例
研 

715 

四
六-

三 
(

一
三･

三) 

一
～
八 

究
会 
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稲
田
大
学
法
学
会 

早
稲
田
法
学 
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七-

四 
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「
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改
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口 
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二) 
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口 

彦 

太 

749 
 

早
稲
田
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学
大
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院 
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ジ
ア
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平
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究
科 
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け
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決
定
要
因 

 

劉 
 
 

曙 

麗 

767 
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集 

二
三 

(

一
二･

三) 

―
韓
国
、
台
湾
企
業
と
の
比
較 

 
 

早
稲
田
大
学
大
学
院 

ソ
シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス 

 

早
稲
田
大
学
に
お
け
る
清
国
人
留
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生 
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倩 

778 

一
九 

(

一
三･

三) 
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作
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っ
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介
に
と
ど
め
た
論
文 
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